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1 . 大 衆消費観魯 の 形 成とテレビ
ー その 分析 の 観点 -
1. 同車 の 改定
テ レ ビは戦後日本の大衆消費社会の 形成 ･ 発展と密接な関係 を持っ て い る｡ 1953年
に放送が開始され ､ 当初街頭テ レ ビとい う形で注 目を浴びたテ レ ビは､ 57年頃より各
家庭に急速に普及 し､63年には約90%の家庭が所有する まで にな っ た l)o テ レ ビは1955
年以降の家庭電化ブ ー ム の 中で ｢三種の 神器+ の 一 つ と して 国内の消費市場の 開拓に大
い に貢献する｡ こう した製品自体の役割以上に ､ テ レ ビ 臥 イメ ー ジの 生産 ･ 凍通媒体
と して ､ 直接輿晶 の販売を促進するだ けでなく ､ 消費を先導する新 しい 生活等のイメ ー
ジ 2) を流通させ るとい う消費社会の フ ァ シリチ ー タ ー の役割をはたすこと になる｡ し
か し､ テ レ ビの 大衆消費社会形成にはた した役割は､ こ の ような解釈だけで片付けられ
ない の ではない だろうか｡ テ レ ビが50年代後半か ら60年代前半にかけて ､ 日本の社会､
家庭か ら熱狂的な歓迎を受けた ことに着目 し､ その意味を考える ことで ､ 日本 の大衆消
費社会の成り立ちに関わる隠れた構造を見ることがで きる の ではない か｡
日本 の大衆消費社会は､ 戦後の 1955年頃より始まる高度経済成長に相伴う形で形成
され ､ 進展 して い っ た ｡ こ こ で ｢大衆消費+ 社会と い うの は ､ 社会 の広範な層にお い て
資本主義的生産様式に基 づ い て生産される同 一 種類または類似 の消費財 ･ サ ー ビス が消
費される社会であるが ､ 成熟期に い た っ て 消費者の多様な好み に応 じた多品種少量生産
が現れ るまで は､ 画 一 的な消費財 ･ サ ー ビス の 大量生産 ･ 大量消費とい う形を経験的に
と っ て い る ｡ 大衆消費実現の た めの条件を供給側と需要側に分けると､ 日本で は ､ 既に
1930年代には供給側の 条件 (大量生産技術 ､ 大量輸送技術 ､ 画 一 的に教育された労働
力等) はある程度整 っ て い た が､ 戦後社会にお いて 需要側の 条件が整うこ とに よ っ て 大
衆消費が可能になっ たと考えられる (小沢雅子 1985:233･6)o すなわち､ 大量の核家
族が生み出され ､ 人 々 の購買力が格差の縮小を伴い なが ら拡大 し､ かつ 画 一 的な消費欲
求が形成された ことで ある ｡ 日本の大衆消費社会の成り立ちを追求するためには ､ これ
1) 19 58年には約 15%の家庭が所有して い たo こ の伸び率は他の家庭電化製品と比 べ ても顕
著で ､ 例えば､ こ の時代にテ レ ビと並んで ｢3種 の神器+ といわれた洗濯機や冷蔵庫と比 べ
ても急速な普及率を示 して い る (経済企画庁 1978)0
2) とりわけアメリカ的生活様式 のイメ ー ジが ､ ア メリカ の豊かな生活 ､ 家庭を描い たホ ー
ム ･ ドラ マ 等の 映像にの せ られ て伝達 ､ 流通された｡
らの 状況 を踏まえて ､ こ の 当時の 大衆消費 を構成する社会的枠組み等 を考察する こ とが
必要で あると思われ るo こ の ような考察を展開するた めに､ こ の時期 の テ レ ビの役割､
置かれた状況 に着目 して ､ それ と大衆消費と の 関係が説明 され るような社会的枠組みや
そ の 意味づ けに関する坂説 を措定 してみ た い ｡
戦後の 家庭は､ そ の 理念型を考えると､ 戦後経済の 拡大､ 産業化 の進展 ､ これ らに伴
う都市化 の進展によ っ て生み出された ､ 核家族の 小 さな家庭､ しか も､ 典型的には都市
に住み生活する給与生活者家族 3) の核家族家庭と して 立ち現れた｡ こ れ は ､ 家庭が か
つ て担 っ て いた 生産の場と して の経済的な役割や ､ か つ て の大家族や地域 の 共 同性ゆえ
に有 して い た自立性や総合性を失 っ た こと を意味する｡ い わゆる都市的生活様式が戦後
の核家族家庭とは切り離せ な い も の と して成立するo こう して戦後 の核家族家庭は ､ 消
費 の場と して全体的な経済 シ ス テ ム に身を開く ことになる｡ 他方で ､ 核家族 とい う小さ
な家庭 の幸福が戦後民主主義を象徴するとされ ､ そ の幸福を物質的に実証す るた め､ 家
庭は経済成長が求 める大量消費 の 戦略的な準拠点 - 消費の 単位と して位置付けられ る
ことになる｡
こ の ような戦後家庭 の 消費単位 と して の編制杜､ 公 一 私関係の 再編制と して も見る こ
とが出来るo 戦前､ イ エ は私的空間と して は位置付けられて い た が､ 国家主義的イ エ 制
度に基づく下部単位と して ､ 公 的な 目的に奉仕する存在で もあっ た｡ 戦後､ それ がまさ
に私と して全面的に解放され ､ 各家庭 の 主体にそ の 運営を委ねられるようにな っ た ｡ そ
して ､ こ の 私的空間を消費を通 じて 私的に充実させ る こと で全体社会 の 経済という公 を
成り立た せると い う､ 経済的な公 一 私 の 関係 - フ ォ ー ディ ズム 休制 - が編制されて
い っ た の で ある
4)
｡ 都市化 ､ 新中間層の 拡大､ 核家族化による小 さな家庭 の 成立 ､ 都市
的生活様式な どは ､ こ の ような公 一 私 の 関係に必要 な道具立て ､ 構造を提供 したが ､ さ
らに､ 社会全体が消費シ ス テ ム と して 作動するた めの 意味づけが必要だ っ た ｡ そ の た め､
全体的な動機付 け装置と して アメ リカ ニ ズム に付託された消費のイデオ ロ ギ ー ､ 豊かな
生活 - の 幻想等が家庭をタ ー ゲッ トにお い て創造され ､ 凍通 し､ 家庭を中核 とする消費
促進的な意味の シ ス テ ム が形成され て い っ た ｡ この ように家庭は新た に消費 の 単位と し
て 編制 され ､ 消費の イデオ ロ ギ ー が注ぎ込 まれるが ､ しか し､ 家庭が フ ォ ー ディ ズム 体
制にお ける安定的な消費単位となるた めには､ 家庭を外的な目的によ っ て で はなく内的
に埋 める (意味)､ ある い は内的な統合をもた らす安定的な家庭文化が必要だ っ た の で
はない だろうか ｡ そ して ､ その 家庭文化 の核と して 新 しく編制された家庭にふ さわ しい
く意味) をもた らす娯楽 (家庭内娯楽) が必要だ っ た の ではない か ｡
こ の とき家庭内娯楽がもたらすこ とを期待された (意味) とは ､ 家庭が幾重にも幸福
3) 給与生活者家族は戦後急速に増大 し､ 19 55年 には全世帯の 50%に到達 して い る (端
1 987: 44)｡
4) これは また､ 拡大する新中間層 に とっ て は ､ 労働の 場 - 生産 の蕩と して の 会社と私生活の
場 - 消費の 場と して の 家庭との 関係 一 会社主義 一 私生活主義関係 - の 編制で もあ っ た o
を追求する空間と して方向付けられて い た ことから､ まず､ 第 一 に家庭団韓 を充たすも
の で な ければならなか っ た ｡ 家庭団奨の イメ ー ジこそがア メ リカ ニ ズム に付託された幸
福な家庭 の理想や夢の 中核 であり ､ 戦後の 民主主義､ 平等とい う基本理念が家庭にお い
て 具現化 した姿を表象 して い たの ではない か ｡ テ レ ビは ､ こ の ような意味で ､ 家庭団襲
の メ ディ ア だ っ た の で ある｡ 大衆消費社会 の文脈で 語れば, 戦後再編された家族 の 私的
空間と して の 家庭が重要な消費単位と して 高度成長期 の経済 シ ス テ ム に組み込 まれ て
行くとき ､ テ レ ビは家庭 の凝集点と して機能し､ 消費単位と して の 家庭を支えた の で あ
る｡
本稿にお い て は ､ 以 下の 考察にお い て ､ こ の仮説の 主要な論点に関連する主張､ 論説
を考察 ･ 検討する ことで ､ 議論を掘り下 げ､ ある い は ､ 新たな視点か ら論点を加 え検討
する こ とを試みる｡
2. 諸費単位とLての 家慶 の 不 安定性とそれを埋 める家庭文化として の 娯 秦
こ こで は ､ こ の仮説の 中心的な論点の 一 つ で ある､ 家庭が戦後の経済 シス テ ム の安定
的な消費単位と して機能するために何 らか の家庭文化が必要で あり､ それが家庭内娯楽
で あ っ た ことに つ い て 考察する｡ そ の ため､ 戦後社会 の経済的編制､ ある い は消費社会
- の始動 の渦中に置かれた家庭の状況 に つ い て論じた議論 を取り上 げ検討 したい ｡ まず､
戦後 の消費単位と して編制され た家庭に不安定性､ ある い は文化的空白を見出そうとす
る議論と して 柏木博 ､ 内田隆三 ､ 戦後社会 の意味構造の 変化と い う文脈に置かれた家庭
に文化的空白を見出そうとする議論と して 中野収の議論を検討する｡ そ して ､ 少 し異な
る角度からの 議論と して ､ 消費的生活様式に基づく私生活主義の 矛盾 を指摘する多田道
太郎の議論を検討する ｡
柏木博は､ 戦後経済の拡大によ っ て ､ 均質的な消費者で あると同時に孤立 した生活空
間に生活する完結 した核家族が形成された ､ と して 議論を展開する｡ 柏木は､ この よう
な戦後の 核家族家庭をE . モ ラ ン を引用 して ミク ロ の ユ ー トピア と呼び ､ 消費的生活様
式の進行は不即不離に核家族化を伴 い ､ ｢横 (共同体) にも縦 (歴史) にもかかわり の
希薄な､ 孤立 した生活空間 (ミク ロ の ユ ー トピア) が作られた+ (柏木1988:93) と論
じる ｡ そ して ､ こ の孤立 した生活空間は､ さらに消費財によ っ て 埋められ ､ 消費を通 し
て ミ ク ロ ユ ー トピア と して の 実態を築き上げて い こ うとする｡ すなわち､･消費的生活様
式 に伴っ て 形成された核家族とい う孤立 した生活空間臥 さらに消費を重ねる ことで そ
の 空間の 完結性を築き ､ 存立する ことができる とい うの で ある｡ 同様に ､ 内田隆三 も ､
核家族と い う戦後大量 に出現 した新 しい家族形態の 具体的な営み の 場と して の家庭が ､
イ エ や伝統と いう連続性 ある い 柱地域共同体的な紐帯が希薄 であるた めに､ ｢宙吊りさ
れた時空の 中で 内向 し､ ある い は弛緩 し､ きわめて 不安定な状態にあ っ た+(内田 1993:
209-10) と して い る
【
｡ そ して ､ そ こ か ら､ ｢こ の 総合性や自給力の欠如は 『家庭』 を消
費社会とい う外部 の 世界に開き ､ 『消費の 文化』 の 主体の 場所 に押 し出 して い くもの で ･
あ っ たo ･ ･ 消費 の文化は不安定な 『家庭』 に自立性と駆動力 を与え､ そ の位置を確か
めるため の媒介者にな っ た の で ある｡ 不安定な宙空を埋めたの は巨大な消費 の文化とそ
の記号の群れで あ っ た+ (内田 1993:210) と論じる . すなわ ち ､ 新 しい核家族の 生活
空間と して の家庭 の 不安定性ある い は空白が ､ 消費の文化に よ っ て安定化され ､ あるい
は埋められると い うの で ある｡
中野収は生活空間の 意味体系とい う観点を持ち込み ､ 戦後社会の 意味構造 の変化 の 中
で 生活空間の く意味) が希薄化 した と論 じる｡ 中野は､ 明治以降徐 々 に､ そ して第二次
大戦後急激に ､ 生活空間を取り巻く伝統的美意識 ･ 秩序意識 ､ 生活観 ･ 生活感情等が崩
壊 し､ 新 しい も の に変わり ､ か つ 住宅様式な どの 空間構造自体も変化 して い く こ とに伴
っ て ､ 生活空間の意味体系が変化 した こ とを指摘する｡ そ して｢相対的にみて ､ 生活空
間に充填された (意味) は ､ 希薄になっ て い た の で ある｡ だか らこそ ､ 一 家団襲 ､ 夫婦
の会話 ､ 親子 の対話が ､ 一 つ の 理念的価値と して措定され ねばな らなか っ た ｡ それ は ､
あくまで も , 薄め られた (意味) を補充するもの で ある べ き であっ た+ (中野 1983:
81) と論 じ､ そ して ､ さ らに ､ その (意味)を補充 した の がテ レ ビだ っ た と論 じるo ｢テ
レ ビは ､ く意味) が希薄化 して い た空間に ､ 再び (意味)を充填させ ､ か つ ､ 新 しい (意
咲) を創造 し付与 した の で ある+ ( 中野 1983:81)｡
取り上げた3 つ の議論はい ずれも$0年から90年の初めにか けて 著されて い る｡ そ の
うち柏木は ､ 生活財 の デザイ ン史と い う観点から消費社会 の 展開に関心 を持ち､ 内田は
社会学研究者と して 80年代にはボ - ドリヤ ー ル の議論を受けて独自に消費社会理論を
進めて い るo 取り上げた論文 で壮 ､ ともに ､ 高度経済成長が終了 し 80年代に入 る頃か
ら消費社会状況も画 一 的な ｢大衆+ 消費か らより個人的な好みを追求す る消費 - と変容
して い っ た経験か ら振り返 っ て ､ 戦後 の 復興か ら経済成長期にお い て は消費資本主義 の
論理が家庭に焦点を置き､ 家庭を経済シ ス テ ムが必要とする消費単位 と して編制 して い
っ た と論じて い る｡ 中野の場合は ､ 放り上 げた論文にお い て ､ メディア 研究の 立場から ､
テ レ ビ放送 30年 とい う節 目を意識 して そ の 歴史的意義付けを記号論及び空間論的に行
なっ て い る o そ して ､ 社会の構造変化 に伴う家庭空間の意味の 希薄化が (意味)を補充
するメディ ア と してテ レ ビを必要と したと,論じて い るo 坂説 の 論点に引き戻 して い うと ､
消費単位と して 家庭が安定的になるためには ､ 柏木の湯合は孤立 ､ 内田は不安定性ある
い は宙空､ 中野の 場合は (意味)の希薄性と い う言葉で語られる状況 が問題で あ っ た ､
と解釈できる｡ 3人 柱切り 口や概念の違 い があっ て も ､ 基本的には同 じ問題 を指摘 して
い るように思われ る｡ ただ ､ そ の結果と して招 かれ る の が､ 柏木や内田の場合は消費 の
促進ある い は消費文化の受容として い るが ､ 中野はそ こに家庭空間の 意味を充填する装
置と して の テ レ ビの登場を見て い る ｡
こ こ で 3人 の指摘 した戦後家庭 (空間)が はらむ問題を具体的に戦後の核家族家庭が
お かれた状況に即して考えてみた い o 戦後の典型的な核家族家庭は ､ 鮫説で述 べた よう
に ､ 戦後経済 の拡大､ 産業化 の進展 ､ これ らに伴う都市化 の進展によ っ て 生み出され た
都市に住み生活する給与生活者家族の 家庭で あ っ た o 新中間層とも い われる給与生活者
層 (サラリ ー マ ン層) は ､ 産業化 の進展に伴う雇用 の 企業組織化によ っ て こ の 時代急速
に拡大した｡ 彼らは ､ 実際には ､ 職業､ 所得, 出身階層等にお い て様々 で あ っ たが､ そ
の 家庭は ､ 新 しく出現 した形態の 家庭で あり ､ 歴史的連続性 の 弱さとい う点で は共通 し
てい た｡ 家庭の 情報伝達 ･ 東継と いう観点か ら考えると､ 家族を形成 した夫婦はそれぞ
れ出身 の郷里 の家族や地域 で身に付けた生活 の 仕方 ､ 家族 の規範などの 文化を新 し い家
庭 の 中に持ちこんだ ことが想像できる｡ しか し､ 他方で ､ 戦前の価値の 崩壊とそれ に代
わる新 しい価値の普及 ･ 浸透 ､ そ して何よりも都市の給与生活者とそ の家庭と して の新
しい生活状況 - の適応の 必要性か ら ､ 戦後の 新 しい価値と折り合い が っ き ､ 新 しい 生宿
の営み を通 じて持ちあが っ てくる問題に対処できる文化 (規範)が必要とされ て い た の
で はないか . 内田の い う宙空あるい は中野の い う (意味) の希薄性と壮､ こ の ような意
味で ､ こ の 時代の家庭の文化的空白性 を表現 したも の で あろうと思われる ｡
拡大志向の全体経済 シス テ ム に消費単位と して 編制されて いく家庭が安定する の は､
一 つ は消費文化を受け容れ ､ 積極的に消費を行うこ とで経済 シ ス テ ム との 関係 を安定化
させる ことができるか らで はない かと考えられ る｡ こ の 点に つ い て , 消費によ っ て積極
的に経済シ ス テ ム に組み込まれる ことは ､ む しろ矛盾を発生させ ると主張する議論があ
る ｡ 多田道太郎は, ｢マ イホ ー ム 主義+ と い われ る私生活主義には矛盾があり ､ 私的領
域と して の家庭を堅固なも の にし充実させ ようとすると ､ その 手段 と して消費に訴 える
こ とになり ､ かえ っ て 消費を通 じて 公的な額域による支配を強めることになる ､ と主張
する ( 多田 1971:282- 94)5)o ｢手作り し､ ア レ ン ジする｡ それは 『社会』 に侵され る
マ イホ ー ム にあっ て 『私』 を復権する こ とで ある｡ - しか し､ そういう 『私』 に ､ そ
う したア レ ン ジだ の欲望ま でが機械化され ､ 合理化され ､ い っ さい の 消費生活まで規制
しようとする現代社会にあ っ て は ､ 剥奪され ､ ある い は剥奪され つ つ あるの で はな い か
と い う不安が付きまとう｡ - 幸福感を底の 底ま で実感するような人間が作り出されれ
ば､ す べ て の人 間は消えて しまうo もちろん『私』が消えて しまう+(多田 197l:293)｡
マ イ ホ ー ム 主義は 60年代に盛んに語られたが､ 論壇にお い て は当藤の大衆社会論や資
5) マ イホ ー ム 主義に対 して は､ イ エ 制度下の 家族主義に対置して ､ その 私生活 を十全に享受
できる ことを賛美する主張が ある - 方で ､ 公的な関心を失い私に 閉じこもると いう批判的
な議論が多い o 山手茂に よると､ 戦後 ､ 個人やその家庭が会社を中心に生活を編制する会
社主義体制に取り込まれ､ ｢豊か な家庭+ を築くために生存競争に参加 し､ そ の中か ら抑圧
感や疎外感が生 じるo こ こ から､ 私生活 - の逃避が生まれ ､ 家庭という私生活 の充実を図
ろうと家族の幸福が希求され､ さらに会社の競争に取り込まれて いくと いう循環 を形成し ､
マ イ ホ ー ム 主義が強化されて いく の で ある (山手 197:139･4 0)a
本主義批判などの文脈にお い て批判的に語られ るこ とが多か っ たo 多田は ､ 幅広 い視野
を持 っ た文化論者と して ､ こ の議論で はそ の ような流れ とは離れて独自に主衷を展 開 し
て いるように思わ れるo こ の 間題 は ､ 社会学的には私生活主義や都市的生活様式に つ い
て認識されて い る間額と同 じ系譜に あり､ 現在でも 一 定の 有効性を持 っ て い る｡
多田の提起した問題に戻ると ､ 消費による私的空間の 充実は､ 経済シ ス テ ム の要求す
る消費を積極的に行うこ と で 一 面 で はフ ォ ー ディ ズ ム 体制 を強化する ようにも見 える
が ､ (公) による (私) の 管理 を強め ､ (私)の 疎外感を強めるこ とになり ､ む しろ ､ さ
らに (私) - 家庭を不安定化させ るこ とになるようにも思われ る｡ こ の ような不安定化
の ス パ イ ラル はその過程 で さらに消費を煽る ことになるかもしれない が ､ 家庭は安定を
得られる の だろうか ｡ 家庭は ､ 労働と い う活動の置かれ る会社 とい う公的額域か ら解放
された私的額域と して 幸福 のイデオ ロ ギ ー が表象する空間で あり ､ 愛情と同時に ､ 特に
戦後は物質的な豊か さ､ 幸福 が追求される空間と して 位置付け られるようになっ た｡ 家
庭はまさに ミク ロ ユ ー トピ ア と して期待されて い た の であ る｡ しか し､ 戦後の 家庭は ､
自立性や自給力の 欠如 した 空間で あ っ たた め ､ 消費を通 じて 幸福を追求すると公的領域
による支配 をさらに招き寄せ る こ とになるとい う矛 盾におかれ て い た と解釈 できる 6).
以上 4人の議論 を取り上げ､ 解釈 を行なっ て きたが ､ 最後に ､ こう した解釈か らさら
に藩論 の 展開を試みた い . 新 しい家庭は ､ 会社主義､ フ ォ ー ディ ズ ム と い う全体社会の
枠組みから の 要請 ､ 夫婦 中心 の 民主的で明 るい 家庭と い う要請等を調和させ る文化 ､ 規
範と い う(意味)の 体系が必要だ っ たが ､ 内田 の場合にはその 一 つ が消費文化で あ っ た ､
と い うことになる｡ だが ､ 消費文化 というこ とだけで は､ 先述 した矛盾 を拡大するこ と
になり､ 不安定性を解決 できない o しか し､ 消費単位と して の 家庭は ､ 逆にむ しろ 一 定
の安定的な枠組み の もとに ､ こうした矛盾 による不安定性を抱 えて い たか らこそ ､ フ ォ
ー ディ ズ ム 体制の推進役となりえた とも考えられる ｡ とはい っ て も ､ 消費文化が この安
定的な枠組み を提供できた とは思えない ｡ 内田は､ 消費文化と い う言葉で 具体的に何を
意味するか は語 っ て い ない が ､ そ の 中心は娯楽 の消費で はない か と思 われる 7)｡ そ して ､
この 時代の 文脈からい えば､ テ レ ビだ っ たの で はない だ ろうか ｡ 娯楽に は､ 消費文化と
いう概念には収容できな い 部分が あるが ､ こ の部分が家庭文化と して 家庭の 一 定の安定
的な枠組み を支えて い たの で はない か ｡ そ して ､ こ の こと は中野 の い う､ テ レ ビは (意
6) しか し､ 家庭がそ の充実を図るた め消費を重ねて シ ス テ ム - の依存を高めたと しても､ 公
的な領域から提供され る消費財またはサ ー ビ ス を私的領域に取り込む ことに よ っ て ､ 当然
大きな制約は あるが その制約内で ､ 個々 の消費の 主体が私的に消費をする過程にお いて自
発性 ･ 自律性を発挿する ､ ある い は自らの個別 の 意味を生み出すという解釈 は可能で あろ
うo その 点で は ､ 矛盾 の存在に過大な意味を見出そうとする こ とには注意す べ きで あるo
7) 消費とはモ ノ の購入 ､ 使用 を通 じて モ ノ の機能を利用する行為で あるが､ 同時にその 行為
に伴 っ て意味を消費 (意味作用) して い る ｡ その 点で ､ 娯楽とは精神作用 を伴っ て い るた
め､ 直接的にも意味の 消費行為で あるが ､ メ ディ ア娯楽の場合は さらにその 特質が明白で
あるo■また､ 家庭内娯楽にお い て は､ モ ノ の購入 の場合と異なり ､ 娯楽装置を繰り返 し使
用できる とい う点で 日常的に意味の 消費が行われ ると い える ｡
咲) が希薄な家庭空間に (意味) を充填あるい は創造 ･ 付与する､ とい う主張に通 じる
ように思われ る｡ こ の 具捧的な内容に つ い て は次節で検討 した い ｡
3 . 家庭 内っ娯楽とLて の テレビ
こ こ で は ､ 前節 をうけて ､ 家庭内娯楽に つ い て ､ さらに家庭内娯楽と して の テ レ ビ の
はた した機能に つ い て 検討する｡ まず､ 家庭内における家庭内娯楽の位置付 け､ 機能 ､
テ レ ビ の登場の 意味に つ い て リ ン ｡ ス ピ ー ゲル によるアメ リカの 研究事例を紹介 し､ 戦
後日本の家庭とい う文脈 におけるテ レ ビ の ポジ シ ョ ン の考察 - と つ なげた い ｡ 続 い て ､
その議論をうけて ､ テ レ ビ によっ て形成された家庭内娯楽空間の 意味に つ い て ､ 清水幾
太郎 の議論を軸に考察を行なう｡
リ ン ･ ス ピ ー ゲル は ､ ア メリカ の メディ ア 史の 研究者で ､ 紹介する論文 は 1990年代
の初めに書かれたも の で ある｡ そ こで は､ メディ ア と家庭空間の 交渉 の歴史を具体的な
文脈に即 して 詳細に見て い くと い う､ イ ギリ ス の レイ モ ン ド ･ ウィ リア ム ズ か ら継承 し
たメ ディ ア史の 文化社会学的研究 ( 山口 2001:277) の ス タイ ル が踏襲されて い る｡
ス ピ ー ゲル は､ ア メ リカにお けるテ レ ビとい う娯楽メ ディ ア の 家庭空間 - の進出と定着
を説明するた めに ､ 中産階級家庭を中心に､ 家庭内娯楽 の あり方に つ い て の観念の 変容
を近代的家庭につ い て の 理念の 変容に結び付けて論 じて い る ｡ 19世紀には ､ 多分にプ
ロ テ ス タ ン ト的な要素を持つ 中産階級 の理想的なイメ ー ジに基づ い て 近代的家庭 の 理
念が語 られたが ､ 家庭内の 余暇活動もこ れ に照応 した精神主義的なもの であり ､ 悪徳を
はらんだ都市とい う空間から距離を置くもの だ っ た ｡ そ の 後､ 社会変化に応 じて 家庭 の
概念も変容して いくが ､ そこ で は､ 余暇活動は､ もはや労働か らの解放や精神 を高める
こ とにある の で はなく ､ 家庭内娯楽と して家族みんなが楽しめる ことに求められるよう
になっ た ｡ 19世紀末以 降､ 家庭機器 の登場による女性 の家事労働から の解放､ デパ ー
ト､ 映画館､ ア ミ ュ ー ズメ ン ト ･ パ ー ク などの都市的娯楽空間の 出現は女性や子供を公
的な空間 - と連れ出し､ そ して これらに続く乗用車の 登場により娯楽は家庭より外で楽
しむ もの にな っ た ｡ そう したとき (1920 年代) ラジオが登場し､ 娯楽は再び家庭に引
き戻されるが ､ テ レ ビはそ の延長線上に出現する｡ 第二次大戦後テ レ ビが登場 した時代
は ､ 大量生産される郊外に移り住む中産階級の核家族をモ デル に理想の 家庭像が語られ
るが ､ そ こで は､ 家庭娯楽が最も重視されて い た｡ 家庭は現実には女性 の家庭性 - の封
じ込 めなど多く の 不満を抱えて い たが ､ プライ ベ ー トな空間に理想を求める社会にお い
て 強力なユ ー トピア と して語られ ており ､ 混乱 した社会の 中で物質的な豊かさと同時に
精神的な安定をも約束 しなけれ ばならなか っ たo そ の た め､ 家庭娯楽こそが私的生活 の
すばら しさを具体化 し､ 享受させ てくれ るも の で あり ､ ユ ー トピア と して の 家庭を支 え
るも の で あっ た｡ そ して ､ こ の 新 し い家族 の娯楽活動の 中で最も重要だ っ た の が新 しく
登場 したテ レ ビで あ
■
っ た (Spigel 1992:1 卜35)｡
以上 の 事例か ら引き出せ る とこ ろを考えてみた い ｡ まず､ 家庭内娯楽は次第に家族共
有の場を作るようにな っ て い っ た こと ､ 20世紀の初めに 一 旦 家庭の外 に出た娯楽 の揚
が､ 1920年代にラジオ ､ 1940 年代にテ レ ビと いう家庭娯楽メディ ア の登 掛 こよ っ て家
庭に引き戻された こ とが わか っ た ｡ これに つ い て は ､ 日本における ､ ラジオやテ レ ビ の
出現と家庭 の 娯楽の 習慣と の 関係 につ い て の議論を紹介した い ｡ 藤竹暁は ､ メ ディ ア 研
究､ 特にテ レ ビ の文化的研究 の知見か ら､ ラジオ の 出現､ そ して特にテ レ ビ の 出現が家
庭における娯楽の 日常化を もた ら したと い い ､ ｢家族にお ける娯楽の 日常化 は､ 家族と
い う単位が娯楽の 消費単位 として 日常化することで あ っ た｡ 娯楽 の暴を家庭 の外部に求
めなけれ ばならなか っ た時代にお い て は ､ 家族が 一 緒 に娯楽を享受する機会は限られ て
い た+ (藤竹暁1985a :94) と論 じて い る｡ ラ ジオ ､ とりわ けテ レ ビによ っ て 家庭内で
娯楽を楽 しむと い う家族共有 の時空間が創出されたと い うの である ｡ 娯楽を家族で共有
する こ とが 上凍階級や中産階級と い う 一 部 の家庭を除い て 戦前に無か っ た こと は想像
に難くない ｡ しか し､ 共有の娯楽の場が家庭に出現 した ことはテ レ ビ の 登場だけで説明
できる の だろうかo これ に つ い て はすぐ後で検討 した い ｡ 次に ､ ア メリ カで は私的空間
と して の家庭に ユ ー トピ ア 的期待が託されて い た｡ そうした家庭観 を支える ことを期待
され たの が家庭内娯楽と して の テ レ ビ であ っ た ことが指摘で きるが ､ 日本で もテ レ ビ は ､
そ の ようなア メ リカ の 家庭観 を範にと っ て ｢明 る い家庭+ ｢豊かな家庭+ と い うイメ ー
ジと結び つ けて迎え入れ られ て い る｡ しか し､ 実際にはアメ リカの家庭は多く の不満 を
抱えて い た ため､ ■家庭内娯楽が ユ ー トピア と して の家庭を支えなけれ ばな らなか っ た 0
日本でも マ イ ホ ー ム 主義 と い う形で ､ 家庭は疎外され た労働か らの逃避先 と して 理想的
に描かれた が ､ それを具体的に充た した の が消費の文化で あり ､ ア メリカの 例から家庭
内娯楽と して の テ レ ビ で あっ たと考える ことができる｡ 最後に ､ ア メリカ で はこ の時代
既に自動車が家庭 の娯楽 の道具とな っ て い たが ､ 日本で はそれがなか っ た分だけテ レ ビ
の魅力はさらに大きく ､ そ れだけ 一 層家庭 を娯楽空 間化させ る ことにな っ た と考えられ
る 8).
以上 の ように見てくる と､ 家庭内娯楽が理想化された私的空間と して の 家庭を支えて
おり ､ そうした家族 の 共有する娯楽空間はテ レ ビによ っ て生 まれた の で はない かと い う
推論に到達できる. 極論すれ ば ､ 戦後家族 の 家庭はまず第 一 にテ レ ビと い う家庭内娯楽
によ っ て 成り立 っ て い た の で はない か｡ それ で は､ なぜテ レ ビはこれだ け人を引き つ け､
家庭を娯楽空間化させる こ とができた の か ｡ まず､ テ レ ビそれ自体の持 つ 特質 一 昔声
及 び視覚映像のメディ ア で あるこ と ､ 家庭と い う日常 の場に置かれて い る こ と､ 放送メ
8)端信行は､ 戦後 の家族の変化を｢共 同体+から｢共遊体+ - の変化と捉えて い る(端 1987:
54-55)こ
ディ ア である こと - か ら簡単に説明 できよう9)o しか し､ こうしたテ レ ビ自体の持 つ
機能的特質だけで は､ それ まで娯楽の欠如した空間だ っ た家庭にテ レ ビと い う娯楽メデ
ィ ア
10) が入り込んで きた ことが説明 できない ｡ こ こ には､ 内田 の い う消費 の文化が関
わ っ てくる の で はな い だ ろうか. 松下圭 一 は､ 『思想』 1960年 の大衆娯楽特集に収録さ
れた論文にお い て大衆娯楽批判を展開する中で ､ 戦後 の生活倫理 の転換に つ い て触れて
い る｡ それによると､ 戦前の 日本家庭がイ エ 制度を背景とする禁欲倫理 の強制を受けて
おり , ｢無娯楽状態+ に置かれて いたが ､ 戦後イ エ 制度が崩壊 し､ 民主的な新 しい 家族
が登場 したこ とによ っ て 禁欲倫理か ら解放された の で ある (松下 1960:29-36)D 戦後
ゐ経済 シ ス テ ム の中で消費単位と して 編制され た新しい 家庭は､ こ の ような生活倫理 の
転換を受けて消費の文化に開かれて い っ たもの と思われ る｡ それ で 娃､ この ように禁欲
倫理 から解放された人 々 にと っ て テ レ ビは何を意味したの で あろうか ｡ 松下と同 じ頃に
善かれた藤竹暁の テ レ ビの文化的影響に関する論文が ､ その ような状況に置かれた人々
にと っ て のテ レ ビの魅力に つ いて 触れて い る｡ それによると ､ ｢『消費の 愉 しみ』 が制度
化され ながらも､ 欲求を自由に充足させる ことが できず ､ 『平凡な』 生活 を営まなけれ
ばならない 視聴者にと っ て ､ (テ レ ビの提示する)泰盛の世界は自己の 情動 を最も容易
に投射できる場+ (藤竹 1960:139) だ っ たの で ある｡ 家庭で娯楽を共有する習慣がな
か っ たた め､ 欲望が是落され ､ 開発され つ つ あるにもか かわ らずその欲望を実現する手
段が無か っ たと ころに､ それ を埋 めるようにテ レ ビが登場 したと い うの で ある｡ 以上か
ら､ 禁欲倫理が崩壊し､ 戦後家庭 の支配的な文化となっ た消費文化性､ 家庭をテ レ ビと
い う娯楽メディ ア に開き ､ テ レ ビを通 して自らを具捧的に実践して い っ た ､ そ して テ レ
ビの 出現が家庭に娯楽空 間を創り出して い っ たと い うことが できよう｡
それ で は､ 以上 の ようにテ レ ビによ っ て家庭内に形成された娯楽空間はい かなるも の
で あ っ たか ､ 続 い てそ の 意味に つ い て考察を行ない た い ｡ テ レ ビは早く から ｢お茶の 間
の メディア+ と い われ ､ 家庭団単に結び付けて語られて きたが､ 倣説にお い て論 じられ
- た ように家庭内娯楽と して の テ レ ビに期待された意味とは家庭団弊を中心 としたもの
であ っ たと思われるo で は､ テ レ ビの関わ っ た家庭団襲とは ､ 消費単位と して の家庭 を
安定化させるようなもの だ っ た の だ ろうか o 1958年の 『思想』､ 1960年の『新開学評論』
で は新 しい メディ ア で あるテ レ ビに つ い て の 特集論文を収録 して い るが ､ そ の 中にはテ
レ ビと家庭との 関係に つ いて の議論も散見される｡ 清水幾太郎は ､ テ レ ビを ｢ノ ッ ク ･
ア ウトするメディ ア+ で あると評 し､ そ の映像の 圧倒性の た め人は想像力を働 かせ ると
9) テ レ ビの視覚映像の持 つ 圧倒性とともに ､ その 高い 現実再現能力に よる疑似体験､ 日常的
には なかなか接するこ とができない 演劇や ス ポ ー ツの観劇あるい は観戦､ 一 般人には通常
接近で きな い世界 - の映像を通 した接近､ 社会の重要なイ ベ ン トや事件 - の リア ル タイ ム
の遭遇等が家庭とい う日常の場で経験でき るこ とが､ 当時の 限られた映像体験や娯楽機会
しか持てなか っ た人々 を大い に惹き つ.けたで あろうと容易に想像でき る｡10) もちろん ､ テ レ ビは娯楽メ ディ アとしてだけ捉 える こ とは できな いが､ 現実には多く の
場合 ニ ュ ー ス や教養番組も娯楽的に消費して い る側面がある と思われる｡
い うような主体的な作用 を止 めて しまうの で ある､ と い う｡ そ して ､ 家庭 の 団撃と の 関
係につ い て触れて ､ 次の ように論 じて い る (清水 1958:16)a
テ レ ビジ ョ ン は家族 の メ ン バ ー を 一 室 に坐らせ はするもの の ､ メ ン バ ー 間 の会話 を
殆 ど絶対的に禁 じて しまう｡ 彼らは空間的 に接近 して い るけれ ども､ 相互 に向か い合
うこ とはなく ､ 語り合うこ とは ない o 彼等が向か うの は映像であり ､ 彼等が聞く の は
映像に伴う音で あるo 昔の 家族 の ように ､ メ ン バ ー が 協力 して 一 つ の仕事を行な っ て
い たら､ 生活 の 全面に わた る共同性があ っ たから ､ 向か い合わなく ても ､ 語り合わな
くて も､ 彼等を結び合わせ る何本か の太 い 粋があ っ たで あろう｡ だが ､ 右の ような協
力や共 同性が失われ て い る - それが家族の機能 の 喪失で ある 一 家族 の 場合には ､
映像も青も各人 の思 い 思 い の方 向に取られ るほか はな い B 各人がそれぞれ の仕方に お
い て ノ ッ ク ･ ア ウトされ るの で あるo ノ ッ ク･･ ア ウトされた人間同士 が語り合うこ と
は容易に期待で きない の で ある ｡
こ こで は ､ 生産とい う機能が失われた家庭には共同 の 契機が な い ため ､ 家族 の成員は
それ ぞれテ レ ビの 映像に圧倒されて しま い 会話が生 じない こ と､ しか も共通 の 思い もな
く画面 に向か っ て い るこ とを論じて い るo 団弊とい う言葉は使 っ て い ない が､ 明らかに
否定して い る ｡ 確か に生産 の 共同性 を有して い る場合 ､ 家族成員間 の心的紐帯が強い で
あろうと想像され る｡ しか し､ 逆にそ の場合には､ 家族成員共有の娯楽 の場が必要ない
の で はない か｡ む し ろ､ 家族の 紐帯が弱く ､ 時空間の 共有 の 契機 を持 て なか っ た消費的
な生活様式 を営む戦後の 核家族 こそ家族共有 の蓉を求めて い た の であろう｡ 少なくとも
本稿 の議論にお い て は ､ テ レ ビは こ の 時代にその ような場を創り出 した こ とに意味が あ
る｡ 清水 の議論には ､ 当時戦後 の進歩的知識人の 一 人 と して 大衆社会論を展開 して い た
清水の マ ス ･ メ ディア の社会 - の影響力に対する批判的見解が反映されて い る｡ 過去 の
生活の共 同体的な性格に理想を求める 一 方 ､ テ レ ビには マ ス ･ メディ ア の影響力が受動
的 ･ 原子的な大衆を生み出すとい う大衆社会論の 一 般的な見解 を重ねて しま っ て ､ 異な
る文脈におけるテ レ ビ の 可能性 ､ こ こ で い えば消費単位と して 編制された核家族の 生活
空間にお けるテ レ ビの 可能性が見えなくな っ て いた ように思われ る｡ す ぐ後に紹介す る
ように､ 後にテ レ ビ の 家庭団単機能に積極的な評価を与 えるようになる藤竹暁も､ 1960
年の 『新聞学評論』 に寄せ た論文 の 中でテ レ ビ視聴の受動性 ､ それによる家庭生活の解
体など批判的な議論を行な っ て い るが ､ 時代性を考えれ ば同様に大衆社会論の影響を少
なか らず受けて い た と考 えられ る 11)｡ 清水とは別 に､, 70年代以降に叢生 した ｢家族の
ll)他にも ､ 佐藤毅な どは ､ 60年 の 『新聞学評論』 にお いて テ レ ビの娯楽と して の享受形態
の 中に受動的､ 自己疎外的な性格を見出 し､ 悲観的な評価を提示 して い る｡ こ の ような評
価は ､ テ レ ビなどの 家庭内娯楽も含めて多く の場合商業娯楽と して の形態を取 っ て い る現
代の娯楽が ､ 資本主義的な疎外 を生み出すと いう批判に通 じて い る｡ ア ドル ノ ､ ホ ル ク ハ
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危機+ ｢家族の崩壊+ とい う言説に伴う形で テ レ ビが家族 の会話を奪 っ た ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を奪 っ たと い う主張が しばしばなされたが ､ テ レ ビはそもそも会話の 乏 しい 空
間に ､ 逆にテ レ ビを媒介と した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を持ちこんだ の で はな
ー
い だ ろうか ｡
こ こ にも､ 過去 の 家庭に共同体的な理想型を求め､ それ を前提にテ レ ビ の影響力に対す
る批判を行うとい うパ タ ー ン を見る ことができる｡ 実際､ NtR の 調査によれ ば､ テ レ
ビが家族団襲の 時間を増や した､ ある い は話 し合い の機会を増やしたと い う答えが ､ そ
れぞれ減らしたと い う答 えを大きく上回 っ て い る 12)｡ テ レ ビは､ 戦前の 家父長的 ヒ エ
ラル キ ー と禁欲的倫理 の残浮が見 られた戦後の新 しい 家庭に , テ レ ビの前 の平等を持ち
こみ ､ 現在われわれがイメ ー ジする会話の ある戦後的な団奨を形作っ た の で はない だ ろ
うか ｡
こ うしたテ レ ビ の 作用 に つ い て ､ 藤竹暁は80年代半ばには ､ ｢テ レ ビは人を受動的に
するメディア で ある+ とい う議論 - の批判を展開しなが ら､ ｢テ レ ビは家族メ ンバ ー 全
員が 一 家団奨を しながら ､ それぞれ の個別的な経験を､ テ レ ビ を媒介に して交涜させ ､
家族共有的な経験を作る+ (藤竹暁1985a :87- 88) と論 じて い る o これは ､ イギリス
の メディ ア研究者､ 良. シ ル バ ー ス ト ー ン がテ レ ビと日常生活の 関係に つ い て の研究か
ら論 じて い る よう に ､ 家族 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 構成 に 関わ る こ とで はな い か
(silv ersto n e1997:10)o 上野千鶴子 によると､ 法人 の ような人為的な集団で はなく 自
然的な集団と思われて きた家族の ような 一 次集団には これま で こ とさらにア イデン テ
ィ テ ィ が問われる ことが無か っ たが､ ｢家族が実体的な自然性を失 っ て ､ 何が しか の人
為的な構成物にな っ て きた+ため､ フ ァ ミリ ー ･ アイデ ンテ ィ テ ィ が閉居とな っ てきた ､
とい うの で ある (上 野 1994:5)｡ 戦後の 不確かな家族にはそれぞれ の家族 の アイデ ン
テ ィテ ィ を構成する ことが特に必要だ っ たと思われる が､ テ レ ビは家族共有的な経験の
創出を通 じてそ の ア イデン テ ィテ ィ の構成を可能に した の で はな い だ ろうか ｡
イ マ - の文化産業論や 日本では 1950年代､ 60年代に当時の大衆社会論と響き合っ て い た大
衆娯楽論などにお いて ､ 資本主義社会にお ける受動的な｢大衆+の娯楽享受にお ける被操作
性や創造性 の欠如が指摘されたo その後､ こ の ような批判に つ い て ､ 個々 の主体の自律性
を過小評価して い るの で はない か ､ 商業的に生産されて い る娯楽､ 大衆文化で あっ ても､
受け手は ､ ある制限された範囲内で 自由な解釈､ 楽しみ方 をする可能性は否定できない の
ではない かとい う主張が展開されたo 現在におい ては ､ ｢資本の操作 ･ 管勢 性+ と言う見方
に はある 一 定の有効性が認 められて い るもの の ､ 消費者は資本 (生産者) によ っ て操作さ
れて い る受動的な娯楽享受者で ある ､ という素朴な議論は見られなくな っ て い る｡ こ こ の
文脈で い えば ､ 創造性 ､ 社会 - の 主体的抵抗とい う観点か ら評価するあまり ､ テ レ ビを家
庭内娯楽と して享受するこ との他 の 可能性に目を閉じて しま っ て いた ように思われ る｡
12)1957年の調査では ､ ｢テ レ ビをとりつ ける前と今と比 べ て ､ 家庭だん らん の 時間が増え
たか ､ 減 っ たか+ という問い に対 して ､ ｢変わらない+ とい う答えが最も多い が ､ 京浜地区
で は ｢増えた+ が 34%なの に対 し､ ｢減っ た+ は7% (京阪神地 区で は 同様 に､ 34%と11%､
名古屋地区で は 3 8%と9%)とな っ て い る (1957年11月 ､ N H 瓦ラジオ ･ テ レビ意向調査 ､
1 5歳以上)｡ また ､ 1974年 の調査で は ､ ｢テ レ ビは ､′家族の話 し合いの 機会を多く したか ､
少なく したか+ とい う問 い に対 して , ｢多く した+ が5 0%に対 し､ ｢少なく した+ は 19%と
な っ て い る (19 74年3月 ､ N H K全国放送意向調査 ､ 15歳以上)a
ll
以上 の議論 から得られ るとこ ろを多少 の発展 を含めて まとめると ､ 戦後の 家庭は ､ マ
イホ ー ム 主義で琴られ る ような労働の自己疎外や外的社会 の圧力 から逃げ込む ｢聖域+
と して期待され る ⊥ 方 で ､ 生産的共 同性を欠 い たた め､ さらに職場 ｡ 学校 ･ 家庭と生活
空間が分節化されたた め家族成員間 の粋がゆるく ､ しか も､ 文化的連続性がな い ため確
か な家庭 の 理想像が措けなか っ た ｡ この ような不確かな家庭には家族と して の アイデ ン
テ ィテ ィ が必要だ っ た ｡ だか らこそ家庭には団襲の場と い う家族共有 の空間が必要 で あ
つ た の で あり ､ そ して テ レ ビがそれ を創 っ たとい えるの で は ない か ｡ 戦後の家族の アイ
デンテ ィテ ィ は ｢幸福な家庭+ の イメ ー ジと密接に結び つ い て い た (これはまた ､ 消費
のイデオ ロ ギ ー と結び つ い て い た) こ とから ､ テ レ ビが もた らす家庭団襲は ｢幸福な家
庭+ を演出する こと で戦後 の家族 を支える とともに ､ 戦後 の 消費資本主義的経済 シ ス テ
ム を支えて い た の で はない だろうか ｡
4 . おわりに 一 葉 薦と展望
以上 ､ 大衆消費社会とテ レ ビとの 関係 を説明するために第1節で措定され た坂説に基
づ い て ､ そ の 主要な論点に関する主張 ､ 論説を考察 ･ 検討 した ｡ そ こ で得られ た重要な
洞察を整理すると ､ まず ､ 戦後の新 しい 核家族家庭に は文化的空白があり ､ 戦後 の経済
シ ス テ ム に編入され消費文化を受け入れる ことで空 白は埋め られて も ､ それ に伴う矛盾
が存在する の で はない か と い う視点が待 られた｡ すなわち ､ 経済シ ス テ ム による管理 か
ら逃れ ようと私 生活 の 充実を図ろうとする と消費を通 じて 経済シ ス テ ム が さらに侵入
してくるの で あっ た｡ 次に､ 家庭内娯楽メ ディア と して の テ レ ビ の登場 によ っ て それ ま
で娯楽の なか っ た家庭に娯楽空間が生 まれ た の で はない か ､ そ して ､ テ レ ビにより創出
された娯楽空間､ 具体的 には家庭団弊 こそが家族共有の 場を創り ､ 家族 の ア イデン テ ィ
テ ィ を構成する こ とによ っ て 消費資本主義 の 矛盾を抱えた不安定な家庭 を支えた の で
はない か とい う視点が得 られた ｡
今後の研究課題と して は ､ 2番目 の視点に基づ い て 具体的な検証作業を行なっ て い く
こ とが重要 ではない かと思われ る｡ テ レ ビが家庭内に創り出 した娯楽空間に つ い て は ､
これがはた して 家庭の 安定化 ､ とりわ け消費単位と して の 家庭 の安定化に関わ っ て い た
の か ､ ある い は どの ように関わ っ て い た の か を見て いくため に､■新 しく形成され た家庭
と い うも の の状況 (家族間関係､ 生活の やりくり等) 及 び ､ 会社主義 一 私生活主義 の 関
俸の中 で人々 が家庭に求めたもの を見据えて ､ 人 々 が家庭内娯楽､ 団襲を どう位置付け
評価 して い た かを具体的に見て い く必要が ある｡ ス ピ ー ゲル にな らっ て ､ 戦前に遡 っ て
追 っ て みる ことも有益で あろうと思われる｡
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最後に､ テ レ ビが形作 っ た娯楽空間の 意味を考えた場合 ､ 第3節 の最後に触れた ｢幸
福な家庭+ の イメ ー ジ ､ ある い は この 時代の要請からい えば ｢幸福な家庭+ の イデオロ
ギ ー と の 関わりを追求する ことも必要で あると思われる ｡ 例えば､ 内田隆三 も分析 して
い るように､ 資本主義シ ス テ ム はこ の 時代には ｢幸福な家庭+ の イデオ ロ ギ ー を用 い て
家庭を消費の 戦略的準拠点と して設定するが ､ やがて家庭を消費の 主体 の座から引きず
り下ろ し､ 個人を消費の 戦略的準拠点と して方向付けて い く ｡ 家庭は境界が唆昧化 しな
がらも､ 膨張した個人をか ろうじて つ なぎとめておく場と化して いくが､ こ の ようなと
き ､ ｢幸福な家庭+ のイデオ ロ ギ ー は ､ 消費の 戦略を離れて必要とされるようになっ た
の セある. この ように ､ 消費のイデオ ロ ギ ー と密接な関わり を持つ ｢幸福な家庭+ の イ
デオロ ギ ー を分析 の視野に加 える ことは, テ レ ビが登場 し普及 して い っ た時代 の娯楽空
間､ 団襲の 意味を消費資本主義の経済シ ス テ ム と関連付けて 考察する上 で重要な視点を
提供 して くれるように思われる｡
く参考文 敵)
Cla 皿 er, J. , 1 9 7, Co nte mpo rav UTbm 7.fLPan JA SbciologyofCoT2S u mPtio n, (- 2001, 橋本
和孝他訳 『都市と消費の社会学』 ミネル ヴァ 書房).
藤竹暁, 1960, ｢視聴者と 『テ レ ビ文化』+『新聞学評冷』1 0:127- 47.
1985a, 『テ レ ビメデ ィア の 社会学』 有斐閣 .
19 85b, ｢ラ ジオ体験か らテ レ ビ体験 -+ 仲村祥･- ･ 中野収編 『大衆の文化』 有
斐閣, 33-70.
端信行, 1986, ｢『家庭』 - 『社会』 系の成立+『日本人の 人生設計』 ドメ ス 出版, 13-28.
, 1987,r共同体か ら共連体 -+栗 田靖之編『日本人の 人間関係』ドメス 出版, 4l-55.
井上宏, 1987, 『テ レ ビの社会学』 世界思想社 .
Ivy, M . , 1993,
=For m a血 ns of MassC ult町 e” , in Go rdo n, A. (ed), Po stw a rJLPa n a THl
l
story,
Berkeley :U miv ersity of CaliforniaPress, 239･5 8.
柏木博, 19S 8, 『ミ ク ロ ユ ー トピア の家族』 筑摩書房.
加藤秀俊, 195 8, ｢テ レ ビジ ョ ン と娯楽+『思想』 岩波書店, 413: 41-52.
経済企画庁, 197 8, 『消費と貯蓄の動向』.
松下圭 一 , 1960, ｢大衆娯楽と今日の 思想状況+『思想』 岩波書店, 431:19- 50.
中野収, 1983, ｢生活空間 のテ レ ビ+ 北村日出夫 ･ 中野収編 『日本の テ レ ビ文化』 有斐閣,
71- 100.
1985, ｢大衆文化 の成立+ 仲村祥 - ･ 中野収編 『大衆の文化』 有斐閣, 卜23.
13
20 00, ｢テ レ ビメ ディ ア の意味論+ 『放送文化』 日本放送出版協会 , 49 : 7-3 8.
N H K放送世論詞李所編 , 19$1, 『家族とテ レ ビ - 茶 の 間の チャ ン ネル権 - 』日本放送 出
版協会 .
小沢雅子 , 1985, 『新 ｢階層消費+ の時代』 日本経済新聞社.
Parher,S･ ,1 999,As se mbledin JLP m :Bectn
'
c al Go oゐ m 2dtheMaki77g OfLheJLPa n eS eCo ns u m e r,
Berkeley : Uhiv ersib, of C alifomiaPress.
佐藤毅, 19 60, r娯楽メデ ィア として のテ レ ビジョ ン+ 『新聞学評論』10 :7 7- 89.
196 0
,
r最近 の 大衆娯楽 ･ 余暇 の研究+『思想』 岩波書店, 431: 11 3-130.
1990
,
｢高度成長 とテ レ ビ文化+ 南博 ･ 社会心理研究所 (蘇)『続昭和文化 :1 94 5
- 1989』 勤葦書房, 145- 79.
Silv e rsto n e, R･ , 199 4, 7Television mlde vewdq,llfe, Lo ndo n :Ro utledge.
199 7,
"Televisio n andev erydaylife
”
, (- 山口誠訳 ｢テ レ ビと日常生活+) 『東京大
学社会情報研究所紀要』 54: 2- 19.
清水蔑太郎, 1958, ｢テ レ ビジ ョ ン 時代+『思想』岩波書店, 4 13: 2- 22.
Spigel, L･ , 19 2, Make Ro o mfo r7ア ー ITelevisio n a ndthe Fa milyIde alin Postw a rAm e n
'
c a
,
Chic ago :Uhiv e rsityof Chic ago Press.
多田道太郎, 197l, 『管理社会の影』 読売新聞社.
滝沢正樹, 1960, rテ レ ビ の受け手+ 南博編 『テ レ ビ時代』 河出書房新社, 115- 54.
内田隆三 , 1993, ｢ソフ トな管理 の変容 一 家庭の生成と臨界点+ 山之内靖他編『岩波講座
社会科学の方法 Ⅷ シス テ ム と生活世界』 岩波書店, 2 02-3 8.
上野千鶴子, 19 4, 『近代家族の成立 と終蔦』 岩波書店.
1996, ｢戦後 日本 の欲望と消費+『現代の世相1 色と欲』 小学館, 6-2 5.
山田昌弘, 1994, 『近代家族 の ゆく え』 新曜社.
山 口誠, 2 001, ｢リン ･ ス ピ ー ゲル 『家庭の理想型と家族 の娯楽』解題+ 吉見俊哉編 『メ デ
ィ ア ･ ス タデ ィ ー ズ』 せりか書房, 2 76-8.
山手茂, 197 rマ イホ ー ム 主義 一 家族論 ･ 家庭論の変遷+ 『ジ ュ リ ス ト』 増刊 ･ 総合特集
｢現代の 家族+, 有斐閣, 13 6- 41.
米山俊直, 1984, ｢家庭の 文化 - 一 博報の もつ 意味と役割+ 石井威望他編 『現代文化の ポテ
ン シ ャ ル』 有斐閣, 10 8 づ6.
14
2｡ 文イヒによる都 市卑生から創造都市論 -
- その 歴 史的 解釈 の 試み -
1 . 間薦 の 改定
現在､ 都市再生 に対する注目が高ま っ てきて い る｡ 都市再生は､ 従来より 日本経済が
成熟化 して いく中で ､ 産業構造の転換に伴 っ て特定の都市や地域にお い て 産業基盤が衰
退 ある い は喪失 した場合の 問題と して 存在 して い たが ､ 現在で は ､ 日本経済の 全体的な
リ ス トラクチ ャ リ ン グに伴う問題と して議論されて い る｡ こ の ような今日 の 都市再生 の
動きは､ 基本的に は経済的動機により説明され るもの で あり ､ 脱工業化 ､ 高度情報化､
グロ ー バ ノt,1ヒ､ 高度消費社会 の進展 などとい う言葉で説明 される社会 の構造的な変動 を
背景と して い ると考えられる｡
同様な都市再生 の動きは ､ 日本より早く脱工業化段階に入 っ た ヨ ー ロ ッ パ やア メリカ
の か つ て の産業都市にお い て既に経験されて い る｡ そ こ で は脱工業化 の波にあらわれる
中で文化や文化産業が経済的に持 つ 意味に対する認識が高まり ､ 消費社会の 進展 に伴い
拡大する芸術､ エ ン タ ー テイ ン メ ン ト､ ツ ー リズ ム な どの文化消費に応 じて ､ 文化 を方
法 ･ 手段とする都市再生が展開され てきた . 日本にお い て も文化は都市活性化 の 一 手段
と して取り上 げられ ､ か つ議論され て きたが ､ ヨ ー ロ ッ パ にお い て は､ 成功､ 失敗を含
めた多様な経験とそれ に伴う検討や議論の 蓄積 から､ 現在で は創造都市と い う概念に発
展する形で論 じられ ､ また経験を続けて い るo
この ような近年 の ､ 文化を手段と した ､ ある い は創造都市と して 概念化され る都市の
経験､ 動態 ､都市再構築 の動きを歴史的に どう解釈 し､ どう位置付けれ ばよ い だろうか ｡
上述 したように､ こ の ような都市再構築の動きは脱工業化や消費社会の進展 と いう社会
的状況に対応す べく現れて きたもの で ある｡ したが っ て ､本稿で は､ ヨ ー ロ ッ パ の経験 ､
議論を手がかりに ､ 都市空間の 産業的編成及び消費空間化とい う観点か らポ ス トフ ォ ー
ディ ズム/ポス トモ ダ ニ ズム とい っ た時代解釈に照ら して ､ 文化による都市再生から創
造都市論 - の 流れ の解読を試みる.
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2. 文 花 による都市 尊皇から創造都 市論 の 展 頗
本節で は､ 実際に行なわれた ヨ ー ロ ッ パ の文化によ る都市再生政策とそ の 経験及 び創
造都市の 主張 l) に つ い て ､ 主と して ビア ン キ ー ニ とパ ー キ ン ソ ン の 『文化政策と都市
再生』(193) に依拠 し つ つ ､ 80年代以降 の英国の 経験を中心に して そ の概要を見 て い
きた い ｡
世界で - 早く近代的 工業化が始ま っ た英国で は ､ 工業の 衰退も早く か ら経験 して い るo
すで に第二時世界大戦前か らス コ ッ トラ ン ドや中北部イ ン グラ ン ドな どで見られ た 19
世紀以来続く産業都市の 衰退 は､ その 後しばらくは戦後復興やそ の後 の好況に支えられ
たも の の ､ 70年代 の オイ ル シ ョ ック を契機 とする フ ォ ー ディ ズム 体制の危機とそれ に
伴 うグ ロ ー バ ル企業の 世界的な生産拠点 の 再編成等 によ っ て ､ さらに深刻化する ｡ 70
年代後半には ､ グラス ゴ ー ､ マ ン チ ェ ス タ ー ､ リバ プ ー ル ､ シ ェ フ イ ー ル ドなどの産業
都市にお い て 高い 失業と階級格差の増大が大きな問題とな るが､ とりわけイ ンナ ー ･ シ
テ ィ に集中して 現れた ｡ 政策的には ､ それま では地域政策的な産業 の維持ある い は産業
立地誘導政策が試み られて きたが ､ サ ッ チ ャ ー 政権登 場以降地域産業政策は後退 し､ 代
わり に ニ ュ ー ライ ト的な民活主義や 中央政府 - の集権化と併せ て都市再生政策が衰退
した産業都市 の経済的再生策と して用 い られるようにな っ た (H 山1 1992)o
都市再生の 手段 と して の文化政策は ､ 当初は経済再生と い う目的とは関係なく､ また
都市政策と して で はなく ､ 国の 政策と して 高級な文化芸術活動を促進 し多く の人たちに
普及させ る こと を目的と して い た ｡ ヨ ー ロ ッ パ にお ける都市 の文化政策 の動きは､ 70
年代以降の 分権化め波に乗 じて広がるとともに ､ 政治的色彩 を帯びるようにな っ た ｡ ま
た ､ こ の 頃､ 文化の 定義が広がり ､ それま で の 高級な文化芸術活動だけで はなく ､ 大衆
文化や周辺文化な ども文化政策の対象とな っ た｡ 1980年代 は､ 多く の ヨ ー ロ ッ パ 諸国
で新保守主義と新自由主義 を掲げる政権が登場 し､ それ に伴 い ､ 自治体 の 支出は文化支
出も含 めて 削減され るようになっ た｡ 自治体における支出削減 - の圧力は ､ 文化支出 の
従来の水準を維持するた めに ､ そ の 目的を次第に経済目的 - と傾けて い っ た｡ 英国の都
市に つ い て 先述 したように ､ 70年代に襲 っ た経済不況とそ の 後の構造的変動は､ 重工
業等 の従来型の 産業基盤を擁 して い る産業都市(英国だ けで はなく他 の 西欧都市にお い
I) 文化に よる都市再生 と創造都市の動きは必ずしも別の 動きでは なく ､ 最近の研究の潮流
が同じ活動 に対 して後者の名前を使うようにな っ ただけで ある とする意見も ある｡､ しか し ､
当然の こ となが ら異なる名称を使うだけの 理由は存在 して い る ｡ 本稿におい て は､ 便宜上
議論を簡単にするため に ､ 80年代から行なわれた都市再生 の ための 文化政策を ｢文化 に よ
る都市再生+､ その経験 にた っ て議論されて い る､ ある い は進め られ ようと して い る動きを
r創造都市論+ または ｢創造都市の 動き/主張+ として分けて扱 っ て い る o すなわち ､ ｢文
化 に よる都市再生+ と ｢創造都市+ はそれぞれ独立 した別個の動き/主張というよりも ､
後者壮前者の うちに含まれ ながら ､ そのうちの 一 部の特質を強訴 したも の と考える こ とが
でき る｡
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て も) に深刻な打撃を与 えたが ､ ニ ュ ー ライ トや民間営利セ クタ ー による文化政策 の経
済的潜在能力 - の 注目柱 ､ 文化政策をこ の ような都市の 状況に対する都市再生の手段と
して用 い る道を開いた の で ある (McGuigan1996:106)o
文化による都市再生は具体的には次の ような考え方及び方法で行なわれた o 一 つ は ､
文化政策によ っ て都市 の経済基盤 を現代化 し多様化させ ることができると考えられた｡
文化施設や活動は都市が提供できる地域の ｢生活 の 質+ を構成 して おり ､ そ の た め激 し
い都市間競争にお い て 可動的な国際資本の獲得に勝 ち得るた めに必要で あると考え ら
れ た｡ 文化施設が整備され ､ 大規模ス ポ ー ツ競技大会やそ の他著名な文化イ ベ ン トが行
なわれ ､ 都市の 国際的なイメ ー ジや魅力を高めるこ とが試み られた｡ もう 一 つ は､ 文化
政策を通 して 直接的に ､ ツ ー リズム ､ ス ポ ー ツ ､ レク リ エ ー シ ョ ン ､ 芸術やメディア の
ような拡大する経済領域に介入する方法で ある. これ は ､ 一 方で増大する文化消費需要
を狙 っ て文化消費の場 を創り出すこ とで あ っ たが ､ 他方で は ､ 文化領域にお ける革新を
通 じて ､ 都市が研究開発 ､ デザイ ン集約産業､ 高度サ ー ビス のセ ンタ ー と して の地位を
獲得する ことを意図 して い た ｡ そ の中で文化産業は ､ とりわ け英国にお い て ､ 80年代
の 半ば以 降都市再生の 手段と して 注目されて きた｡ 例 えば､ か つ て主要な産業で あ っ た
鉄鋼業が崩壊 して以来高い失業率を抱えて い た シ ェ フ イ ー ル ドは､ ポピ ュ ラ ー 音楽産業
を誘引 ･ 育成するために文化産業地区 を設け､ 現在 では英国有数 の音楽制作産業の セ ン
タ ー とする ことに成功 して い る (McGuigan 1996:86)｡ しか しなが ら､ 以上 の ような都
市文化政策の効果に つ い て ､ ビア ン キ ー ニ は ､ そ の 直接的な育と雇用創造の 効果は相対
的に小さく ､ グラス ゴ ー ､ バ ー ミ ンガ ム ､ ブラ ッ ドフ ォ ー ドの ような衰退する製造業の
イメ ー ジを強く刻印されて い た都市にお い て ､ そ の イメ ー ジをメディア ､ デザイ ン ､ フ
ァ ッ シ ョ ン ､ ハ イ ･ テ ク ノ ロ ジ ー などに結び つ けるとい う象徴的な効果にお い て 最大の
貢献を した と論じて い る｡
ビア ン キ ー ニ は ､ 文化による都市再生 の経験から認識された課題に つ いて も次の よう
に触れ て い る｡ 第 一 に ､ 文化による都市再生政策は､ 都市空間上 の 文化消費 の拡大を中
心におき ､ 文化供給の 拡充を図る ことを基本と したため､ 都市中心部や郊外 に住む富裕
層と周辺部 の とりわけイ ンナ ー ･ シテ ィ に住む低所得者層との文化的機会 - の ア クセ ス
にさ らに格差が広が っ た ｡ また ､ 戦略的に都市中心部 を焦点化 したため , イ ンナ ー ･ シ
テ ィ にお い て しば しばジ ェ ン トリ フ ィ ケ ー シ ョ ンが見られた ｡ 第二 に､ 文化的ア トラク
シ ョ ン ､ ツ ー リズム ､ 商業等の 消費志向中心 の 政策と出版 ､ 映画､ T V､ 音楽､ デザイ
ン ､ フ ァ ッ シ ョ ン等 の生産志向政策との 間で しばしば明確なリ ン ケ ー ジが築かれなか っ
た ｡ とりわけ､ 消費志向の政策は ､ 外部の 消費動向とい う都市で は コ ン トロ ー ル できな
い 要因に支配されて い るこ と､ それ により生み出される職が低賃金 ､ パ ー トタイム ､ 非
熟練な どを特徴とする等 ､ その質に問題がある ことを指摘 して おり､ 地域に根付い た創
造的な産業形成の必要性を主張して い る｡ 第三 に､ 消費志向の 政策は公共空間を商業的
ある い は私的な消費空間に変容させ ､ 世界的に類似の ス タイ ル に染めて しまう傾向が見
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られたQ これは ､ 均質的な社会空間を形成 し都市生活 の経験における公共的側面 が多様
性を央うこ とを意味する｡ こ こ から ､ ビア ン キ ー ニ は ､都市再生 にお い て都市の物理的､
経済的側面と公共性や地域民主主義とをリ ン ク させ る必要性 を指摘 して い る｡
こ の ような80 年代より行なわれ てきた文化による都市再生 の経験を踏まえて ､ ヨ ー
ロ ッ パ で は 90 年代に､ 創造都市論 の系譜 の研究が現れ ､ 一 連の提案 ･ 主張 を行なっ て
きたo 個 々 で は主にそ の うちの 一 つ 創造都市研究グル ー プに属する人た ちの議論を紹介
するo ビア ン キ ー ニ は ､ 80年代の都市再生で持ちあが っ た上述 した ような間厚に対す
る形で文化計画と い う総合的ア プ ロ ー チを提唱 し､ 都市の 文化計画にお い て は創造的､
多面的､ 総合的な思考と実践 の様式が重要 であると主張する｡ エ バ - トらは､ 芸術文化
が持 つ 創造的パ ワ ー に着 目して ､ 自由で創造的な文化活動と文化イ ン フ ラ ス トラク チ ュ
ア の 充実した都市こそ が ､ イ ノ ベ ー シ ョ ン を得意とする産業を受容 し､ 解決困難な課題
に対応 した ｢創造的問題解決能力+ を育て るこ とが でき､ そ の連鎖反応が既存 の シ ス テ
ム を変革すると主張する (佐々 木 20 1:39)｡ ラ ン ドリ ー は 『創造的都市』 にお い て ､
より 一 般的に人 の もつ 創造性による問題解決能力の 重要性を主張 し､ 都市 の抱える様 々
な問題解決には都市 の 持 つ 場所的固有性と人々 の持 つ 創造性を引き出 し発挿させる よ
うな知的イ ン フ ラが必要で あると論 じる (kldry2000)｡ 以上 の ように ､ 90年代に入 っ
て ､ それま で の経済的手段七 して の性格が強か っ た文化による都市再生政策に比 べ て ､
創造都市論で は ､ 経済的目的に加えて 総合的な都市の間穎解決 の アプ ロ ー チとして創造
性 の重要性が主張されて い る｡ 創造都市研究グル ー プ とは別 に､ 主 に生産面 に関する研
究が ､ 文化経済学や経済地理学の ア プ ロ ー チ を用い て ､ 都市にお い て い か に文化産業 の
ような創造的産業を形成できるか ､ ある い は､ 文化消費の 拡大を どの ように して 産業形
成にリ ンクさせ る ことが できる か等に焦点を置い て進め られ て い る｡
3 . ポストフォ ー ディズム / ポストモ ダニ ズム の 都 市空間
以上見て きたよ うな文化による都市再 生あるい は創造都市の主張を社会 の 変容の 一
断面と して その 歴史的意味を解釈 しようとするとき ､ 次 の ような主要な2 つ の論点に分
けて考える ことが できるo 第 一 に､ グロ ー バ ル な産業再編制 の中で先進国の都市空間は
どの ように変容 したか｡ 第二 に ､ 文化消費の 拡大に伴 っ て都市が消費空間化 したとい わ
れるが ､ これは具体的に は何を意味するか ｡ まず ､ この ような2 つ の論点に従 っ て 文化
による都市再生 の 試み を経験 した ヨ ー ロ ッ パ先進国の都市の 空間変容に つ いて 考察 を
行ない ､ きらに ､ その 考察に基づ い て文化による都市再生あ るい は創造都市の 主張の構
造的意味を解読 して みた い ｡
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こ こ で 柱 ､ こ の 2 つ の 論点に つ い てポ ス トフ ォ ー ディズ ム 及びポス トモ ダ ニ ズム の議
論を援用 して 考察を進めた い ｡ 都市が人間の 営む社会を地理的なまとまりと して捉えた
もの ､ ある い は ､ 人間の諸活動が空間的に表現されたもの で あるため ､ 都市空間の変容
をもた らす話力 につ い て は交差する様々 な文脈を見 出すこ とができる｡ しか し､ 文化に
よる都市再生や創造都市に関 して重要なこ とは ､ グ ロ ー バ ルな力が経済及び文化 の側面
にお い て どの ように働き ､ さらに それが空間形成に どの ように投影され て い る かを見る
こ とにある｡ その 点にお い て ､ 経済 シ ス テ ム を中心とする議論と して はポス トフ ォ ー デ
ィ ズムが多様な視点を含み つ つ グロ ー ー パ ル な空間編制につ い て の詩論を展開 して い る ｡
また ､ 消費社会ある い は文化的側面 に関して は ､ ポス トモ ダ ニ ズム の議論が文化 の グロ
ー バ ル化 の 視点も含んで 現代 の 都市空間の編制に つ い て有意な解釈 を提供してくれ る
ように思われるo そ こ で ､ 第 一 の 論点に つ い て はポス トフ ォ ー ディ ズ ム ､ 第二 の 論点に
つ い て はポス トモ ダ ニ ズ ム の議論を通 じて都市空間 の変容を考察 した い ｡
くポス トフ ォ ー ディ ズム の都市空間)
ポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム とは､ 戦後 の先進諸国経済を支えた フ ォ ー ディ ズム 体制がオイ
ル シ ョ ック に端を発する 70年代 の経済不況 を契機 に徐々 に移行 して い っ た とされ る資
本主義的経済体制を指す概念で ある｡ ポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム の名の下 に議論が幅広く展
開されて おり ､ コ ンセ ン サス をみた確立された理論にまで は至 っ て い ない
2)
｡ こ こで は ､
主にポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム をグロ ー バ ル な空間編制 に結び つ けて 論 じて い るデ ヴィ ッ
ド ･ ハ ー ヴ ェ イ の議論に基づ い て ､ 考察を行ない た い ｡ ハ ー ヴ ェ イによると､ ポス トフ
ォ - デイ ズ ム は､ フ ォ ー ディ ズ ム の硬直性に対 して柔軟性を特徴とする(H 血v ey1999)o
ハ ー ヴ ェ イ は､ ポス トフ ォ ー ディ ズム の シ ス テ ム を フ レキシプル な蓄積様式 と して概念
化 し次 の ように論じる ｡ すなわち､ 戦後 の先進国にお い て安定的な経済体制と して確立
され たフ ォ ー ディ ズ ム は､ 70年代以降現れた消費需要 の低迷や多様化する消費欲求 ､
そ こから生 じる不安定性や不確実性 ､ 流動性に直面 し､ それ らに対応す べ く, 計画､ 組
織､ 雇用制度､ 調達関係等ほ とん どあらゆる側面にお い て 固定的 ･ 安定的なシ ス テ ム か
ら柔軟な シ ス テ ム - の 移行を余儀なく された ｡ それ はまた ､ 計画性､ 組織性よりも企業
家的創意 ､ 市場性に価値が置かれるようにな っ た ことを意味するo 一 般的には ､ 画 一 的
な大量生産体制か ら多品種少量生産体制 - の シ フ ト しとして 理解され て い るも の で あ
る ｡
ハ ー ヴ ェ イ の 提示する重要な概念の 一 つ に ｢時間 - 空間の圧縮+ がある｡ 時間の圧縮
2) ア ミ ン が整理するとこ ろで は ､ ポ ス トフ ォ ー ディ ズム の 議論は大別 して 3 つ ある｡ レ ギ
ュ ラシ オ ン 理論からの アプ ロ - チ ､ 新シ ュ ン ペ ー タ ー 主義の アプ ロ ー チ及びフ レ キ シブル
な専門化 の アプロ + チで ある (A 血n1 94). ハ ー ヴェ イの フ レキシプル な蓄積の議論は ､
こ のうちの フ レ キ シブル な専門化に近 い主張をして い る｡
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は生産の加速化と消費 の 回転期間 の縮減を指し､ 空間 の圧縮 は輸送技術や コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン技術の進歩により モ ノや情報の 移動 の空間的距離が縮小 した こと を指す 3)｡ 時間
一 空間の圧縮によりク レキ シ ビリテ ィや可動性が高ま っ て きた ことによ っ て ､ 資本は有
利な生産拠点を求めて世界中を駆け巡 るようになり ､ 生産拠点は涜動化する ｡ 先行する
工業的伝統を持た ない地域が フ レキ シプ ル な蓄積 の 拠点と して 再編され ､ フ ォ ー ディ ズ
ム時代に比較的に安定的な生産拠点と して 約束されて い た先進国の 産業都市は , その 産
業基盤が涜動化するようになる ｡ フ ォ ー デ ィ ズ ム時代の 産業上の 国際的なヒ エ ラ ル キカ
ル な空間秩序は崩れ ､ 流動的な資本 をめぐっ て ､ 空間の 圧縮により地 理的差異の小 さく
な っ た空間間の競争は激 しくなる の で ある (HaJ V ey 1999: 19l-226). こ の ように新 し
い 蓄積様式は産業立地上 の フ レキ シ ビリテ ィ をもた ら し､ 先進国の都市は既存 の 生産拠
点の安定性 を失い ､ 激 し い空間的競争にさらされ るこ とになるが､ これ はまた ､ フ ォ ー
ディ ズ ム の ヒ エ ラ ル キ ー 下にお い て 固定化 され て い た空間が自由な創造 に開かれた こ
とをも意味する｡ 都市は､ 涜動的な資本を誘引するた めに､ 空間を新たな形で生産する
ことが求められ るようにな っ たの で はな い か｡ 空間が圧縮され世界中を自由に飛び回 る
資本の力学に沿うように場所は創り変えられ都市 の空間は均質化 して いく が ､ ハ ー ヴ ェ
イ は ､ 後述する ように､ そ こか ら逆にわずかな空間的差異が重要にな っ てきて い ると論
じて い る｡
ハ ー ヴ ェ イ の フ レ キ シプ ル な蓄積様式の諌論とは別 に ､ ピオ ー レ とセ ー ブ ル らは ､ フ
レ キ シプル な専門化と い う概念 で説明 され る専門化 した中小企業ネ ッ トワ ー ク の 地域
的集積が ､ ポス トフ ォ ー ディ ズ ム の世界で そ の経済的な優位性を発挿するようになる と
主張する｡ 大企業傘下 で垂直的に組織された生産体制で はなく ､ 専門的な能力 を持 つ 中
小企業群が自立的 で水平的なネ ッ トワ ー ク を持ち ､ 大企業等 か らの 注文に対 し柔軟に ､
創造的に対応できる関係 を築い て い るた め､ それゆえに ､ 細分化され ､ 気ま ぐれな動き
をする世界的な消費動向に柔軟に対応 できると論じて い る (Amin 1994)｡ ハ ー ヴ ェ イ の
上述 した議論とは異なり ､ こ の詩論で は､ ポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム の 世界にお い て も地域
が資本の フ レ キ シ プル な動きに翻弄あるい は支配され る の で はなく柔軟にか つ 自立的
に対応 しうる可能性を見て い る｡ こ の場合は ､ ハ ー ヴ ェ イ の 議論とは対照的に､ 都市は
そ の空間に他 の都市と明確 に異なる場所の 固有性 ある い は場所の アイ デ ンテ ィ テ ィ を
3) 時間 - 空間の圧縮 の議論は ､ ポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム とポス トモ ダン の連関を説明する上
で も重要で あるo - - ヴ ュ イは ､ 時間 - 空間 の圧縮に両者を媒介させ ､ ポス トフ ォ ー デ ィ
ズム がポス トモ ダン の条件を形成 して い るとする｡ 資本 の 運動は ､ 空間 の絶滅 と回転時間
の縮小を絶えず追及するが ､ こ れは生産体制 として は新 しい組織形態と生産技術を備える
こ とに よ っ て フ レ キ シプ ル な蓄積様式として 実現され るD こ の ような生産 の加速化は ､ そ
れに見合 っ た消費の加速化を伴い ､ 回転期間 の短 い文化消費な どのサ ー ビ ス 消費を増大さ
せ ると説 明する (Har vq 199)｡ 必ずしも消費欲求の多様化や文化消費 - の傾斜を説 明する
十分な回答で ほな いが､ ポス トモ ダン的な消費様式 - の変化を支える物質的な条件を説明
して い ると思われる o
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保持 して い る とい えるの ではない だろうか｡
くポス トモ ダニ ズム の都市空間)
ポ ス トモ ダ ニ ズム 理論は ､ 現代社会の文化変容につ い て理解するた めの重要な視点を
提供 してくれ るが ､ ポ ス トフ ォ ー ディ ズム 以上 に多様で幅広い議論が展開されてお り ､
一 致を見ない 点も多い o 多く の論者に共通するの は ､ ポス トモ ダニ ズム が文化に関する
議論で あり ､ 主に今日 の消費社会に結び つ けて論 じられ て い ることで ある 4)｡ 都市 の文
化的側面に関わ っ てくる の は ､ 次の ような文化の あり方 ､ 位置付けにつ い て の 特徴で あ
る｡ すなわち､ 日 常生活 の審美化､ 高級文化とポ ピ ュ ラ ー 文化などの文化カテ ゴリ ー 間
の垣根 の唆昧化 とポ ピ ュ ラ ー 文化 の全面化､ イメ ー ジの生産 ･ 消費の 日常に占める比重
の増大､ 都市の ス ペ クタク ル化等で ある｡
こ こで 重要なことは､ 日常にお いて ､ 単なるモ ノ の消費で はなく意味を獲得する活動
と して の文化消費が増大 し､ それ に対応 して文化に関わる生産が増大 した こと である｡
消費とは､ 現代で は､ 必要を充たすた めの活動とい う以上 に (意味の 消費) でもある ｡
人はモ ノや情報の 消費を通じて ､ それぞれ に意味を享受/生産 し､ 意味の 世界を構築す
る｡ 文化消費の増大と して 現れて い るポス トモ ダン的な消費社会の高度化は ､ 消費を通
じた意味の世界 の構築がそれまで になく重要になっ てきて い るこ とを意味する｡ そ の た
め ､ 単に文化 の生産が増大 しただけではなく生産物が全体的に文化性を帯びて きて い る
の で ある｡ すなわ ち文化 の商品化が拡大 し (逆に商品 の文化化ともい われる)､ 文化と
産業 ､ ある い は経済との間の 関係がより密接になっ て きた の である｡ 文化消費 は都市に
お い て も行われ るが､ 空間は これまで 以上 に文化消費の対象となる｡ ツ ー リ ズム ､ ミ ュ
ー ジア ム ､ 劇場､ 歴史的建造物 ､ シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ ー ル ､ 都市イ ベ ン ト等の形で空間は
これまで になく マ ス 的な消費の対象と して商品化され ､ 都市の ス ペ ク タク ル化 とい われ
る ような様 々 なイメ ー ジや記 号が飛 び交う視覚的消費 空間が 出現す る よ うにな る
(Feathe rsto n e1991)o これに つ い て は､ ク リス トフ ァ ー ソ ン が指摘するように ､ 本来公
共的な性格を持 つ べ き空間が私的消費の 対象となる ことによ っ て 公共的空間が持 つ は
ずの ､ 都市住民に共有され る べ き場所の固有 の意味､ 都市の ア イデンテ ィティ の根拠が
失われる ことになるの で はない かと見る こともできよう (C hristpherson 194)｡
もう 一 つ 重要な ことは ､ 文化の グロ ー バ ル化で ある ｡ ポ ス トモ ダン の特徴で ある文化
的垣根の 唆昧化と空間 の圧縮による地理的 ･ 空間的障壁の 崩壊は ､ アメリカ などで生産
される支配的なポ ピ ュ ラ ー 文化が地球上 の どの地域にも普及 し､ 受容 ･ 消費され ること
4) 例えば ､ 次の ような発言があるo ｢ポス ト ･ モ ダ ニ ズ ム とは ､ 私見に よれば､ 厳密に文
化的なもので あるo 実際､ それは 一 種の 文化的パ ラダイム なの だ+ (Scott19 7: 6)｡ rポス
トモ ダニ ス トの理論は ､ 審美的なもの の 日常生活 - の浸透と大衆文化 の高級芸術に対する
優位さを祝福して い る+ (H all198 8.I 25)｡
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を可能に した ｡ い まや 国境に関係なく ､ どこ の都市で も ､ そ の 都市 の地理や歴史､ 伝統
に関係なく文化を生産 ､ 表現するこ とが可能にな っ て い るo しか し､ これ は ､ トム リ ン
ソ ン が文化帝国主義と い うテ ー ゼ で論 じて い るように ､ 文化 の商品化と結び つ いて ､ グ
ロ ー バ ル なポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ ー とそれ に伴う コ マ ー シ ャ リ ズム によ る ロ ー カ ル な空
間の 支配 を招く こ とにな っ て しま っ て い る｡ こ の ようなグ ロ ー バ ルな ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ
ャ
ー の 支配 に よ っ て ､ 都市の空間は類似の ス タイ ル に染まり ､ 同 じような記号, イメ -
ジ で埋め尽くされ るこ とになり ､ どの都市にお い て も類似 の 雰囲気と景観を持 つ 空間が
生産され るこ とになる｡
以上 の ようなポ ス ト フ ォ ー ディ ズ ム とポ ス トモ ダ ニ ズ ム の議論か ら導かれ た空間解
釈に基 づ い て 文化 による都市再生と創造都市の 主張に つ い て の解釈 を試み ると､ 次の よ
うになる｡ 文化による都市再生 とは ､ 概略的には ､ ポス トフ ォ ー ディ ズム の展開によ っ
て フ ォ ー ディ ズ ム 体制下 の 比較的安定的な 国際的空間秩序が崩壊 した こ とに伴 っ て 産
業上 の優位性 を喪失 した先進国の都市が ､ フ レキ シプ ル な資本 を求めて 新た に出現 した
空間的競争に身 を置く 中で ､ 文化消費 の重要性の増大とい うポ ス トモ ダン的な文脈に対
応 して行 っ た都市再編制 の試みと捉える ことが できる｡ こ の点 で ､ ハ ー ヴ ェ イ が論じる
ように､ r都市甲変容の プ ロ セ ス は ､ フ レ キ シプ ル な蓄積様式 - 向かう政治経済学的な
動きとポ ス トモ ダ ニ ズ ム - と向か う文化的 一 審美的動きが統合され るキ ー ポイ ン トと
見るこ とが できる+ (H m y1994:364) の である ｡
この都市再編制とは ､ 都市空間の新たな創造で ある｡ ポス トフ ォ ー ディ ズ ム の 文脈に
お い ても､ ポ ス トモ ダニ ズ ム の文脈にお い て も ､ グロ ー バ ル な力が都市の 空間に押 し寄
せ ､ そ のた め場所の 固有性に関わり なく､ 場所の文脈から離れた空間 の自由な創造 (非
一 場所的空間の創造) が可能とな っ た｡ 文化による都市再生 あるい は創造都市とは､ こ
の ような文脈 にお ける空間の 生産の こ とで あるが ､ その 生産の仕方はそれぞれ異なる ｡
消費志向的な都市再生政策は ､ 都市 の 空間をポ ス トモ ダン的な消費空間 - と変容させ る
が､ 場所の 固有性 に対する認識が欠如 して い る場合 は､ 消費文化に忍び込む グロ ー バ ル
な文化 のカに抵抗 できず､ 結果的に他の都市空間と類似 の空間を生産 し､ 都市空間の 非
一 場所化をさらに進 める ことになっ た｡ 都市空間の 消費空間化は+ ま た､ 本来公共的な
空間が私的消費 の対象となる ことで都市空間の 公共的意味づ けが暖昧になり ､ グロ ー バ
ル なそれ ゆえ非 一 場所的な消費文化がそれにと っ て代わ っ た ことを意味する｡ ハ ー ヴ ェ
イ の い うポス トフ ォ ー ディ ズム とポス トモ ダ ニ ズム の文脈 の統合は ､ 文化による都市再
生 が都市の 階級間格差 の 問題に与える影響にお い て は っ きりと現れる ｡ マ ク ギガ ンは ､
｢この
､
ような都市再生は､ 縮小する生産基盤や増大する富や機会の格差､ 多様な形態 の
社会的排除の 問題を解決することなく ､ ポ ス トモ ダ ン的な専門職や管理職層の 興味や趣
向を表現し七い
.
る+∫(McGtLigan1994) 可能性を指輪して い る｡ すなわち､ 消費志向的な
都市再生政策は､ 社会的消費に回す資渡 を奪い 公共的な空間を私的な消費空間に変えた
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ため ､ 消費され る空間で はなく生活するための (場所)に依存する ､ マ イ ノリテ ィや低
賃金 の サ ー ビス 業種 の従事者 - ポ ス トフ ォ ー デ ィ ズ ム 的生産体制によ っ て 大量に生
み 出された人 々 で ある ､ 失業者な どから構成される低所得 の人たちを無視する こと
になっ た の で ある｡
こ の ような問題点を踏ま えて概念化された創造都市とは ､ 一 つ は､ フ レ キ シ プ ル な専
門化と して観察され た地域が も っ て い るような自立的な産業基盤 の欠如 して い る都市
にそ の ような産業形成 を図り文化消費にリ ン クさせ ようとする主張で あ っ たo もう 一 つ
は ､ ポ ス トフ ォ ー ディ ズ ム や ポス トモ ダ ニ ズム の展 開とそ の後 の消費志向的な都市再生
政策によ っ て 生 じた空間の 性質に関わる問題に､ く場所性) と い う空間の 固有性 を重視
した ､ 創造的 ､ 総合的な方法で対処 しようとする主張で あ っ たように思われ る5)｡ こ の
創造都市 - の 動きある い は創造都市論につ い て は､ 次節にお い て ､ 場所性の 概念を中心
に して あらた めて 考察 した い ｡
4. 場 所 の 希 鼻息と創造
佐 々 木によると ､ 創造都市には2 つ の 系譜が ある｡ 一 つ は､ 第2節で取り上 げた ヨ ー
ロ ッ パ の創造都市研究 グル ー プで あり ､ 本稿で 主に対象と して い るも の である o もう 一
つ は ､ ジ ェ ー ン ･ ジ ェ イ コ プズが 『都市と諸国民の富』 にお い て 著 して い る創造都市に
関する所説の 系統を引く 研究で ある｡ ジ ュ イ コ プズ は､ 中部イタリア の人間的規模 の都
市で あるフ ィ レ ンツ ェ や ボ ロ ー ニ ヤ の地域的に集積 した中小企業群に着目し､ そ の ネッ
トワ ー ク型の集積が示す ､ 柔軟性 ､ 効率の よさ､ 適応性の すばら しさを賞賛 し､ そ の 中
に輸入代替によ る自前 の発展 とイ ノ ベ ー シ ョ ン及びイ ン プ ロ ビゼ ー シ ョ ン に基づく修
正自在型経済を見出 して い る｡ そ の 点にお い て フ レ キ シプ ルな専門化とは同系の議論で
あるとい える o 彼女の 所説は､ 『第 二 の 産業分水嶺』 の 著者の 一 人､ セ ー ブ ル の研究に
刺激を受けて い るが ､ こ の 流れは ､ 現在で は第2節で触れた都市にお ける創造的産業の
研究に つ なが っ て い る (佐々 木 2003)0
2 つ の議論に共通する の は ､ 都市の 持つ 創造的な力とそ の ロ ー カリテ イ (場所性) と
の 関わりに対する注目で ある ｡ こ れは､ 資本主義の グロ ー バ ル な力に対する地域の持 つ
自立的な抵抗力の 可能睦の 主張で あり､ これこそが創造都市の 要諦で はない か と思われ
5)80年代に見られた消費志向的な文化に よる都市再生政策がすべ て その都市が持 つ 場所性
を無視 したもの で あっ たという こ とでは ない ｡ む しろ､ 次節にある ように ､屠所の 固有性を
売り物 にして消費空間化を進 めて い っ た都市が多い ｡ こ こで は ､ 創造都市の 主張との対比
の ため に ､
■場所性 を軽視 したような政策に焦点をあて て い る｡
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る｡ 資本主義の グロ ー バ ル な力は ､ そ の利潤拡大を目指 して ､ 地域 の 意思を無視 し世界
的な産業地理 の 編制を行なおうとする､ あるい は､ 文化商品 を通 じて 空間を超 えて文化
的影響力を行使するが ､ 創造都市とは ､ そ の ような力に無抵抗に従う の で はなく ､ そ の
力 と向き合 い つ つ 地域が自ら の意思と創造的な能力によ っ て 自立的に行動 し､ 解決を見
出そうとする読み で あると思われ る｡ こ の創造都市の キ ー 概念をなす創造性 (都市 の創
造性) と湯所性は ､ 都市とい う文脈にお い て は密接に結び つ い て い る｡
80年代か ら続く文化 による都市再生政策にお ける注目す べ き点は ､ 文化政策を通 じ
て都市の イメ ー ジを再構築 し､ これ を通じて 空間的競争とい う文脈 にお ける自らの 位置
をリポジ シ ョ ニ ン グする こ とで あっ た ｡ ビア ン キ ー ニ によれば､ 注目され る文化プ ロ ジ
ェ ク トは ､ グラ ス ゴ ー ､ シ ェ フ イ ー ル ド､ ビ ル バ オ の ような衰退が進ん で い る都市にお
い て は ､ 再生 ､ 再構築された自倍やダイナ ミズ ム の 象徴と して ､ モ ン ペ リ エ ､ グル ノ ー
ブ ル ､ ハ ン ブ ル グの ような フ ァ ッ シ ョ ン ､ 工芸 ､ デザイ ン志向産業や文化的要因をイ ン
プ ッ トとする ハ イ テ ク産業 を発展させようとする都市にお い て は､ 現代性 とイ ノ ベ ー シ
ョ ン の 象徴と して機能 したの である(Bian chini 1993:15-16)｡ そ の ため に､ 各都市では ､
各種の 文化イ ベ ン ト､ 文化施設 の建築､ 文化資産の 発掘､ 場所 の マ ー ケテ イ ン グ等が行
なわれ ､ 都市の新 しい イメ ー ジを生 産して い っ た の で ある｡
ボ ー ドリヤ ー ル によれば ､ 現代 の資本主義社会にお い て は ､ 大量の記号やイ メ ー ジが
飛び交い ､ 物質的な現実世界 の感覚を唆昧にするような多様な疑似現実が構成され ､ 人
はそうした疑似現実と の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン経験の渦中を漂 っ て い るの で ある｡ 記号やイ
メ ー ジの 生産を通 じて ､ 空間の 区別なく ､ 類似 の疑似現実が構成できる ことになるo フ
ェ ザ ー ス ト ー ン は､ ボ ー ドリヤ ー ル の議論を都市の 文化 の 文脈に翻訳 させて ､ 強い 蓉所
の感覚と集合的ア イデ ン テ ィテ ィ を持 っ て いた都市は､ 非 一 場所的空間となり ､ そ こ で
は ､ 文化に対す る伝綻的感覚が脱文脈化され ､ 疑似化され , 新 しく 再生産され ､ た えず
更新やス タイ ル の 変更を受けるようになると論じて い る (Feathersto ne1991:99)o ハ ー
ヴ ェ イも ､ 現代 の 資本主義 で はイ メ ー ジ の 生産と消費が支配的な役割を演じてお り ､
様々 なメディ ア を通 じて 空間的障壁が崩壊 した社会で は ､ 様 々 な場所と空間の イメ ー ジ
が生産され消費され ると論 じて い る｡ しか し､ ハ ー ヴ ェ イ は ､ 空間的障壁 の崩壊は空間
の重要性 の低下を意味せず ､ む しろ､ ｢空間的障壁 を減 らすこ とは ､ わずかな空間的差
異をも効果的に搾取する権力を資本家たちに与 えるもの で あるため に､ - 空間が持 っ
て い る ごくわずかな差異が しだい に ､ より重要な意味を持 っ ようになる+(H肝 Vey1999:
378) と論 じて い る｡ ア - リ
■
も､ 同様に ｢グロ ー バ ル化 の影響は､ しばしばロ ー タル な
示差性 を増加させ る+ と論 じて い る (Ur ry2003:252)｡ 空間的競争は, こ の わずか な空
間的差異をめぐっ て 展開されるこ とになる｡ 例えば､ 同 じように産業化 したイ ン グラ ン
ド中北部の マ ンチ ェ ス タ ー とリ バ プ ー ル にお い て ､ マ ンチ ェ ス タ ー が持ち ､ リ バ プ ー ル
が持たない 文化資産上 の微小 な差異が資本や文化 の消費者 をひ き つ けるうえで 重要な
意味を持?の で ある｡ こ の ように ､ 都市文化政策にお ける番所の イメ ー ジ の創造は､ ハ
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- ヴ ェ イの 言葉を借りると､ ｢空間が しだ い に抽象化され る冬だ中で ､ 場所の 質が重要
なもの と して 立ち現れ+､ 特別 な質を持 っ た場所の 生産をめ ぐっ て 空間的競争が行なわ
れ ､ その文脈にお い て ｢諸都市が他の も の と異なるイ メ ー ジを創りだ し､ さらに資本と
適切な人 々 を引き つ けるこ とができる場所と伝統の 雰囲気を醸成 しようとせ めぎあ っ
て い る状況+ (払 Ⅳ ey1999:380) と解釈することができる.
しか し､ それ だけでは ､ 場所性が可動的資本と文化の 消費者を求めて 空間的競争を戦
うため の道具となるだ けで ､ 蔀市はポス トフ ォ ー ディ ズ ム やポス トモ ダン的な文脈にお
い て 資本主義 の力に翻弄されるとこ ろとなり ､ その力 に能動的に渡り合 っ て い こうとす
る創造都市 の動きを説明 できない ｡ すなわち､ 都市 の持 っ 自立性､ 能動性を支 えるよう
な場所性で なけれ ばな らない ｡ そ の意味で ､ 創造都市の場所性 は､ 場所のア イデン テ ィ
テ ィ に結び つ いたも の にならなけれ ばならない の で はない か｡ それ は､ 流動化する社会､
空間的障壁と文化的障壁 の 崩壊によ っ て 同質化する空間の中にあ っ て ､ 都市が自らを個
別化 し独自の場所として確定するこ とを意味する｡ そ の ような自己確定があっ て 始めて ､
都市は ､ 自らをある特定 の行動 - と動機付けて いく ことが できる の で はない かo 例えば､
フ レ キシ プル な専門化 の 典型例に挙げられる第三 のイ タリア で は､ ボロ ー ニ ヤ に住んで
い る ､ フ ィ レ ン ツ ェ に住んで い るとい う意識がそ の 自立と連帯を支えて い ると い う｡ 都
市 の (場所の) アイデ ンテ ィ テ ィ は､ フ ォ ー ディ ズム の時代には国際的な空間秩序と伝
統的な力に よ っ て配当されたもの で あ っ たが , フ ォ ー ディ ズ ム の解体と時間 一 空間 の圧
縮 の経験により空間が非 一 壕所化され ､ その アイデ ン ティ テ ィ も希薄化 した｡ そ して ､
現在 フ レ キシ プル な資本に翻弄され るポス トフ ォ ー ディ ズム の流動的な世界地理 の 状
況 にお い て あらた めて ､ しかも戦略的に ､ 求められ るようにな っ た の で ある｡ ラ ン ドリ
ー や大久保は､ 都市の (場所の) アイデ ンテ ィテ ィ は文化的伝統や文化遺産の持 つ 歴史
や過去 の記憶を呼び覚ますカに依拠するだけで はなく ､ 現代 の文脈に応じて新 しい様式
や意味を付け加え､ 活性化する必要があると指摘する｡ 現代の 文化や生活､ そ して マイ
ノ リテ ィ なども含む多様な人々 の意識を反映し , 変化 を包摂するもの で なければならな
い と い うことで ある｡ 創造都市で あるた めに は､ 都市 の(場所の)アイデ ンテ ィ テ ィ は､
｢都市を 一 つ の 鋳型に押 し込む ことで はなく ､ 都市発展 - の跳躍台とするための ソ フ ト
な装置で なけれ ばならない+ (大久保 202) の で ある｡ 都市のイメ ー ジ戦略は､ この
点にお い て ､ 都市が積極的に自らのイメ ー ジを新たに構築 し自ら のア イデン テ ィテ ィ を
確立 しようとする読み で あっ たと いうこ とができるかも しれない ｡ 創造都市は ､ こ の よ
うな都市の (場所の) アイデ ンテ ィテ ィ に基づ い て は じめて ､ 創造都市とい われるよう
な創造性が発挿できる の であ ろうと思 われる｡
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5. おわりに - まとめと今後 の 錬魔
本稿で は ､ 文化による都市再 生と創造都市の動きに つ い て ､ 現代の 都市空間がそれ を
取り巻く諸力によ っ て どの ように編制されて い るか､ そ して それ に対 して 政策的に どの
ように対応 し都市の再構築を行 っ たかを ､ ポス トフ ォ ー ディ ズ ム /ポ ス トモ ダ ニ ズ ム の
2 つ の議論に依拠 しなが ら見てきた｡ そ して ､ 議論が展開する中で都市空間の場所性が
議論 の焦点とな っ た ｡ すなわち､ 現代 の都市にお い て は ､ 国境を超 えて 空間の産業的編
制を司 るフ レ キ シ プ ル な 資本と消費空間を通じて 現れ る支配 的文化と い うグ ロ ー バ ル
な 2 つ の力の作用 によ っ て都市空間はすで に非 - 場所化されて い るの で あるが ､ 80年
代か ら進め られて きた 文化に よる都市再生はグ ロ ー バ ル な力によ る空間編成に対応 し
て 起こ された活動だ っ ただ けに ､ その試みの 中には空間の 非 一 場所化 をさ らに進める方
向に作用するものが あ っ た ｡ それに対 して ､創造都市論ある い はそ の試みは ､ 一 つ には ､
そ の場所性を放り戻 し､ 場所性に密接に関わる都市 の もつ 創造性 によ っ て ､ 都市再生 を
進め ､ 都市 に関わ る間額 を解決する ことを狙 っ たも の で あると い うこ とがで きる｡
文化によ る都市再生 と創造都市論が身を置い て い る主要な文脈と して考 えられ るポ
ス トフ ォ ー ディ ズ ム もポ ス トモ ダニ ズム も市場主義と強い 関わり がある点で 共通 して
い る｡ 文化によ る都市再生 は､ そもそも薪自由主義的な思想を 一 つ の 背景と して行なわ
れたも の で もあり､ 市場主義的傾向を強くも っ て い た と論 じられて い る｡ そ の点にお い
て ､ 創造都市論と は､ こ の 市場主義的政策 の結果生 じた問題に対する形 で提案された も
の であると考え ることが できる の で はない か ｡ 創造都市論は ､ 既に触れ たように､ ヨ ー
ロ ッ パ の創造都市研究グ ル ー プ と都市にお ける創造的産業の研究とい う 2 つ の流れが
ある ｡ 前者 にお い て は ､ 経済的な成果をもた らす創造的能力 だけでなく ､ 文化 によ る都
市再生 の経験か ら認識さ れた階級間格差や公共 空間の あり方等の社会的問題 に対応す
るた めの創造性や総合性 の必 要性を主張すると い う点に都市計画的な発想 を見 るこ と
が できる｡ それ に対 して ､ 後者 は産業的観点か ら見た創造性に議論が しぼられて い る ｡
こ の よ うな違い は市場 の 力をど の ように見るかに つ い て の 差異か ら来て い るの で はな
い か｡ その 一 方で ､ 前者 の 考え方にお い て もア ン トレ プ レ ナ ー シ ッ プ は都市の創造性に
と っ て 重要なフ ァ ク タ ー と して位置付けられ て い る｡ 今後､ 創造都市の 中心的な論点で
ある創造性が意味すると こ ろを検討するにあた っ て は､ 創造性の議論と市場主義 のイデ
オ ロ ギ ー と の 関わり方を考察する必要があるの ではない だ ろうか｡
26
く参考文敵)
Amin
,
A･
,
1 994
,
Post-Fordis m :Models, Fantasies and Phanto m s of Tra nsitio n,in Am in, A. (ed.) ,
Po st-FoTldis m :ARe ader
,
Oxford:Basil Bla ckw ell.
Baudrillard
,
J.
,
19 8l, Sim ula c re s etsim ulatio n
,
Paris :G alilee(- 19 84､ 竹原あき子訳 『シ ミ ュ ラ
ク ー ル とシ ミ ュ レ ー シ ョ ン』､ 法政大学出版局) .
Bian chini
,
F･ and Parkin so n
,
M ･
,
19 3
,
Cultu r alPoli伊 m 2d Urba nRegen eratio n, M an chester:
M an chesterUniv ersityPress.
Bian chimi, F, 1993,
'
Re n aking Eur opan cides:the role of cultt汀alpolicies
'in Bian chini
,
F. and
Parkinso n
,
M･
,
Ctltu ralPolicy and Urban Rege n er adon, M an chester:M an chesterUhiv ersity
Press.
,
1 993
,
'
C ulture, c o nflict andcities:iss u es andpro spectsforthe1990s
'inBian chimi
,
F. and
Parkins o n
,
M
･ ,
Cultu ralPolicy LmdUrba nRege n e Tatio n‥ M an chester: M anchesterUhiv ersity
Press.
C hristphers o n, S･ , 19 94,
`The Fortress City:Priv atiz ed Spa ce s, Co n sn m erCitiz e nship
'
,
in Anin
,
A
.
(ed.) , Po st- Fo ndi
'
s m :A Re aLkr
, oxford:BasilBla ckw ell.
Ebert
,
a , Gr and, F･ and Kt m z m an n, a, 19 94, 乃 eImpo rta n c e of
"Cultu ral ZnPastr u ctm
”
a nd
"
CuZtu ralActiv7
-
tie s
”
fo rthe
"Cn ativ eCiO,
”
,
London:Co m edia.
Fe athersto n e
,
M ･ ,19 I, Co n s u m e r cultu re a ndpo shn o滋 mis7H,Londo n:Sage.
後藤和子 ､ 20 03､ 『ヨ ー ロ ッ パ にお ける勧進的都市の試み - フ ィ ン ラン ドとオ ラ ンダの事
例か ら - 』､ 2 003年文化経済学会大会発表資料.
H all
,
P･
,
1992
,
Urbm 7 a ndRegio H alPla n ning, Lo ndo n:Rotltedge.
Hall
,
S.
,
1988
,
'Bra v eNe w Wo rld'
,
Marxis mTodqy, Octobe r,24-9.
Harv ey, D. ,19 89, m eCo nditio n ofPo st- m o滋1n
'
0,Lo ndo n:Blackw ell Publisher(- 19 99､ 青原直
樹監訳 『ポ ス トモ ダニ テ ィ の条件』､ 青木書店) .
,
199 1
,
`
Fle xibility:Thre atorOpportunity?
'
,
SocialistRe vie w
,
21(1) 65-77.
,
1994
,
`Flexible Ac c u m tllaio nthro ughUrbaniz atio n:Reflectio n s on'Post･Modemis m'in
the Americ anCibT,in Am in, A. (ed.) , Po st-Fo Tdis m :A Re aEkr, Oxford:BasilBlackw ell.
Landry, Ch.,2 001, me Cre ativ eCiO,IA 7To olkitfo rUrba nIn n o v atio7, Lo ndon :Co m edia.
La sh
,
S.
,
I997
,
So ciologyofPo sbn o滋 mis m,Lo ndon:Routledge.
McGuig an,J･ , 1996, Cultu re a nd mePublicSpheTt7,Lo ndo n: Ro utledge･
大久保昌 一 ､ 2 002､ 『都市論 の脱構築』､ 学芸出版社.
佐々 木雅章､ 1997､ 『創造都市の経済学』､ 勤草書房.
,
2 001､ 『創造都市 - の 挑戦』､ 岩波書店.
- - -
,
2003､ 『創造都市 一 新たな都市再生 の活路を求めて』､ 世界7月 号 ､ 岩波書店.
27
To nlin s o n
,
J･
,
199 l
,
CuZtu TalLm p rialis m : a c ritic al intT D血 ctio n, Lo ndo n:Pinter(- 19 93､ 片 岡
信訳 『文化帝国主義』､ 青土社) .
Urry,J･ ,1995, Co n sz mi72g
■pla ces,Lo ndo n:Ro utledge (- 2 003､ 吉原直樹 ･ 大帝善信監訳 『場所
を消費する』､ 法政大学出版局) .
28
3. 異化による都市寮 生
- 英 国 の 経験を参考とLて -
第1章 一研究の 概婁
1. 研 究の 菅寮及び目時
現在 ､ 中心市街地の活性化 を含めて都市再生が大きなテ ー マ にな っ て い る｡ その中に
は ､ 日本経済 の根幹に関わるもの もあれば ､ 産業構造の変動により説明され る地方都市
の構造的衰退 に対する再生を目的としたも の もある｡ こ の ような都市の再生 を推進する
ためには､ 日本にお い て も他 の先進国と同様に ､ 文化を前面 に出して いくこ とが 一 つ の
重要な方法になると考えられ る｡ しか し､ 文化施設 の整備に代表され る日本の これまで
の政策は､ 文化政策と都市再生 との 関係が十分に検討されて こな か っ た こ とも あり ､ そ
の都市再生 - の貢献が目に見 えるような姿で は現れてい ない ｡ それに対 して , ヨ ー ロ ッ
パ で は､ 20 世紀後半に展開 した脱 工業化によ っ て 衰退 したか つ て の 産業都市を再生さ
せ るた め､ 1980年代以降試行錯誤 を重ねながら文化による都市再生策が試み られ ､ 一
定の 成果を上げてきた ｡ 現在 ､ ヨ ー ロ ッ パ で は､ EU 統合市場の 出現に伴い都市間競争
が激化 して おり ､ そ の点でも文化を前面 に押 し立て て都市の魅力を増進させる ことが重
要とな っ て い る. この ような経験の 中か ら生み出されて きた文化政策の 経験を学び取 る
ことは ､ 日本 の地方都市の 再生に大い に貢献するも の と考えられ る｡
以上の ような視点か ら､ 日本の地方都市の 再生に貢献する ことを目的と して ､ 文化政
策 (イメ ー ジ戦略､ 文化ツ ー リ ズム 政策､ 文化イ ベ ン トの振興､ 文化施設整備､ 芸術家
の誘致 ･ 支援等) や文化産業政策 (メディ ア の コ ンテ ン ツ産業等の誘致 ･ 育成等) によ
つ て い か に都市再生を実現するこ とがで きるか を､ ヨ ー ロ ッ パ の中でも産業都市の激 し
い衰退を経験 して い る英国を取り上古ヂ調査 ･ 研究を行なうo
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2. 研 究方 法
文化による都市再生 に関する ､ 英国にお ける経験の 歴史的経緯､ そ の考え かた及び方
法､ 英国の 事例 の 内容 に つ い て の 分析を文献資料に基づ い て行なう｡
3. 本 報告曹 の 構成
本報告書第2章以下 の構成及びそ の 内容 に つ い て 次の ように示す ｡
第2車 文化 の も つ 経済的意味
なぜ都市再生にお い て文化が必要 とされ るの かに つ い て の 理解 を深 めるために ､
その 一 般的な背景と して現代経済にお ける文化 の持 つ 意味に つ い て 考察する｡
第3草 ｢文化に よる都市再生+ の経験
1. 英国にお ける ｢文化 による都市再生+ の 出現と展開
英国にお い て ､ 文化による都市再生 が どの よ うな コ ン テ ク ス トの もとで生 じたか ､
文化政策が い か に して都市再生に結び付けられるように なっ た か を見る｡
2. ｢文化に よる都市再生+ の 方法と考え方
文化 による都市再生 に つ い て ､ 実際的な方法とその 考え方 ､ 概念等を検討する ｡
3. 英国の 事例 の 分析
前節 の方法 ･ 考え方に基 づ い て ､ 文化消費都市 - の 脱皮を中心 に した文化による
都市再生 の 一 般的事例と文化産業の誘導/育成に焦点を当 て た都市再 生の 事例 を
分析する｡
第4革 まと めと今後の 課題
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第3章の事例分析の結果をまとめ､ 文化による都市再生 が成功するため の条件を
整理 し､ 今後 の課題を提示する とともに ､ 英国の経験の 日本 - の 適用性に つ いて 簡
単に考察する ｡
第2章 文 化 のもっ 経済的意味
こ こで は ､ なぜ都市再生にお い て文化が必要とされ るか に つ い て理解を深め るために､
そ の 一 般的な背景と して現代経済における文化の持 つ 意味に つ い て 考えてみた い o
1 . 文 化 の 定義
まず､ 最初に ､ 混乱を避 けるため本研究における文化 の定義を明確に したい ｡
文化と い う言葉は現代の社会にお い て色々 な場面 にお い て 幅広く使われ てお り､ 多様
な定義を持 っ て い る o 英国の文化研究者 R ウィリ ア ム ズによ ると､ 文化とい う用語 に
は 3 つ の現代的な使用方法がある ｡ すなわち､ a) 知性的 ､ 精神的 ､ 美的なもの が発展
する 一 般的過程を指す用法 ､ b) ある固有の 生活様式 を指す用法､ c) 知的なもの ､ 特
に芸術的な活動の 実践や作品を指す用法で ある｡ b は ､ 主 に文化人類学や社会学で使わ
れ る用法であり ､ a と c は､ 日常 一 般的に使われ る用法で ある ｡ 本研究にお い て は ､ ｢文
化 による都市再生+ ある い は ｢文化政策+ とい う場合 ､ 文化と い う材料を手段 と して 見
て い る ことになり ､ こ の場合は c の意味にお い て文化と い う言葉を使用 して い るこ とに
なる ｡ また ､ ｢文化的+､ ｢文化性+ とい うような使 い方 をした場合には､ 文化は a の 意
味で用 い られ て い る｡
2. 文 化 のもっ 巌済的意味.
文化が都市再生 の 手段とな っ て い る ことを理解するためには ､ 現代社会にお ける文化
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の 持つ 意味に つ い て 考えなけれ ばならない ｡
現在 ､ 文化 の 重要性に対する認識が経済 の領域にお い て高ま っ て きて い ると い われて
い る｡ 一 般的に ､ 70年代後半､ 日本社会にお い て ｢モ ノ か ら心 - の シ フ ト+ が起 こ っ
たとい われ ､ 国民意識調査にお い て ｢モ ノ+ より ｢精神的なも の+ を重要だとする人が
上 回るようになっ て きた ことに確認されて い る ｡ 消費論的分析にお い て は ､ この 頃消費
の個性化､ 感性化な ど､ (私) の 追及 の深化が論 じられ ､ 消費にお ける (意味)の側 面
が注目され るようにな っ て い る｡ 消費 には､ 必要を充たすとい う物質的な側面だけで は
なく､ モ ノ の 消費 を通 じて意味を獲得すると い う文化的側面を伴うが ､ 現代で は ､ こ の
側面の 重要性が高まらてきて い るの で ある o この ような文化的消費 の増大 臥 端的には
メディ ア を中心 とする文化商品 の増大と して現れ て い るが ､ それ に限らず生産物やサ ー
ビ ス が全体的に数 々 の シ ン ボ ル を身にまと い ､ 美的要素 をはらむ など文化性を帯び て き
て い るの であ る｡ 自分たちの 日常生活を見まわ して みれば ､ 身 の 回り の 消費財は ､ 文化
の消費またはそ の ための 道具で ある ことがわかる｡ ビデオや CD な どの コ ン テ ン ツ が文
化 の消費財 で ある の は もちろん､ テ レ ビやス テ レオ ､ パ ソ コ ンな どの機器類も文化消費
の ための道具な の で あ るo さらに､ 自家用車は多く の場合 レジ ャ ー と い う文化消費 の道
具で ある し､ 家具やイ ンテ リ ア ､ さらには外食なども文化性 を無視して純然た る機能性
を追及 して い るもの は少ない ｡ ツ ー リ ズム や レ ジャ ー 消費 も増大 して い る｡ また､ デザ
イ ンや 広告によ るイ メ ー ジは､ 商品の売れ行き の成否を左右する重要な要素にな っ て い
る｡
以上 が ､ 消費面に つ い て の理解 で あるならば､ もう 一 つ ､ 生産面に つ い て も考察 しな
けれ ばならない ｡ 先進 国経済では ､ 一 般に脱工業化の 動きが 1970年代以降支配的で あ
る｡ こ の現象には ､ 製造業の 生産過程が先進国か ら主に人件費の面で競争力に勝る発展
途上国に移転 した こ とだけではなく､ 福祉や医療､ 教育な どの サ ー ビス や先に 見た よう
な経済内容の文化化に対応 した サ ー ビス や財の 生産が拡大 してき
.
た こ とも含 まれ て い
る｡ この 中で注 目す べ きは､ 文化産業 の プ レゼ ン ス の増大 で ある｡ 文化産業は拡大する
文化消費の対象とな る文化商品あるい はサ ー ビス を生 産/ 提供するだけで はなく ､ デザ
イ ン等による シ ンボ ル 性や美的価値 の 付与 ､ イメ ー ジの創造と い う形で文化商品以外 の
商品の 生産過程ある い は販売過程におい て も大きな役割を果た して い る の で ある｡ こ の
文化産業に つ い て は ､ あらためて 第3 章2節にお い て検討 した い ｡
以上の ように現代の 経済にお いて は ､ 文化的要素は不可欠なも の とな っ て おり ､ また ､
その役割は増大 して い るの で ある｡
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第3尊 ｢文化による都 市希 生+の 経験
1. 英 国 におけるr文 化による都 市畢 生+の 出 現と展開
こ こで は､ 英国にお い て文化による都市再生が どの ような コ ン テク ス トの もとで生 じ
たか ､ すなわち､ 文化政策が い かに して都市再生に結び付けられるようにな っ たか を見
て
L
いきたい ｡
(1) 戦後英国産業都市の脱エ 寮牝と都市再生
英国における文化による都市再生は､ 基本的には英国経済の脱工業化に伴 っ て従来型
の 産業に依存して い た都市が経済的に衰退 した ことを契機 にして ､ 都市の物理的荒廃 ､
雇用問題を中心とする経済的問題 ､ 貧困の 一 部地区や階層 ･ エ ス ニ シ ティ - の集中やそ
れ に伴う社会的格差の 顕在化などの社会的問題が当該産業都市あるい は都市内の特定
の 地区にお い て現象化した こ とに対する対応策と して行なわれてきたもの である｡
▲
世界で - 早く産業革命 の 狼煙が上 がり近代的工業化が始ま っ た英国で は､ 工業の衰退
も早くか ら経験 して い る｡ 19世紀に ｢世界の 工場+ として 先進的地位を享受 して い た
英国経済は ､ 19世紀末以降後発の ア メリカや ドイ ツな どに追い 上げられ次第にその 世
界経済における地位を低下させて い っ た ｡ すでに第二次世界大戦前からス コ ッ トラ ン ド
や中北部イ ン グラ ン ド, ウ ェ ー ルズなどの か つ て の英国工業の ハ ー トラ ン ドで見られた
産業都市の衰退 は､ 大戦後 しばらく 60年代までは戦後復興やそ の後の 世界経済の好況
に支え られ て持ち直すもの の ､ 70年代の オイ ル シ ョ ック を契機とする敬後フ ォ ー ディ
ズ ム体制の 危機 とそれ に伴うグロ ー バ ル 企業 の世界的な生産拠点の再編成等によ っ て
さらに深刻化する｡ 70年代後半には､ グラス ゴ ー ､ マ ンチ ェ ス タ ー ､ バ ー ミ ン ガム ､
シ ェ フ イ ー ル ドなどの 19世紀か ら20世紀初頭にかけて の英国経済を支えた繊維産業や
重工業を主な雇用者とする産業都市にお い て 高い失業率と貧困の増大､ それに伴う階級
間格差の増大等が大きな社会問題 となる｡ これ らの 社会的問題 はとりわけイ ンナ ー ･ シ
テ ィ に集中 して 現れ た｡ こ の ような都市のイ ンナ ー ･ シテ ィ で は､ 社会的弱者 ､ 失業者
に移民も加わ っ て ､ 公 営住宅を中心 に貧困が集中し､ そ の 物理的環境は荒廃 し犯罪が多
発するようにな っ た｡ 他方で都市からの人 口 の流出､ とりわけ中間層や富裕層の 涜出が
激 しく ､ 都市中心部の衰退 が見られるようになっ た ｡
以上 の ような英国の脱工業化の経験に つ い て ､ 脱工業化は経済産業が成熟化する過程
にお い て見られる製造業か らサ ー ビス 産業 - の 必然的なシ フ トで ある , ある い は世界経
済の 変動に伴う英国経済の世界経済にお ける地位の 変化が主な理由で ある等 の多様な
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説明が可能で ある｡ しか し､ こ こ で重要なこ とは ､ 英国はサ ー ビ ス 産業が台頭 して く る
時代 (1950 年代後半) に 工業 の雇用が全産業 の約 50%に達 し､ 農業の雇用が既 に 5%
しかなか っ たため ､ 拡大す るサ ー ビス 産業 の雇用 がほ とん ど工業労働か ら吸収される こ
とになっ た こと である ｡ すなわち､ 英国にお いて は脱工業化が他国に例を見ない ほ ど激
しい規模で経験され た の で あり 1)､ しか も 70年代後半か ら 80年代に か けて の 時期に ､
経済体制の フ ォ ー ディ ズ ム からポス トフ ォ ー ディ ズ ム - の 変容が加わ っ て ､ 英国経済 に
甚大な影響を与 える こと になっ た の で ある｡
こ の経済構造 の変動は次の ように解釈される ｡ フ ォ ー ディ ズム か らポ ス トフ ォ ー ディ
ズム - の構造変動は ､ 主 に資本 の流動性 の増大によ っ て 引き起 こされたと考えられ て い
る｡ 輸送技術や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術 の進歩により モ ノや情報 の移動の 空間的距離が
縮小 し､ フ レ キ シ ビリ テ ィ や可動性が高ま っ てきた ことに よ っ て ､ 資本は有利な生産拠
点を求めて 世界中を駆 け巡 る ようになり生産拠点が涜勧化す るようになっ た ｡ また ､ 全
体的に､ 技術的な進歩は ､ 非熟練あるい は半熟練的生産工程 をそれ まで 近代的な工業 の
蓄積の乏 しい ア ジアや ラテ ン ･ ア メ リカ地域 - 移転するこ と を可能に した｡ フ ォ ー ディ
ズム時代 の産業上の 国際的に ヒ エ ラ ル キカ ルな空間秩序は崩れ ､ フ ォ ー ディ ズ ム 時代に
比較的に安定的な生産拠点と して約束されて い た先進国の 産業都市はそ の 安定性 を失
い
､ 流動的な資本 をめ ぐっ て激 しい都市間競争にさらされ るようにな っ た の であ る｡ 英
国の諸都市も当然 こ の都市間競争 - の参加 を余儀なくされ る ことになるが ､ 当時進行 し
て い た都市自治体の財政危機 (脱工業化､ 富裕者層の脱都市お よび マ イ ノリ テ ィ ･ 貧困
層の都市 - の集 中､ 中央からの 補助金の 削減等を原因とす る) とあい ま っ て ､ 自治体 の
運営が市場志向と企業家主義な どを掲げる新自由主義的な政策 に開かれ る土壌が次第
に形成されて い く こ とにな っ た｡
戦後英国にお い て都市再生 とは､ 当初は戦災からの復興や ニ ュ ー タ ウン等の 分散政策
と連動 した貧困住宅地域の.ス ラ ム ･ クリ ア ラ ン ス を主なタ ー ゲッ トと して行なわれ る事
業を指 して い た 2)｡ 地域経済 の問題に つ い て は､ 戦後顕著に なっ て い た北部と南部 の 経
済格差に見られるような地域間経済格差の 是正 を図る べ く ､ 各種 の規制や補助金 を用 い
て経済活動 の衰退地域 ･ 都市 - の移転 ･ 育成を図ろうとする地域 (経済) 政策が試み ら
れてきた｡ しか し､ 70年代末と い う先述 した英国経済 の 危機にお い て 登蓉 したサ ッ チ
ャ ー 政権は ､ 地域政策に代えて ､ こ の 時期に深刻な経済的衰退や失業率 の上昇 を抱 えて
い た都市のイ ンナ ー ･ シテ ィ などの 一 部地区を焦点化 した都市政策に資金 を振り向ける
1)p47
,
M ohan
,
J･
,
1999･ A United Kingdo m?:Ec o n o mic, So ciala nd PoliH
･
c al Ge ogT aPhie s, Amold.
2)Rober(s
,
P. に よると､ 英国では 時代に応じてそ の文脈を反映 して 異なるタ ー ム が使用 され
て い る Bそれによ ると､19 50年代が Re c o nstru ctio n､60年代がRevitalis atio n､70年代が Ren e w al､
80年代が Redev elopm ent, 90年代が Regeneratio nとな る｡ 次の文献 を参 胤 Roberts,P. ,200,
`TheEv ohltio n
,
Definition and Purpos es of Urban Rege n e ration
'
,
in Roberts,P. and SykcsH. (ed.),
Ul.ba nRege n e ratio n,SagePublic ations .
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こ とに なる3)o すなわち ､ 新自由主義的な民活主義や 中央政府 - の集権化 (都市開発公
社方式に代表される) と手 を携 えて ､ 都市政策が衰退 した産業都市 ･ 地 区の経済的再生
策と して用 い られるようになり ､ そ の 具体的な手段 と して都市再生が注 目され るように
な っ た ｡
(2)｢文化に よる都市再生+ の 出現と展開
都市再生 の手段 と して の文化政策は､ 当初は経済再生と い う目的とは関係なく ､ また
都市政策と して ではなく ､ 国の 政策と して展開された 4)｡ そ こで は ､ 高級な文化芸術活
動を促進 し多くの 人たちに普及 させる ことを目的と して いた o ヨ ー ロ ッ パ にお ける都市
の 文化政策の 動きは ､ 70年代以 降の 分権化 の波に乗 じて広が っ て い っ た｡ 英国は79年
に保守党 のサ ッチャ ー 政権が誕生 して以来 ､ 大陸諸国とは逆に権限と財源 の 中央集中に
よる地域民主主義の後退 が見られたが ､ 例外的に文化政策に つ い て は英国ア ー ト カ ウ
ン シ ル か ら地域 の ア ー トカ ウン シ ル - 財源が委譲された ｡ 70年代は､ 文化が政治化さ
れた時代でもある. 1968年パ リ 5 月 革命を契機 に興起 した ヨ ー ロ ッ パ の都市社会運動
は ､ 文化に つ い て 2 つ の 間専を提起した｡ すなわち ､ 第 一 に､ 文化 の伝統的な ハ イブ ロ
ウとロ ウプ ロ ウの 区分に反対 し､ 新と旧､ ハ イと ロ ウを組み合わ せた文化の非常に広 い
定義を提案 した｡ 第二 に､ 文化活動と政治行動は不可分で あるとし､ 両者の 間に境界を
引くある い は優先順位 を与 える ことは不可能で あると した｡ この ような提案はおおむね
左 翼系の自治体に受け容れ られて い っ た ｡ こ の とき の文化政策 の狙い は コ ミ ュ ニ テ ィ を
活性化させ , 移民などの社会の周辺的立蓉に い る人たちにも文化 - の ア クセ ス を保証 し
ようとするも の であ っ た｡ 左 翼系自治体にと っ て ､ 文化政策は伝統的な労働者階級の勢
力低下に対応 し､ 新 しい社会運動や公共セ クタ ー の中間層 の ような新しく台頭して きた
社会階層と共通する政治基盤を確立 しようとする試み で もあ っ た ｡ こ こで注目す べきは ､
高級文化 ･ 伝統文化とポ ピ ュ ラ ー 文化 の垣根が取り外され ､ 後者が政策の対象と して認
識され たこ とである｡ 商品性を持つ ポ ピ ュ ラ ー 文化が政策 の対象に加わ っ た ことで ､ 文
化が都市再生 とい う経済目的に貢献する土壌が形成されるようにな っ て きたの で ある｡
198 0年代は ､ サ ッ チ ャ ー 政権の新自由主義路線が推進され ､ 自治体の支出は文化支
出も含めて 削減されたo 自治体における支出削減 - の 圧力は､ 文化支出の従来の水準を
維持するた めにその 目的を次第に経済目的 - と傾けて い く｡ 先述 したように ､ 70年代
に襲 っ た経済不現とその後 の英国経済を取り巻く構造的変動は ､ 重工業等の従来型の 産
業基盤を擁 して い る産業都市に深刻な打撃を与えたが ､ こ の変動は､ 同時に消費社会の
3)H all
,
P･
,
1992
,
Urba n a ndRegionalPla nning, Rot=tledge.
4) 以下の 記述は主に次の 資料に基づく o Bia n chini, F.,1993,
'
Re m akingEt mpe an cities:the ,ole
ofculttualpolicies
'
,
in Bian chini
,
F. and Parkinso n, M . , Cultu ral Policya nd UrbL mRegener atio n -
the Wes(EuT10PeLm eq e rien ce, M an chesterUhiv ersibrPre ss.
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成熟に応 じた生産構造 の 変化が必要で ある こ とを意味して い た｡ 消費は必要性を充足す
ると い うより も､ 意味を獲得する ｢文化の 消費+ と して の側 面が重要 になっ て きた の で
あり､ 産業もこ の ような変化に対応する必要が あ っ た ｡ こ れは ､ また ､ 素材と して の文
化に つ い て も ､ そ の経済的側面が認識され るようにな っ て きた こと を意味する｡ ポ ス ト
フ ォ ー ディ ズム の激 し い都市間競争にさらされ る中で ､ 新自由主義的政策 - 傾斜 しつ つ
ある自治体や民間営利 セ ク タ ー は次第に文化の も つ 経済的潜在能力に注目するように
なり､ 文化政策 を都市 の経済的衰退に対処する都市再生 の 手段 と して 用 い る道を開く こ
とにな っ た ｡
文化による都市再生は具俸的には次の ような考え方及 び方法で行なわれ たo 第 一 に ､
増大する文化消費需要を狙 っ て ､ 文化消費 の空間を創り 出す ことが試み られた o ツ ー リ
ズ ム ､ ス ポ ー ツ ､ レク リ エ ー シ ョ ン ､ エ ン タ - ティ ンメ ン ト､ 芸術等に対する拡大する
文化 ･ 余暇支出に対応 して都市景観の美的改造､ 歴史的空間 の保存/再創造､ 文化/ 娯
楽/ス ポ ー ツ施設の整備が行なわれた ｡ これ は､ 工業都市 か ら文化消費都市 - の 脱皮 の
試み と見 るこ とが出来 よう｡ 第二 に､ 文化政策によ っ て 都市の経済基盤 を現代化 し多様
化させ るこ とが で きると考えられた ｡ 文化施設や文化活動 は都市が提供できる地域 の
｢生活 の質+ を構成する とともに都市のイメ ー ジを高め るた め ､ 激 しい都市間競争にお
い て 浮動的な国際資本の 獲得に勝ち得るために必要で あると考え られた ｡ 生活の質は ､
とりわけ新 しい 知識集約型 の 産業が求める技術や能力の あ る人た ちが住み働く場所 の
条件と して重視 して い るた め､ こ の ような産業は働き手 と して これ らの 人材を確保する
た めにそ の投資先の 条件と して 生活の 質を考慮 して い ると考えられたか らで ある｡ そ の
た め､ 文化施設 を整備する 一 方で ､ 場所 の マ ー ケテ イ ン グとイメ ー ジ戦略が採用 され ､
ア ー ト ･ ク エ ス テ イ パ ル ､ 大規模ス ポ ー ツ 大会や文化イ ベ ン トが行なわ れ ､ 都市 の 国際
的なイメ ー ジや魅力を高めるこ とが試み られた ｡ 第三 に､ 文化政策 を通 して直接的に ､
芸術､ デザイ ンやメデ ィア の ような拡大する経済領域 に介入する方法で ある｡ こ れは ､
文化領域にお ける革新の試みや特別 に文化産業を奨励する地 区 の創設等を通 じて ､ 都市
がこれ ら の領域 にお ける生産拠点､ 開発拠点と して の地位を獲得するこ とを意図 して い
た｡ 英国にお い て は､ とりわ け文化産業が 80年代の半ば以降都市再生の手段として注
目され てきた｡ 例えば ､ か つ て主要な産業で あ っ た鉄鋼業が崩壊 して 以来高い 失業率を
抱えて い た シ ェ フ イ ー ル ド市は､ ポ ピ ュ ラ ー 音楽産業を市内で育成するた めに文化産業
地 区を設け､ 現在で は英国有数の音楽制作産業 の拠点となる ことに成功 して い る｡ これ
らの文化的方策 は ､ 基本的には都心地 区に集中 して展開されたo 効率性 の観点か ら資源
の集中投資が行なわれ た とい うだけで なく ､ 都市住民 の アイ デ ンテ ィ テ ィ を再構築する
フ ォ ー カル ･ ポイ ン トと して都心 を位置付けようとした の で ある｡
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(3) ｢創造的都市+ の動き
こ の ような文化による都市再生 の経験か ら次の ような課題が認識されて い る｡ すなわ
ち､ 第 一 に ､ 文化による都市再生政策 臥 都市空間上の文化消費 の拡大を中心におき､
文化供給の拡充を図る ことを基本と したた め､ 都市中心部や郊外に住む富裕層と周辺部
の とりわけイ ンナ ー ･ シテ ィ に住む低所得者層と の文化的機会 - のア クセ ス にさらに格
差が広 が っ た｡ また ､ 戦略的に都市中心部を焦点化 したため､ イ ンナ ー ･ シ ティ にお い
て しばしばジ ェ ン トリ フ ィ ケ ー シ ョ ン が見られ たo 第二 に､ 文化的ア トラク シ ョ ン ､ ツ
ー リ ズ ム ､ 商業等の 消費志向中心の 政策と出版 ､ 映画､ T V､ 音楽 ､ デザイ ン ､ フ ァ ッ
シ ョ ン等の 生産志向政策と の間で しば しば明確なリ ンケ ー ジが築かれなか っ た｡ とりわ
け､ 消費志向の 政策は､ 外部の 消費動向とい う都市では コ ン トロ ー ル できない 要因に支
配されて い るこ と､ それ により生み出され る職が低賃金 ､ パ ー トタイ ム ､ 非熟練などを
特徴とする等､ その 質に問題がある ことが指摘されて お り､ 地域に根付い た創造的な産
業形成 の必要性が論 じられ て い るo これ に関連 して ､ 第三 に､ 消費志向の政策は､ 文化
施設整備やその他大規模な建設プ ロ ジ ェ ク トを伴う傾向にあるため ､ そ の建設費や維持
費に莫大な支出を伴い ､ 都市財政を圧迫 して都市の持続可能な発展を妨げる可能性があ
る ことが指摘されて い る 5)｡ 第四に､ 消費志向の政策は公共空間を商業的ある い は私的
な消費空間に変容させ ､ 世界的に類似の ス タイ ル に決めて しまう傾向が見 られ た｡ これ
は ､ 均質的な社会空間を形成 し都市生活 の経験にお ける公 共的側面が多様性を失うこと
を意味する｡ こ こから ､ 都市再生にお い て都市の物理的､ 経済的側面と公共性や地域民
主主義とをリ ンクさせ る必要性が論 じられて い る｡
こ の ような80 年代より行なわれてきた文化による都市再生の 経験を踏まえて ､ ヨ ー
ロ ッ パ では 90年代以降､ 創造的都市論と称される研究が現れ ､ 一 連の 提案 ･ 主張を行
なっ て きた 6)占 佐々 木の 説明によると､ 創造的都市には2 つ の 系譜がある 7)｡ そ のうち
の 一 つ
､ 創造都市研究グル ー プは ､ それ まで の経済的手投と して の性格が強か っ た文化
による都市再生政策に比 べ て ､ 都市にはらむ様々 な問題を解決するためには総合的な都
市 の問題解決の ア プ ロ ー チが必要で あると し､ その核と して創造性の重要性を主張して
い る
8)
｡ 他方､ ジ ェ ー ン ･ ジ ュ イ コ プズ が 『都市と諸国民 の 富』 におい て 著 して い る創
5) 後藤和子､ 2003年､ ｢創造的都市論 - の 理論的ア プロ ー チ 一 文化政策学､ 文化経済学､ 経
済地理学の視点か ら､場と関係性の概念を中心として - +､文化経済学会誌15号(3巻4号)､
p. 4｡
6) 本研究は英国に焦点 を当てて い るため､ こ こまで の記述も英国の経験に絞っ て い るが ､
フ ラ ン ス やイタリア ､ オラ ンダなど他の ヨ ー ロ ッ パ 諸国に お いて も､ 文化を意識的に都市
再生に結びつ ける試みは行なわれてい るo
7) 佐々 木雅章､ 200l､ 『創造都市 - の挑戦』､ 岩波書店 ､ p. 39｡
音) ビア ン キ ー ニ は ､ 80年代の都市再生で持ちあが っ た上述したような問層 に対する形で文
化計画という総合的アプ ロ ー チ を提唱 し､ 都市の 文化計画 にお いて は創造的､ 多面的､ 総
合的な思考と実践の様式が重要で あると主張する (Bian chiniibid.)D 次に ､ エ バ - トらは ､
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造的都市 の 系譜 を引く研究がある｡ そ こで は ､ 生産面 に関す る研究が文化経済学や経済
地理学 の ア プロ ー チを用 い て進められ てお り ､ 都市にお い て い か に文化産業 の ような創
造的な産業を形成できる か ､ あるい は ､ 文化消費 の拡大を どの ように して産業形成にリ
ン クさせ る こ と がで きる か等に焦点が置かれて い る｡ 現実 の 英国にお ける都市再生策に
お い て は ､ 前者の ア プ ロ ー チに関連 して ､ 社会統合 (s o cialid egration) あるい は社会結
令(so cialc ohesion)が都市政策の 目標の 一 つ と して 都市再生 一 般にお い て 重視され るよ
うになっ てきて い る｡ しか し､ 現在英国で注目されて い る の は､ 後者 の ア プロ ー チ の中
で も､ 文化産業 あるい は創造産業を都市におい て い か に形成 し､ 都市再生 に結び付 けて
い く こ とができ るか と い う問題で あり ､ 現在多く の都市でそ の試み が実践され て い る｡
2. ｢文 化 による都 市再 生+の 方法と考え方
こ の節で は文化 による都市再生に つ い て ､ 実際的な方法とそ の考え方 ､ 概念等 を検討
する｡ 文化によ る都市再生の 方法も経験的に色々 なもの が試み られて きた が､ こ こ で は ､
日本で検討する場合 の妥当性 を考 えて 次の ような3 つ の 考え方 ･ 方法に整理 して みた い ｡
すなわち ､ 都市 のイ メ ー ジ戦略と文化環境 の構築､ 文化消費と文化生産のリ ンク ､ 文化
産業の誘導/育成 の 3 つ で ある｡ 具体的な方策は節を改めて 事例を通 じて分析を行う｡
(1)都市の イ メ ー ジ戦略と文化環境の構築
一 文化消貴都市 へ の脱皮と新たな経済基盤の形成
先述 した ように ､ 英国 の 諸都市は工業都市をは じめと して ､ 70年代半ば以降製造業
の 衰退 と産業の サ ー ビ ス 化を中心とする英国経済の構造変動 に伴い ､ 深刻な経済的衰退
に悩まされるこ とにな っ た ｡ 脱工 業化 の流れは必然で あり ､ 英国 の都市は新しい経済基
盤 の形成を模索 しなければならなくな っ た. 一 つ の方法は ､ 繰り返 しになるが ､ 消費社
会の 進展ある い は ポ ス トモ ダ ン的状況の 出現に応 じて 都市空間を文化消費の 空間にす
芸術文化が持 つ 創造的 パ ワ ー に着目して ､ 自由で創造的な文化活動 と文化イ ン フ ラス トラ
クチ ュ ア の充実した都市こそが ､ イノ ベ ー シ ョ ン を得意とする産業を受容 し､ 解決困耕な
課題に対応した ｢創造的問題解決能力+ を育て る こ とがで き1､ その 連銀反応 が既存の シ ス
テ ム を変革すると主張する (佐々 木 前掲書:39)｡ また､ ラ ン ドリ ー は 『創造都市』 に お
い て ､ より 一 般的に人 の も つ創造性に よ る問題解決能力 の重要性を主張 し､ 都市の 抱える
様々 な問題解決 には都市の持つ 場所的固有性と人々 の持 つ 創造性を引き出 し発揮させ る よ
うな知的イ ン フ ラが必要で あると論じる (Landry, C. ,20 00, TheC7Y ativeZndu st7y:A ITo olkitfo r
Urba nIn n o v ato rs
,
Co m edia)a
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る こ と , すなわち､ 工業都市から文化消費都市 - の脱皮 であるo もう 一 つ 臥 変容する
社会 の 要請に応 じられる べ く経済基盤を現代化 し､ 多様化する ことである｡ そ の ために
は ､ 前者にお い て は主にツ ー リス ト､ 後者にお い て は浮動的な国際資本や新 しい経済に
対応できる技術や能力を持 っ た人た ちを惹き つ けるこ とが必要 と考えられるが ､ そ こに
都市の イ メ ー ジの 問題が浮上する. 80 年こ ろ の英国の典型的な工業都市で ある ､ グラ
ス ゴ ー
､
マ ンチ ェ ス タ ー ､ リバ プ ー ル ､ シ ェ フ イ ー ル ド､ バ ー ミ ン ガム などは ､ 工業都
市と して のネガテ ィ プなイメ ー ジに付きまとわれて い た｡ たとえば ､ グラス ゴ † の ス ト
リ ー ト バ イ オ レ ン ス や酔 っ 払 い ､ リバ プ ー ル の犯罪 ､ マ ン チ ェ ス タ ー の 麻薬問題､ バ
⊥ ミ ン ガム の 建築的 ･ 文化的不毛の地 など. 80 年代の 英国の 工業都市は､ ツ ー リ ス ト
や国際資本を惹きつ けるために､ こ の ようなイメ ー ジを払拭する必要があ っ た ｡ そ の た
めに､ 80年代 ､ 90年代と英国の諸都市で は積極的にイ メ ー ジ戦略が遂行された (現在
でも盛んに行なわれて い る)｡ そ の とき､ 文化は文化消費 の対象と して 重要な経済資本
になる だけで なく ､ そ の都市のイメ ー ジを新た に構築するた めにも用 い られる ことにな
る の である｡
こ こで ､ 英国の都市にお い て 何故イメ ー ジ戦略が必要だ っ たか を考えてみた い ｡ まず､
ますます複雑化する現代社会にお い て は ､ 一 般的に､ (現実)は捉えどころが難 しくイ
メ ー ジ の重要性が増 して きて い る｡ 対象となるモ ノ ､ ヒ トが ｢本当は何で あるか+ を追
及する ことは困難で あるた め､ われわれは ､ 対象に つ い て持 っ イ メ ー ジに基づ い て モ ノ
を購入 したり ､ 人を評価 したりする の で ある｡ 都市に関して は､ われわれ は､ 様 々 な現
実か ら構成されて い る A と いう都市につ い て 何らか の 認識 を待ようとするとき､ A と
い う都市を構成する複雑 な現実か ら選択 的に絞られた 印象に単純化すると い う作業を
行な っ て い る｡ こ の ような選択的な認識作用 を通 じて ､ われわれは都市のイメ ー ジを創
り出 して い る の で ある ｡ この ように創り出され る都市の イメ ー ジはか つ て の グラ ス ゴ ー
やリバ プ ー ル に典型的なように ､ 一 部の 特徴が誇張されて い るo ここから推測され る の
は ､ 一 方で ､ 都市 のイメ ー ジは換作的に形成する ことが可能で あるが ､ 他方で ､ ネガテ
ィ プ で誤解を招くようなイメ ー ジは現実の都市が変わ っ て も残存 しが ちである という
ことで ある o こ こ で注意す べ きは､ こ のような都市 のイメ ー ジはそれ自体の性質に基づ
くも の で はなく ､ 社会の広 い意味で の 文化的傾向や社会 の趨勢との 関係 で形成され るも
の で ある こ とだ｡ か つ て ､ カや技術, 繁栄, 誇り と結び つ い て い た工業は ､ 脱工業化の
進展に伴 っ て 見る目が変化 したため ､ 現在で は ､ 汚い ､ つ らい 労働 ､ 危険､ 公害､ 衰退
や荒廃等の ネガテ ィ プなイメ ー ジに つ きまとわれて い るの で ある｡
この ような工 業都市の ネガテ ィプなイ メ ー ジを払拭 し､ 新たなイメ ー ジを構築する こ
とは , 研究開発, デザイ ン ､ メディ ア などの ソ フ ト産業や各種サ ー ビス 業等､ 拡大する
産業を誘導するために重要であると考えられて い る｡ か つ て製造業の 立地にお い て重視
された空間地理的要素は ､ こ の ような産業にお い て は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術の進歩も
与 っ て ､ そ の重要性を低下させ ､ 代わりに都市の提示するイ メ ー ジが投資決定を左右す
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る重要 な要 素と〉な っ てきたの で あるo 80年代以降グロ ー バ ル に形成され て い っ た都市
間競争 のネ ッ トワ ー ク にあ っ て ､ 英国の 諸都市はそ のネ ッ トワ ー クにお い て 自らの ポ ジ
シ ョ ン を獲得するた めに ､ イ メ ー ジ戦略によ っ て他 の都市と は少 しで も異なるイ メ ー ジ
を構築する こ辛が求め られた . こ こ で構築 しようと試み られた都市の イ メ ー ジとは , 住
む場所, 働く場所と して 望ま しい所と い うイ メ ー ジに結び つ くもの であ っ た ｡ 投下資本
によ っ て 形成され る新 しい 産業を支える技術と能力の ある人たち を引き付けるため に
は､ 都市にお ける生活 の質やライ フ ス タイ ル につ い て望ま しいイ メ ー ジ を抱かせ る必要
がある｡ こ の 生活の質やライ フ ス タイ ル の イメ ー ジに大きく関わる要素が ､ 文化と環境
なの で あるo 物理的環凍 の荒廃や社会的不 安を取り除くだ けで はなく､ 文化的景観の形
成や歴史的環境 の整備 ､ 文化施設の建築 ､ 各種文化活動 の展開等で示 され るような文化
的環境 を形成す るこ とが ､ 生活の質につ い て の望ま しい イメ ー ジの形成 に貢献する と考
えられたの で あるo こ の ような線に沿 っ て ､ グラス ゴ ー の バ レ ル ｡ コ レク シ ョ ン博物館
(Bu rrellColle ction Mq se a m)､ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ドの 国立 写真 ･ 映像 ･ テ レ ビ博物館
(Natio nalMu seu m ofP hotqgraphy,Film and Tele visio n) 等の数 々 の フ ラ ッ グシ ッ プ ･ プ ロ
ジ ェ ク トが推進 された が ､ こ の ようなプ ロ ジ ェ ク Hj:それ 自体の文化消費的機能だ けで
はなく ､ これ ら の都市に対 して抱 かれて い た ス テ レ オタイ プ的なイ メ ー ジ を打破 し､ 新
しく再生 した都 市のイ メ ー ジ を対外的にア ピ ー ル する象徴的な意味を強く持 つ も の で
あ っ た ｡ また , イ メ ー ジ戦略の 直接的な方法として しば しばイメ ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ンが
行われ た｡ これ は都市が持 っ て い るある い は行 っ て い る様 々 な文化資源や文化活動を統
合的に都市のイ メ ー ジ再構築に結び つ ける有効な方法で あり ､ イメ ー ジ ･ キャ ン ペ ー ン
の イ ニ シ ア テ ィ ブ の もと で ､ イ ベ ン トの 開催 ､ フ ラ ッ グシ ッ プ ･ プ ロ ジ ェ ク トの推進 ､
イメ ー ジ を実体的に裏付ける文化環境 の整備等 を強力 に進 めて い っ た都市もある｡ イメ
ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ン 臥 もう 一 つ ､ キャ ン ペ ー ンを推進す る都市 の自治体や各種民間団
体等が連帯して 新しく都市を創造 して い こうとする運動を伴うた め ､ そ こに ｢企業家的
イメ ー ジ+ が看取され ､ それ が投資を惹き つ けるとい う重要な働 きを して い る の で はな
い かと も考えられて い る 9)o
こ こ で もう ー つ 付け加 えたい の は､ 都市 のイメ ー ジ及びそ れ を構成する都市の 文化的
環境の重要性は ､ それが 単に都市外部の 人たちがその都市に対 して持 っ イメ ー ジの形成
にと どま らず､ 都市住民が自らの都市や地区に対 して抱くイメ ー ジにも関わると ころに
ある｡ 英国の衰退 した都市や地区にお い て は ､ 都市再生事業が行われ物理的な環境の整
備や雇用促進に つ い て の行政の支援が行われて も､ そ の 都市や地区 に?い て のネガ テ ィ
プなイ メ ー ジが払拭できない 場合 は､ 若い 人などの モ ビリテ ィ が高い 人たちがその 外部
- 洗出して しまうこと が しば しば見られると指摘され て い る｡
以上 の ような文化消費都市 - の脱皮 ､ あるい は新たな経済基盤 の形成を目指 した都市
9)Bian chini
, F･, Gre c nhalgh,L･ and Landry, C･, 191, 乃 eImporta n c e ofCultu refo rUrban
Ec o n omicDe v elopm en卜 乃 e UK Ca seStudy, Co m edia,p. 61.
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の イメ ー ジ戦略と文化的環境 の構築につ い て ､ 英国で はグラス ゴ ー や ブラ ッ ドフ ォ ー ド
等をは じめと して ､ 一 般に比較的に成功して い ると評価されて い る. 80 年代､ 90年代
の 文化政策全体を通 して ､ 文化政策はそ の都市再生 - の 貢献にお いて ､ 直接的に富や雇
用の 創出と い う経済効果をもたらすよりも､ 都市の ポ ジテ ィ プなイメ ー ジを形成する こ
と を通 じて ツ ー リ ス トや技能を持 っ 人た ちや投資を引き寄せ る ことに貢献を したと評
価されて い る｡ そ の点で は､ 文化政策は､ 都市が再生 し再び発展して いくため の環境形
成あるい はイ ン フ ラ形成の 役割を果た して いる とい うことが できる｡
(2) 文化消費と文化生産の リンク
高度に発展した消費社会で ある現代社会 の重要な特徴 駄 文化消費が増大した ことで
あ るが ､ 都市空間もこれま で以上に文化消費の場 ､ そ して それ自体が文化消費の対象と
なっ て きて い る｡ ツ ー リ ズ ム , ミ ュ ー ジア ム ､ 劇 臥 歴史的建造物､ シ ョ ッ ピ ン グ ･ モ
ー ル ､ 都市イ ベ ン ト等の形で都市空間はこれまで になく マ ス 的な消費の対象と して商品
化され ､ 都市の ス ペ クタク ル化とい われ るような様々 なイ メ ー ジや記号が飛び交う視覚
的消費空間が出現するようになっ た の で ある o こ の ような文化消費都市に工業都市か ら
脱皮する ことに つ い て は グラス ゴ ー やブラ ッ ドフ ォ ー ドな ど成功例も多い ｡ しか し､ 消
費志向 の政策に つ い て は次の ような問題点が指摘され て い る｡ すなわち､ 消費志向の政
策は､ 外部の消費動向と い う都市では コ ン トロ ー ル できない要因に支配されて いろこと ､
そ してそれ により生み出される職が低賃金､ パ ー トタイ ム ､ 非熟練などを特徴とする等
そ の 質に問題があるこ とな どである｡ こ こに文化消費 を地域経済の生産の側面に結び つ
ける ことが課題とな っ てく る の で ある｡
文化消費を支える産業が ､ そ の都市にお い て は単にホ テ ルや エ ンタ ー テイ ン メ ン ト等
のサ ー ビス の 提供にと どまるの で はなく ､ 文化商品 の 生産に つ ながることで ､ 文化消費
によ っ て 産み落とされた収入が地域内を還流するととも に､ 技能を必要とする仕事を支
える ことにもなるの であるo した が っ て ､ 文化による都市再生は､ 文化消費を拡大ある
い は導入 しようとするとき ､ その消費か ら地域 の文化生産を生み出し､ 両者の あい だに
循環的なリ ンケ ー ジを構築するように誘導することが重要なの である 0
そ の ‾ つ の 重要な方法と して 文化産業を育成する ことが考えられるが､ これ に つ いて
は次の セ ク シ ョ ン に譲ると して ､ こ こで は再開発と芸術 ･ 文化の リ ンケ ー ジに つ い て 検
討 した い o 例と して ､ アメ リ か サン フ ラ ン シ ス コ 市 の ユ ニ ル バ ･ プ ェ ナ ･ セ ンタ ー (Ⅵ 血
Buen aCeder :Y B C) と い う文化志向型の都市再開発プ ロ ジ ェ ク トを取り上げた い ｡ 清
水麻帆による と､ Y B Cは､ 1990年代に､ サ ン フ ラ ン シ ス コ 市の サウス ･ オブ ･ マ ー ケ
ッ ト地区とい われ る､ か つ ての 工業集積地であり, そ の 後､ 専門職的なサ ー ビス 業 (広
普, グラフ ィ ック ･ ア ー ト, デザイ ン, 建築 コ ンサ ルテ ィ ン グなど) が多くを占めるよ
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うになる地区にお い て 開発された 10)｡ そ こで は ､ 地 区 の特徴 を活 か し､ 文化施設 を中心
と して商業, 住居 , オ ー プ ン ス ペ ー ス を備 える複合開発 を行なっ て観光と文化の 振興を
図るこ とが 目的とされ ､ N P Oによ っ て 運営され るその 文化施設 に つ い て は ､ サ ン フ ラ
ン シ ス コ にお ける 一 つ の文化ネ ッ トワ ー ク の 拠点 となる こ とによ っ て都市の 文化活動
を刺激す るこ とが期待され た｡ 結果的に ､ 再開発の周辺 地区 で は観光や商業収入が増加
し､ その波及効果によ っ て情報通信や金融保険､ 教育 ･ 文化関係など観光､ 商業以外の
業種も集積するようにな っ た｡ こ の効果 の 中心となる の が ､ 文化消費と文化生産と の リ
ン ケ ー ジ で ある｡ 文化施設によ っ て 生み出され た収入 は ､ N‡'0 文化施設 ー 観客 (参加
者) の増加 一 ホ テ ル税 の増加 一 芸術 - の支援の増加 ー N p O文化支援組織 → 文化 ･ 芸術
団体 - 祁P O文化施設と い うように循環 し､ 文化消費と文化生産が循環的にリ ンクされ
た の で あ る｡ こ の文化消費利益 の 還流シ ス テ ム がうまく機能 して い る背景には ､ イ ン フ
ォ ー マ ル な重層的な芸術 ･ 文化の ネ ッ トワ ー ク が存在 して い る｡ こ こで は ､ a . 芸術 ･
文化支援ネ ッ トワ ー ク ､ b. ア ー ト関連 ビジネス ネ ッ トワ ー ク ､ c. 文化施設ネ ッ トワ ー
ク ､ d. 文化教育と コ ミ ュ ニ テ ィネ ッ トワ ー ク の 4 つ のネ ッ トワ ー ク の存在が指摘され
て い る｡ これ らを通 して ､ 個人 ･ 組織 ･ 団体間における接点が多面的な広がりを見せ ､
それ によ っ て 相互に刺激 し合い ､ 創造性を高め ､ 文化的生産活動を活発化させ て いく こ
とが出来るの で ある｡
こ の例 では ､ 都市の文化消費が直接的にそ の都市 の文化生産 に反映され､ 雇用や利益
を生み 出すと い う の で はなく ､ 文化消費によ っ て生み 出され た利益が税 の配分とい う形
で文化生産 (この 湯合は芸術 ･ 文化活動) を支え活発化させ ､ その文化生産によ っ て さ
らに文化消費が刺激される とい う文化消費 一 文化生産の リ ン ケ ー ジが築かれ ､ これ を中
心 に して波及 的に他 の産業にも効果が及 んで い っ た とい う図式を見る こ とが できる ｡
(3) 文化 産業の 誘導/ 育成
1) 文化 産業の 経済的重要性
経済的に衰退 した都市 の 再生方法と して は ､ 一 般的に新 しい 産業を誘導するこ とが 一
つ の重要な手段 と考えられて い る o 英国 の都市再生にお い て 文化産業は 90年代以降そ
の ような産業の 中で もとり わけ注目を集めて きた｡ 文化産業政策は ､ 先述 した ような､
その都市にお い て 生み 出された文化消費に対応する文化生産の創 出を狙 ?たもの もあ
るが ､ それに とどまらず全国さらには海外を市場とする文化生 産の拠点を形成 して都市
の経済を牽引させ て い く こ とを狙 っ て い るもの もある｡
10) 以下 の記述は ､ 次の 資料に よるo 清水麻帆､ 2 002､ ｢脱 工業化都市の再生 と芸術 ･ 文化
- サン フ ラン シス コ 市 yerbaBu en aCe nter再開発プ ロ ジ ェ ク トの 事例研究か ら+､ 文化経
済学会誌 ､ p. 1 2｡
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文化産業をめ ぐっ て は ､ 文化と いう本来商品化の対象と して はな じまな い とされて き
たカテ ゴリ ー に関わるため ､ 多様な定義が試み られて い る｡ そ もそも文化産業とい う用
語は ､ 80年代に大 口 ン ドン 政庁 (theGre aterLo ndo nCo un cil:G L C) により発展的に使わ
れた ことに始まる Il)｡ それ まで文化と して 政策の対象となっ て い た の は いわ ゆる｢高級J
文化で あり ､ 大衆的な消費の 対象になじまな い ため､ 経済的な富をもた らすもの とはみ
なされ なか っ たo しか し､ 80年代の G L C の財政逼迫状況及び文化に対する大衆民主主
義的なア プ ロ ー チの必要性 から ､ 公共的な財政支援 を行う必要もなく収入や雇用を生み
出す ことが可能な､ 商品化された文化に着目するようにな っ た の である｡ こ こで は､ 文
化産業の 定義を､ どのようなサブカ テ ゴリ ー の 産業 から構成されるか ､ そ の支援の あり
方を どう見たらい いかに つ い ての 理解につ ながるこ とが重要 で あるため ､ ∫.オ コ ー ナ ー
の定義を引用 して 簡潔に次の ように措定した い ｡ すなわち､ ｢文化産業とは ､ そ の財の
主要 な経済的価値がそ の 財 の文化的価値 か ら引き出される ような象徴財を扱う経済活
動によ っ て 成り立 っ 産業で ある+ 12)｡ こ の 中で重要な要素は (文化的価値) で あるが ､
これ は基本的には個人 の 営為 に属する創造性か ら生み出されるも の である｡
文化産業の 重要性は､ 経済全体の文化化及び情報化 から説明 され るo すなわち､ 一 つ
は､ 社会にお ける文化消費の増大に伴 っ て文化商品が増大 したが ､ 文化産業がそれを担
つ て い る ことで あるo もう 一 つ は､ 社会にお ける情報化 の進展は文化商品と密接に結び
つ い て おり､ 文化商品 の 開発 ､ 生産､ 凍通 ､ 消費 の どの プ ロ セ ス にお い て も文化産業の
発展に大きく寄与 して い るこ とである｡ そ の ため､ 文化産業は､ 現在英国のみ ならずヨ
ー ロ ッ パ にお ける最大の成長産業にな っ て い るo 文化産業を構成する具体的な産業と し
て は､ フ ァ ッ シ ョ ン ､ デザイ ン ､ テ レ ビ ･ ラジオ､ 映像 ･ 映画､ ビデオ製作､ ゲ ー ム ソ
フ ト製作､ 音楽､ 演劇などが挙げられて い る ｡ 英国で は文化産業より広 い 概念と してク
リ エ イテ ィ プ ･ イ ン ダス トリ ー (創造産業)が使われてい る
13)が ､ これには､ 広告 ､ 建
築設計､ コ ン ピ ュ ー タ ･ ソ フ トウ ェ ア製作､ 出版 ､ 工芸 ･ 美術品などが含まれて い る｡
英国の創造産業 の経済規模に つ いて は ､ 文化 ･ メディ ア ･ ス ポ ー ツ省(D C M S:Deparbn ed
of Cultu re, Media and Sport)の発行 した報告書(MappingDo cu m ent1998,201)によると､
ll) 文化産業という概念がは じめて現れたの は ､ フ ラ ン ク フ ル ト学派 を代表するア ドル ノ と
ホル ク ハ イ マ - が 著した 『啓蒙の弁証牲』(1947年) にお いて である ｡ ただ し ､ そ こ で は ､
文化産業は､ 1930年代に ドイ ツか らフ ァ シ ズム の迫害を逃れて アメリカに渡っ た彼らが遭
遇 した文化の 商品化､ それ によ る美の俗悪化をもたらすもの として ､ 批判的に論じられて
おり､ こ こ の 文脈とは大きく異なるo これ を､ 大 ロ ン ドン政庁が 一 つ の産業カテ ゴリ ー と
して脱批判的に用 いたこ とか ら､ 今日の ような使 い方が - 般化する ようにな っ たo
12)o,co mor,2000, Cultu r alPrDdLCh
･
o nSe cto rin MLm Cheste r
,
M an cheste rMetropolitan Uhiv ersity
13)DCMSの Map pingDo ct m ent19 Sに よると､ 創造産業 (Cre ativelndusbies) とは ､ ｢個人
の創造性 ､ ス キ ル ､ 才能を源泉として ､ 知的財産権の 活用 を通 じて 富と雇用 を創造する可
能性を持 っ た産業+と定義され る(佐々 木雅章､ 20 03､『創造都市に募る都市経済の 再生 -
その 予備的考察』2003年文化経済学会大会発表資料)0
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1995年に は雇用者数 100万人 14)､ 創造産業に関連 した仕事 に従事 して い る人 を含める
と 140万人_(全産業 の 5%以上)､ 英国の 全産業中最大とな る約 250 億ポ ン ドの付加価
値 (G D Pの約 4b/o)､ 75億 ポ ン ドの輸出額を あげて い た｡ 2000年には､ 雇用者数 195 万
人 ､ G D P の 7.9%の 付加価値 に成長 して い る｡ 1991年か ら 1999年に かけて産業規模は
17.5%拡大して い るが ､ こ の 間の 年平均成長率 5%は英国の全産業平均の 2倍を超えて
い る｡
文化産業 の成長性 は､ 地域や都市の 経済活性化に寄与する ことが大い に期待され るが ､
そ の 提供する労働の 質も魅力的で ある｡ 文化消費に対応 した サ ー ビ ス 労働 に比 べ て 技術
や能力を必要とする高い 質の 労働 ､ 高賃金 の職を提供する . また ､ 文化 ､ イ ノ ベ ー シ ョ
ン ､ 創造性等 のイ メ ー ジをもた らすこ とで都市の イメ ー ジを向上 させ ､ 投資先として も
魅力を加える とともに ､ 都市の 活性化 には不 可欠な都市住民 の自信やア イデ ンテ ィ テ ィ
の再構築にも つ なが っ て い るo さらに ､ シ ェ フ イ ー ル ドの 文化産業地 区や マ ンチ ェ ス タ
ー の ノ ー ザ ン ･ クウオ ー タ ー 等で 実証されて い るように都市 の物理的な再生 にも貢献 し
て い る｡
2) 文化産業地区
文化産業 の 導入 に よ っ て 都市再生 ある い は都市経済の 活性化を図る場合 に考えなけ
れ ぱならな い の は､ 文化産業を地方都市にお い て も誘導/ 育成できるか と い う問題で あ
る｡ 文化産業 の 中でも成長著 しい メディ ア 関連 の産業は ､ 日本 で は東京及 びその周辺 に
集中 して い る｡ 同様 に英国にお い て も ､ 創造産業全体で は 33%が ロ ン ドン及びそ の周
辺に集中 して い る15)｡ しか し､ 英国にお ける文化産業ある い は創造産業の地域的な分布
を僻略すると､ ロ ン ドン 及びそ の 周辺が立地上明 らか に優位 で あると して も ､ そ の他 の
地方にお い て も十分な規模の 文化産業が展 開して い る地域 や都市を見出す ことが出来
る｡ 例えば､ 中北部イ ン グラ ン ドにあり ､ 文化産業地区 を擁する シ ェ フ イ ー ル ド市は ､
市全体の 雇用に 占め る創造産業の割合は全体の 7.2%に達 して いる 16)o また ､ 中部イ ン
グラ ン ドのイ ー ス ト ･ ミ ッ ドラ ン ド地方 (Ea飢 M idlandsRegio n) にお い て は ､ 2000年 に
は､ 文化産業は地域全体の雇用の 4.3%を占めて い るが ､ そ の収益は地域 の産業平均よ
りはるかに高く ､ 地域全体 の 7.4%に達 して い る 17)o オ コ ー ナ ー によ ると､ 地方の 都市
1ヰ) こ の数字に は自営業者 (self･ e mployed) が入 っ て いな い ｡ しか し､ 文化産業における自
営業者の 比率が他産業に比 べ て高い こ とを考えると､ 文化産業の雇用総出力は もっ と高 い
と見 る べ きで あろう｡ なお ､ 文化産業の自営業者の比率 は ､ 1995年に は ､ 約 4 0% を占めて
い る (ArtsCo un cilof England,199, EmploJm e n(in theArts a nd CuZtu r alZndJStn
.
e S)o
15)D C M S, MLWingDo m m e nt20 0l.
16)Breton Hal, Couege of theUhiv ersityof the Leeds, Cultu ralin血stvba seZl
.
n e Stu4vYo ,kshi,e
a ndHu mbeisi& Regio n.
17)EastM idla ndsCre adv eIndu sdesPathflnderGro up, 2 001, Cre ativ elndu sbiesStudyPhasel,
Co m¢di乱
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が文化産業をめ ぐっ て ロ ン ドン と争う､ ある い はロ ン ドンに立地 して い る企業を奪おう
とする の はナ ンセ ン ス で あるとい うこ とになる 18)o グ ロ ー バ ル ･ シテ ィ であるロ ン ドン
は､ 都市 の ヒ エ ラル キ ー にお い て 英国の他の都市とは位置付けが異なり ､ 地方の都市が
放り組む べ き 臥 ロ ン ドン と連携して い けるような形 でその都市に見合う文化産業を育
てて い く こ となの で ある o
こ の ように､ 経験的に見て ､ 文化産業を地方の都市に誘導 し育成するこ とは決 して不
可能なこと ではない ｡ それ で は､ どうすれば可能なの で あろうか｡ 産業政策と して は多
様な支援メ ニ ュ ー が挙げられ るだ ろうが ､ 文化産業の 特性や都市再生と い う目的を考え
た療合に有効性が期待できる の 臥 こ こまで にもすで に名前だけは触れ て いる ､ 一 般的
に｢文化産業地区+ (c ulttualin血strie sdistrict) と い われる方策あるい は枠組み である｡
現在 ､ 英国で は､ シ ェ フ イ ー ル ド等における先駆的な事例の成功に触発され て ､ 多くの
文化産業地 区が誕生 し､ 実行され ､ またそ の成果に つ い て の 研究が行われて い る｡ 具体
的な政策の 分析は第3節にお い て事例の 分析の 中で示 されるが ､ こ こで 柱そ の考 え方に
つ い て概観 した い ｡
文化産業が存立 し､ 競争力を維持するために最も重要な要素は ､ 創造性やイ ノ ベ ー シ
ョ ン で ある｡ 創造性は､ 本来個人にその源泉が求められ るも の で あるため､ 組織的には
一 企業組織内に見 られるような垂直的､ 統合的な結び つ きで はなく､ 個人 , 企業､ 各種
団体等 の 主体間 の 柔軟で相互 に自立的なネ ッ トワ ー ク的な結び つ きにお い て生 まれや
す い と考えられ て い るo こ のネ ッ トワ ー ク を空間的な視点を交えて地域的ある いは都市
的なレ ベ ル で捉えた概念がクラス タ ー で ある｡ クラス タ ー とは､ ある 一 定の地理的範囲
内に集積された専門的な中小企業群が形成した地域的ネ ッ トワ ー クを指して おり ､ そ こ
で は ､ 生産の プ ロ セ ス は財やサ ー ビス ､ 知識 ･ 情報 の交換を通 じて 緊磨に結び つ い て い
ると想定されて い る｡ この ような場所性を有するク ラ ス タ ー の ダイナ ミズ ム は ､ A. マ ー
シ ャ ル の ｢産業地 区+ と い う概念に淵源を求める ことが出来る 19)｡ 後藤によれば ､ マ ー
シ ャ ル は､ 同種の 小企業の集積により形成され る地域を産業地区と呼び ､ そ こにお ける
相互作用 の 中で ｢産業的雰囲気+ と名づ けられた外部経済が生まれると論 じて い る ｡ そ
の後 ､ ピオ ー レ とセ ー ブル は､ そ の 著書『第二 の分水嶺』 にお いて､ イタリア北部にお
ける小企業群の フ レ キシプル な産業集積の分析を通 じて ､ マ ー シ ャ ル の 産業地区概念を
再構成 し､ イノ ベ ー シ ョ ン の源泉が大企業内部 の知識や技術 の集積で はなく ､ 地域 のネ
ッ トワ ー ク に存在する ことを指摘 して い る｡ さらに､ M . ポ ー タ ー は ､ 産業ク ラス タ ー
18)o
,
con no r,J･ , 199,
`TheCo mi butio n of thcCreativ eh dusbie s:K甲Iss u esfortheCo nfere n c e
,
,
inFleming,T･, M an chesterlnstituteforPopularCtlttlre, 乃 eRole ofLheCTe ative血血stn
･
esinLo cal
追Region al Dev elopm ent, Go v ern m entO qlC fo rYorkshire and thcHtl mber and theFonl m O n
Cre adv elndu sbies(F OCI),p. 1 0.
19)vandenBerg' V･ , Bra un,El and Van Wlnden, W･ ,200l, GTD WLhClu stersin Eu TDPe a n
MetTVPOlitan Citie s, As hgate, 後藤和子､ 2003年､ ｢創造的と試論 - の理論的アプ ロ ー チ 一 文
化政策学､ 文化経済学､ 経済地理学の視点から､ 蕩と関係性の概念を中心と して - +､ 文化
経済学会誌 15号 (3巻4号)｡
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とい う概念 を用い で､ グ ロ ー バ ル な競争にお い て優位性をもた らすの はイ ノ ベ ー シ ョ ン
を生み 出す地域的 にネ ッ トワ ー ク化 されキ企業群 の持 つ ロ ー カリ テ ィ で あ ると論 じて
い る2O)
こあように ､ クラ ス タ ー が文化産業を通 じた都市再生の 手段と して 注 目され る の は ､
クラス タ ー 概念が場所 の 持 つ 重要性を強調 して い るか らである｡ しか し､ 現代の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン技術が ｢空間的障壁 を絶滅させた+ 21)とい われ るように ､ 地理的範囲にこ
だわらない ネ ッ トワ ー ク の 形成を可能とさせ て い る状況 にお い て ､ なぜ場所性 ､ ある い
は地理的近接性が こ とさら意味を持 っ の で あろうか｡ 後藤は ､ ク ラス タ ー にお い て重要
なの は､ ｢情報の 自由な流れ ､ 付加価値をもた らす交換や取引 の発見 ､ 組織間で計画を
調整 した り協力を進 める意志､ 改善に対する強い モ チ ベ ー シ ョ ン である+ 22)と論 じて い
るが ､ それ らを支える の がフ ェ イ ス ･ トウ ･ フ ェ イ ス の 接触や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で あ
り ､ 相互 の信頼 である｡ ピオ ー レ とセ ー ブ ル 臥 こ の相互 の 信頼が ､ 同じ文化に属 し規
範や価値を共有 して い るこ とにより形成される ､ そ して 地理的近接性がそれを可能 にす
ると論 じて い る｡ こ う した環境の 中で ､ 貴重な情報が交換され ､ 暗黙知が共有され ､ 相
互 に刺激を受けるこ とに よ っ て ､ 新 しい アイ ディ アやイ ノ ベ ー シ ョ ン が生まれる の であ
る ｡ 文化産業にお い て は小企業や個人事業者が多 いた め､ 地 理的に近接 したネ ッ トワ ー
クがとりわ け重要と なっ てくる｡ しか し､ もちろんグロ ー バ ル なネッ ト ワ ー ク と の結び
つ きが必要ない わ けで はなく ､ ク ラス タ ー を通 じる こ とで グ ロ ー バ ル な生産や消費のネ
ッ トワ ー ク と結び つ く こ とが容易になるの である｡
クラス タ ー は地 理的近接性を 一 つ の 要件と して い るが ､ 必ず しもある特定の 空間的に
まとま っ た範囲を指す も の で はな い . また ､ 文化産業と 一 口に言 っ て も､ 先に見た よう
に多く の サブ セ ク タ ー か ら構成され てお り ､ それぞれ異な早ク ラス タ ー を形成 して い る
と考えられる｡ 文化産業地 区とい う 一 定の 空間的範囲を設 定するこ との利点は ､ こ の よ
うな多様 な文化産業の ク ラス タ ー を内包するこ とによりサ ブセ ク タ ー 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を活発化させ る こ とや､ た とえある文化産業のク ラ ス タ ー はそ の地区内には 一
部が拠点と して い るだ けで あ っ た と して も こ の地 区を通 じて そ の クラ ス タ ー 全体に刺
激を与えるこ と を､ 空間 の 持 っ 可視性の ため戦略的に行 うこ とが容易なこ とで ある ｡ ま
た ､ 同様 にその可視性 の た め､ ク ラス タ ー 内の協力関係には不 可欠なア イデ ンテ ィテ ィ
形成が図りやす い こ とも指摘 でき る｡ 文化産業地区は ､ 理念的には以上 の ような働きを
形成 し､ 文化産業 を発展させ ると考えられる の である｡
20) @ #ibid.
21)Harvey, D･ ,1989, TheCo ndido n ofPo st- m odemity,Bla ckw ell Publishe, (-1999､ 吉原直樹監
訳 『ポス トモ ダニ テ ィ の条件』､ 青木書店) .
22) 後藤ibid.
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3. 英 国 の事例 の 分析
前節で は文化による都市再生 を3 つ の 考え方 ･ 方法に整理 したo ここで 臥 その うち､
文化消費と文化生産の リ ン ク に つ い て は文化産業 によ る都市再生 と重なる部分がある
こ と及び適切な事例が見 つ か らな い こ とか ら省略し､ そ の他の 2 つ の考え方 ･ 方法に基
づ い て 具体的な英国 の文化による都市再生 の 事例を分析する ｡ したが っ て ､ まず ､ 文化
消費都市 - の脱皮を中心 にした文化による都市再生の 一 般的事例を分析 ､ 次に､ 文化産
業め誘導/ 育成に焦点を当て た都市再生の事例を分析するも の とする｡
(1) 事例分析の視点
本研究は､ 文化による都市再生 の基本的な考え方とそ の方法 の有効性を問うこと を目
的と しており ､ ある 一 定の成果を生み出すため の条件 (都市の置かれた状況 , 有 して い
る資源や位置付け､ 方策の あり方 ･ 進 め方等) を明らか に しようとするも の で ある｡ 事
例の 分析にあた っ て は ､ 資料 の制約の範囲内で可能な限り以下 の ような点を明 らか にす
る ｡
a. ア ク タ ー - 主な政策主体､ 文化事業者､ 関係者等
b. 事前の状況 - 経済的衰退状況等
c
. 具体的施策内容及 びプ ロ セ ス
d. ダイナ ミ ッ ク ス 一 文化産業地 区に つ い て は､ どの ようなダイ ナミ ッ ク ス が働 い
て い るか ､ あるい はその課題は何かを明らかにする
ら. 既存 の資渡 - その都市の 持つ 既存の 産業蓄積 ､ 歴史 ･ 文化資源等
f. 都市の位置付け - その都市の英国ある い はE Uにお けるヒ エ ラル キカ ル な都市間
関係における位置
g. 得られ た成果 一 文化消費都市と して の成功 ､ 新 し い産業の形成､ イメ ー ジ の 再
構築の成否､ 文化産業の 形成等
(2) 清貴志向政策を中心に した事例の 分析
1) 英国における文化による都市再生の状況及 び事例の選択
第 1節で見たように､ 英国で は 1980年代以降都市再生 に文化を用い る都市が増えて
きてお り ､ 現在で は､ ほとん どの 都市が何らかの形 で文化政策と都市再生と のリ ンク を
図っ て い るの で はな い か と推測する ことができる｡ そ の 中で焦点按文化産業政策に置か
47
れるようにな っ てきて い ると考えられ る｡
こ こで 取り上 げた い の は ､ か つ て 工業都市と して 繁栄 し､ 70年代後半以降の激 しい
脱工業化 の 波の 中で著 しい 衰退 を経験 した都市 の中から ､ 文化を都市再 生 の 手段と して
活用するこ と で ､ 文化消費都市と して の脱皮や都市の イ メ ー ジの 再構築にお い て 一 定の
成功を見た事例 である｡ この 点にお い て特に名高い グラス ゴ ー を事例と して取り上 げる｡
グラス ゴ ー を分析対象事例と して 選んだ の は､ 事例として ふ さわ しい 実演 を有 して い る
こと ､ こ の研究にお い て評価 を試みる に必要な資料が入手 できた こと の 2点に基づ い て
い る｡
2) 事例 - グラス ゴ ー (Glasgo w)
グラス ゴ ー は文化を政策的に用 い て都市再生 に成功 した都市と して 英国で最も有名
である｡ そ の成功によ っ て ､ 経済的衰退とそれに伴う高い失業率 , そ して ネガテ ィ ブな
イメ ー ジ か ら脱 して ､ 経済的にも活況 を呈する文化都市と して確立され つ つ ある｡
①人口 ､ 位置等の都市の概要
･ 人 口 :約 58万人 (2002年)
･ 地域の 中心都市と して , 都市圏人 口 180万人 を擁する.
･ ス コ ッ トラ ン ドの 南西部に位置 し､ ス トラス クライ ド地方 (stradlClyde Regio n) に
属する ｡
･ 産業的には ､ 工業都市と して発展 して きたが ､ 現在で は ス コ ッ トラ ン ド最大の都市
と して 首都 エ ディ ン バ ラ (E dinbu rgh) と並 ん でス コ ッ トラ ン ドの 経済 ､ 文化､ 観
光 ､ 商業にお い て 中心的な役割を果た して い る ｡
･ 政治的に は､ 20世紀 にお い て は労働党が市政を長く支配 してきた｡
②文化政策以前の 状況
グラス ゴ ー は ､ 18世紀初頭にそ の産業的発展の端緒を北アメ リカ と の タバ コ 貿易 で
開き ､ そ の 後織物 工業を中心と した繊維 工業､ 造船業を中心 と した重 工業が続き ､ 18･
19世紀を通 じて そ の 経済的繁栄を諏歌した 23). 主に織物 工業から創り出された富やそ
れ に付随 して発展 した科学的､ 物理的イ ン フ ラそ して 石炭や鉄鉱石 と い う地域的資源 の
存在が重工 業発展 の基礎を形成 した ｡ 19世紀には､ 造船業を中心に ､ 機関車､ ミ シ ン ､
23) 以下の記 射貫､ 主に次の 資料に基 づい て い るo b oth, P andBoyle, R , 1993, `Se 6Glasgo w,
se c･e d玩如
'
;inBian chiBi, F･ a lla Parkin s o n, M･ , CulturalPolio, m 2d th
･bm Rege n e ratio n - the West
Eu′由eqf2 呼 n
'
e n c e
,
M an che sterUhiv ersityPre ss.
48
鉄鋼 な どの 重工業が相互に関連 しなが ら発展 し､ 人 口 臥 1801年 の 77
,
000人 か ら､ 1851
年の 300, 00人 ､ そ して 第 一 次大戦前には 785
,
000人 に達した o 特に造船業は ､ ピ ー ク
時の 1913年には,英国の生産の 1 /3､ 世界の 生産の 1/5を挙げ､ 造船業自体で約 6万人 ､
関連する産業で約4万人の雇用を抱えて い た｡ こ の産業の繁栄を最大の 理由と して グラ
ス ゴ ー は当時 の英国で 最も失業率の 低い都市で あっ た｡
第 一 次大戦後 ､ グラス ゴ ー の経済は急速に悪化する o 大戦後 の不況 ､ 30年代の 恐慌
によ っ て ､ 重工業は世界貿易の沈滞に痛手 を受け､ グラス ゴ ー の経済は激 しく揺さぶら
れ る ことにな っ た｡ 1933年には､ 造船業 の生産高は 1913年 の ピ ー ク時の 7%にま で落
ち込んだ . 鉄鋼業も同様に影響を受け､ 失業率 臥 1930年には 30%に達 して い た. 第
二次大戦後は､ 戦後復興と冷戦 ､ とりわけ朝鮮戦争の影響を受け ､ グラス ゴ ー の経済は
大きく回復したo しか し､ 新 しい産業が台頭 して きたわけではなく､ 依然と して 造船業
をは じめとする重工業に依存して い た｡ 60年代には ､ 再び経済は長期下降傾向に転じ
た o 60年代､ 70年代を通じて 製造業は大きく衰退 し､ 造船業の雇用者数は 19iO年には
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,
000人 に縮小 ､ 製造業の雇用者全体で 1971年か ら 1983 年の間に45% 縮小 した. こ
の ようなグラス ゴ ー 経済の拡大 ･ 衰退の歴史的展開にお い て ､ 製造業の繁栄と人 口 の集
中を背景にサ ー ビス 産業が次第に拡大 し､ グラス ゴ ー の 中心部にお い て は ､ 周辺地域を
後背圏と して持 つ 商業地域が形成されて い っ た ｡ また ､ 経済的繁栄がもた ら した富を背
景に ､ 偉大な公共建築物や博物館,美術館､ 図書館などの施設が建設された｡
以上 が 80年代前半まで の グラス ゴ ー 経済の状況で あるが､ 脱工業化の 影響は明ら か
で ある｡ グラ ス ゴ ー にお い て 問題だ っ たの は ､ 古い 産業が衰退 して雇用を喪失 して いく
一 方で ､ 新しい産業が創造されなか っ たことで ある｡ こ の ような状況にお いて ､ 都市再
開発は､ 当初都市 の更新を狙 っ て都市周辺部 の住宅開発に重点がおかれ て い た｡ しか し､
1980年代に変わる頃､ 都市財政が逼迫 して い る状況にお い て新規投資で はなく既存ス
ト ッ ク の再利用に目が向けられるようになり ､ 次第に都心部の 重要性､ とりわけ芸術や
文化 - の ア クセ ス に恵まれて い るその衆境の 重要性を再認識するようになっ て い っ た ｡
③経過 - - }90年まで
80年代に変わる頃､ 経済の構造変容は明 らかで あり ､ これ につ い て の認識が グラ ス
ゴ ー の脱工業政策の 展開を開始させた 24)o グラス ゴ ー で は約40年にわた っ て政治的分
裂が顕著で あ っ たが ､ 新 しい 経済基盤 の追求は政治的分裂に橋渡しを し､ 市は ､ 当時の
ネオリ ベ ラ ル 的な政策 の趨勢ともあい ま っ て 民間セ ク タ ー を活性化させ る方向に乗り
24) 以下の記述は ､ 主 に次の 資料に基づ いて い るo b oth,Pa nd Boylc, R. ,199 3, 'g鋸 Glasgo w,
s e eC ulttq e'
,
inBian chini
,
F. a nd Parkins on, M . , Cultu ral Polio,land Urbm zRegen eratio n - the West
EufVPea n e堺 n
'
e n c e
,
M an chesterUhiv ersityPress;Bia n chini,F. , & ee nhalgh,i. andLandry,Cっ
199I,TheZmpo rtm 2Ce OfCulturefo rUrba nEco n o micDev elopm ent - 乃 eELK Ca geStu砂,Co m edia.
49
出 して い く｡ そ して脱 工業政策 の具体的な方法と して ､ 文化 を都市再生政策 に結び つ け
る ことが模索されて い っ た ｡
.グラス ゴ
ー の文イヒ政策 の 成果は､ 政策 のイ ニ シア テ ィ ブに基づく と い われて い る｡ そ
こには､ 各種 の行政団体や民間団体の 協力関係を見 るこ とが できる｡ ロ ー カ ル な主体と
して は ､ グラ ス ゴ ー 市庁 (Glasgow District Co un cil) やス トラス ク ライ ド地方自治体
(Strathclyde Regio nal Co un cil)､ 国家的行政機関の 地方組織と して ス コ ッ トラ ン ド芸術
協会 (sc otdsh A鵬 Co uncil)25)や ス コ ッ トラ ン ド開発機構 (Sc ottish Dev elopm entAgen cy)
2q
､ 公 共 - 民間 の パ ー トナ ー シ ッ プ団体で あるグラ ス ゴ ー ･ ア ク シ ョ ン(Gla sgo wActio n)
な どの 間で 一 連の文化政策やそ の 準備作業が展開されて い く こと になる｡ まず ､ 準備段
階にお い て は､ ス コ ッ トラ ン ド開発機構やグラス ゴ ー 市庁が中心 とな っ て都心部やイ ン
ナ ー ･ シテ ィ の 物理的改善事業を行 っ て い っ た ｡
80年の 選挙 で労働党が市故に返り咲い た グラス ゴ ー 市庁は ､ まず市 の イメ ー ジを再
構築する こ とが必要で あると認識する｡ 製造業の職 の 喪失 を補うために は､ 新規投資を
誘導 し､ 新 しい 産業を形成す るとともに ､ 関連するサ ー ビス 産業を拡大するためには ,
暴力や酔 っ 払い ､ 都市の腐敗と結び つ くようなグラ ス ゴ ー のイ メ ー ジ を変える必要が あ
つ た｡ こ こ に精力的な都市 マ ー ケテ イ ン グが展 開される こ とになる ｡ 1983年､ 民間団
体等の 協力も得て ､ グ ラス ゴ ー 市庁は グラ ス ゴ ー の 文化的イメ ー ジを掲げたグラス ゴ
ー ･ マ イ ル ズ ベ タ ー とい う広告キャ ン ペ ー ン (`Glasgow
'
s M ilesBette r'c ampaign) を展開
する｡ こ の キャ ン ペ ー ン は単なる都市の 誇大広告で はなく ､ グラス ゴ ー はそ の 芸術的 ,
文化的遺産を誇る べ きで あり ､ それ らを都市 の利益の ため に使う べき であるとい う信念
に基づ い て いた o マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キ ャ ン ペ ー ン と歩調 を合わせ て ､ 80年代前半は ､
個別 の プ ロ ジ ェ ク トやイ ベ ン トが進行 し､ 文化活動 の 重要なク リテ ィ カ ル ･ マ ス が形成
され て い っ た . 特筆す べ きプ ロ ジ ェ ク トは､ 1983年開設の バ レ ル ･ コ レ ク シ ョ ン博物
館 (Bu rrell Collection M u s eum) と同年に開始された芸術祭 ･ メ イ フ ェ ス ト (Mayfest)
で あろう｡ バ レ ル ･ コ レク シ ョ ン は世界的に も貴重な文化遺産や芸術作品 を所有 して い
る博物館 で あり ､ メ イ フ ェ ス トは翌 84年に は 100万人の ゲイ ジタ - をもた らすグラス
ゴ ー の年間最大 のイ ベ ン トとな っ て い る ｡ 1985年 には､ ス コ ッ トラ ン ド展示 ･ 会議セ
ン タ ー (Sc ottish Exhibitio nand Confer en c eCe ntre) が開館するo 既に グラ ス ゴ ー には､
25) 国家的に 1946年に設立された英国芸術協会 (B ritsh A,tsC. un cil) の ス コ ッ トラ ン ド支
部o 河島によると ､ 芸術協会は準公 共団体的組織で ､ 文化政策の推進主体で ある｡ 10 0%政
府からの 資金で 成り立 っ ており ､ そ の大部分を文化団体やプ ロ ジ ェ ク トに配分する (河 島
伸子 ､ 200 2年 ｢イ ギリス の文化政策+､ 上野征洋編 『文化政策を学ぶ人 のた めに』､ 世界思
想社)0
26)1975年.に ､.ス コ ッ トラ ン ド開発機構法 に基 づ いて設立された ､ ス コ ッ トラン ドの経済開
発を戦略的に推進する役割を担う独立行政酷人で ある｡ 具体的には ､ .ス コ ッ トラ ン ドに お
ける経済開発や都市再生 ､ 競争力強化､ 技能開発 ､ 雇用促進などをそ の役割と しており､
国からの 補助金 をその 裁量によ っ て ス コ ッ トラン ド内の様々 なプ ロ ジ ェ ク トに配分するo
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ス コ ツ テ ィ ッ シ ュ ･ オ ペ ラ ､ ス コ ツ テ ィ ッ シ ュ ･ バ レ エ ､ ス コ ッ トラ ン ド国立オ ー ケス
トラ ､ B B Cス コ ツ テ ィ ッ シ ュ ･ シ ン フ ォ ニ ー ､ 市民劇場 ､ そ の 他様々 な演劇団体など
の文化的資源が存在して い たため ､ 80 年代前半の 一 連 の プロ ジ ェ ク トやイ ベ ン トも加
わ っ て ､ 都市 マ ー ケテ イ ン グキこと っ て 重要な材料が形成され ､ グラス ゴ ー の文化的イメ
ー ジ の形成に大きく寄与する ことにな っ た｡
1980 年代半ばにグラス ゴ ー の 文化政策に関する調査が行われて い るo ス コ ッ トラ ン
ド開発機構 の委託により行われ た マ ッ キン ゼイ社 の調査が1984年と85年に発表される
が ､ そこ で は､ 文化供給の 奥深さや都市中心部の 開発ポテ ン シ ャ ル が認識され ､ 引き続
き都市中心部 の環貴を更新 し､ 質の 高い施設整備の 推進や文化活動の促進などを行 い ､
都市の イ メ ー ジをさらに改善 し､ ツ ー リ ズ ム 産業を拡大して いく ことが提案され た｡
1985年には､ グラス ゴ ー 市庁､ グラス ゴ ー ･ アク シ ョ ン ､ ス コ ッ トラ ン ド芸術協会及
び 1983年に発足 した大グラ ス ゴ ー 旅行委員会(Greate rGla sgo wTo uristBo ard)が共同 し
て グラス ゴ ー ー における芸術 の経済的重要性に関する委託調査を行う｡ そ の結果確認され
た の は ､ 文化ツ ー リ ズ ム が拡大すれ ばサ ー ビス 産業 の雇用がさらに増大するとい うこと
で あ っ た｡
こ の ようにグラ ス ゴ ー 経済における文化 の重要性があらためて確認され ､ 1980 年代
半ばには ､ 90 年の ヨ ー ロ ッ パ の 文化首都 (Eur ope anCapitalofCulttlr e) を目指 したキャ
ン ペ ー ン が開始される｡ 文化首都指名 の プ ロ モ ー シ ョ ン の 目的は ､ 英国内外の 人々 そ し
て グラス ゴ ー の市民にグラス ゴ ー が ｢活気があり､ 繁栄した大都市+ 27)で ある ことを示
す ことで あ っ た o 83年に始ま っ た マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キ ャ ン ペ ー ン によるイメ ー ジ ･ キ
ャ ン ペ
ー ン は､ 一 般に広ま っ て い たグラス ゴ ー の粗野 で物理的に魅力の ない イメ ー ジを
打ち破る ことに貢献 したが､ 今度の キャ ン ペ ー ン で は､ 文化的豊かさのイメ ー ジを広 め
る ことを狙 い として い た｡ こ うして ､ グラス ゴ ー の 文化政策は ､ 少なくとも 1990年ま
で は都市 の国際的なプ ロ フ ィ ー ル を改善するために使われる ことになる｡ 年間イ ベ ン ト
の ヨ ー ロ ッ パ 文化首都は ､ こ の ような目的に合致して い た｡ 指名を得た都市は､ 文化都
市を飾るた めの ふさわ しい文化イ ベ ン トを行うだけでなく ､ ｢ヨ ー ロ ッ パ の文化首都+
とい う権威のある称号を得るこ とになる｡ それまで に ヨ ー ロ ッ パ の文化首都をつ とめて
きた都市は､ アテ ネ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ ベ ル リ ン ､ パ リな ど既にそ の文化資産 ･ 活動に対
する国際的な評価が確立された都市で あっ たが ､ グラス ゴ ー の場合は, 文化首都と いう
称号 を､ 文化ツ ー リズム を備えた国際的な脱 工業都市として の名声を獲得するために使
用 しようと したの で ある｡
ヨ ー ロ ッ パ 文化首都 - の正 式な立候補は､ 1986年に ､ 数多くの 民間文化団体や公共
機関の支援を得て ､ グラ ス ゴ … 市庁とグラ ス ゴ ー ･ ア ク シ ョ ン の協同に よっ て行われ た｡
27)Bo oth
,
P a nd Boyle, R,1 993,
'SecGlasgo w, s e eC ultur e
,
,
inBia n chini
,
F･ andParkin s o n, M ･ ,
Cultu ralPolicya ndUrba nRege n e rati
'
o n - the WestEuTDPe a n expe rien c e, Man chesterU血iv e rsity
Pres s,p. 3l-2.
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ヨ ー ロ ッ パ 文化首都 の 指名を得る 目的は､ 既にこれま で の イ メ ー ジ構築活動によ っ て生
まれた勢い を維持する こ と ､ 市の様 々 な芸術活動に対する市 の 公的な マ ー ケテ イ ン グ綱
領を提供するこ と ､
:
既存 の組織的経験や共同作業を活用するとともに グラス ゴ ー の 文化
的発展 に対する意識や参加 を刺激する こと､ と示された ｡ この 立候補は､ グラス ゴ ー 市
庁によ っ て引き続き文化や芸術に対 して 支援を行うこ とを示すもの も で あっ た ｡ 1990
年と いう目標は ､ 既存 の パ フ ォ ー マ ン ス ･ イ ベ ン トの質 ､ 芸術文化団体 の活動､ 高い グ
レ ー ドの美術館の 数､ そ の他既存 の文化イ ン フ ラの質によ っ て 支えられ るも の であ っ た
た め､ それまで蓄積 され ､ 整備された文化施設や文化活動 ･ イ ベ ン トに加えて ､ 新たな
イ ベ ン トを加える必要が感 じられた ｡
1990年の文化首都年は ､ 英国内外か らの 大きな注目を浴び る こと ､ イ ベ ン ト ｡ ベ ー
ス で ある こと ､ 文化ツ ー リズム を惹きつ けるもの であるこ とが強く打ち出され た｡ グラ
ス ゴ ー は有力な文化資源 を持 っ て い る にもかかわらず ､ 旅行会社が ス コ ッ トラ ン ド ･ ツ
ア ー の企画 にお い て特に グラス ゴ ー を目当て に して は い な か っ たため ､ 大グラス ゴ ー 旅
行委員会と して は この凍れを変える必要があっ た｡ グラ ス ゴ ー は優れた文化事業を有 し
て い たが ､ メ イ フ ェ ス ト以外には国際的にア ピ ー ル できるようなもの はな か っ たた め ､
国際ジャ ズ ･ フ ェ ス テ ィ バ ル ､ 合唱祭 , フ ォ ー ク ･ ミ ュ ー ジ ッ ク& ダン ス ･ フ ェ ス テ ィ
バ ル などが新 しく創設された ｡ また ､ ア ー バ ンデザイ ン の観点から都市景観 の再整備 の
必要が認識され ､ グラ ス ゴ ー ･ シテ ィ ･イ ニ シア テ ィ ブと名 づ けられた事業が施行され ､
多く の 物理的改善が行われた o 1988 年には ､ それま でに はな い 国家的な規模のイ ベ ン
トであるグラス ゴ ー ･ ガ ー デ ン ･ フ ェ ス テ ィ バ ルが開催され ､ そ の成功はさらに グラ ス
ゴ ー の 新 しいイ メ ー ジを ､ とりわけ旅行者たちの 間で広 める こ とになっ た o 1989年に
は､ この 年新たにオ ー プ ン したセ ン ト イ - ノ ック ･ セ ン タ ー (St. Eno ch Ce ntr e)､ 新
交通博物館 (Ne w Museu m of Transport) を含 めて ､ グラス ゴ ー の博物館全体で 280万人
の入場者を数えたが ､ こ れは､ ロ ン ドン を別 にすれ ば､ 英国の どの 都市をも上回 っ て い
るo 1982年 で はグラ ス ゴ ー には約 70万人 の旅行者 しか来て い なか っ たが ､ 1989年には
230万人 にまで 上昇 して い る｡
1987年には ､ グラス ゴ ー は 1990年の ヨ ー ロ ッ パ 文化首都 - の指名が決定されるo 同
年､ 90年に向けて ､ グラス ゴ ー 市庁 にお い て フ ェ ス ティ バ ル ･ ユ ニ ッ ト (Fe stivalUnit)
が設立 され る｡ そ れは ､ 文化年 を目指 して既存の活動を コ ー ディネ ー ト及び刺激すると
ともに新たなプ ロ ジ ェ ク トを加え, グラ ス ゴ ー 市における文化活動の 基盤 を拡大させ る
ことを狙 っ たもの で あっ た ｡ こう して ､ グラス ゴ ー で は 90年に向けて 多くの文化関連
事業が展開され て い っ たが ､ グラス ゴ ー 市庁を中心に ､ ス トラス クライ ド地方自治体や
ス コ ッ トラ ン ド芸術協会か らの支出も加えて ､ 毎年約 2000万 ポ ン ドが文化関係の 支出
に当て られた ｡ これ に加えて ､ グラ ス ゴ ー ･ ロ イ ヤル ･ コ ンサ ー トホ ー ル (Gla sgo w Royal
Conce rtH all) の建設費に対 して ヨ ー ロ ッ パ 地域開発基金 (E R D F) か ら支援 を受けて い
る｡ 卯 年 の文化年当年には ､ 文化関係の 支出額は約5400万ポ ン ドに達して い る｡
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文化首都年 の成果につ い て は ､ まずそ の 短期的な成果と して は ､ 表 3 - 1 にあるよう
に期待されたツ ー リ ズ ム にお い て顕著な成凍を収めた とい うことができる. 数々 のイ ベ
ン ト､ パ フ ォ ー マ ン ス は合わせ て 900万人の観客を数えて い る｡ 文化年 の最大 の狙 い で
あ っ たイ メ ー ジ向上に つ い て も､ そ の成果が現れて い る｡ グラ ス ゴ ー 外部の 評価と して
は ､ ロ ン ドンやイ ン グラ ン ド南東部における調査で はグラス ゴ ー の ｢急速に改善され て
い る都市+ とい うイメ ー ジが文化年以前と比 べ て 15%上昇 して いる 28)o 内部の評価と
して は､ グラ ス ゴ ー 市民の 間で ､ ほとん どの人が文化年の プ ロ グラ ム はグラス ゴ ー のイ
メ ー ジを改善したと答えて おり ､ 61%の人 がそ の結果 ｢生活するの に楽 しい 場所+ にな
つ た と答えて い る 29). 生産面 に つ い て は ､ 1985年か ら90年にかけて ､ 文化産業がそ の
生産額を3･9% 増大させ て い るが30)､ こ の期間にグラ ス ゴ ー 市に投 じた年額2000万ポ ン
ドの 文化関係支出額の大きさや英国全体の文化産業 の成長率 (5%)を考えると ､ 決 し
て 高い数字とは い えな い ｡ グラ ス ゴ ー 市の こ こまで の文化政策はよくい われるように文
化ツ ー リズムを中心 と した消費志向の 政策 であり､ そ の成果は文化生産にはあまり結び
つ かなか っ た とい うことができよう｡
表3 - 1 : グラス ゴ ー 市の 1990年の旅行者数等
項目 人数/金額 (£) 対前年増漉比率
GGT B - の ゲィ ジタ - 605
,
065 ＋44%
電話リク エ ス ト 77,973 ＋71%
宿泊予約 57,828 ＋81%
宿泊予約の総額 71.32m ＋80%
チケ ッ ト販売総額 63.42m ＋364%
(原資料) Gre aterGlasgo wTomistBo ard,1991
出典 : Bian chini, F. andParkins o n, M ., Cultu ral Policy a nd U'ba nRegen eratio n - the
We stEuTVP a n eW e n
'
e n c e
,
Ma nchester Uhiv ersib,Press,p. 37.
2 8)centreforCultt -I PolicyRes e arch, Uhiv ersib, of Glasgo w,2 002, Medi
･
a Pa ck:Gla sgo w1990
EuTt)Pe a nCiO) ofCultu Te.
2 9)ibid.
30)ibid.
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表3 - 2 : グラス ゴ ー 市ヨ ー ロ ッ パ文化首都年の主な文化施設の 入場者数
文化施設 1 989年入場者数 1990年入場者数 増減実数 (人) 増減率%
Bu rrellColle ction 490,572 878,772 ＋388,20 0 ＋79.1
People
'
sP ala cc 345
,
59 466, 97 ＋12 l,13 8 ＋35.I
Kelvingo v e 1,041,3 92 1,016,92 1
- 2 4,47l - 2.3
Third Eye CerLtre 279,893 4 45,335 ＋16 5,442 ＋59.I
Hu nterianG allery 56,6 86 108,64 1 ＋5l,95 5 ＋91.7
Tr an sportM ns en m 633,551 535,938 - 9 7,613
- 15
.
4
Pollo ck甘otlS e 146,9 00 161,40 5 十14,505 ＋9.9
McLe 1la nGalleries N/A 129,731 N/A
Haggs Cistle 3 9,787 41,091 ＋1,304 ＋3.3
Pro v aJld
'
s Lordship 12 l,70 9 134,892 ＋13,183 ＋10.8
(原資料) Gla sgo w Mu s e u m s, 1991
出典 : Bian chini, F. and Parkin s o n, M. , Cultu ral Policy a nd Urba nRegen e rati
'
o n - the
WestEurDPe m eコ甲C T
･ie n c e
,
M an chesterUhiv ersityPress,p. 3 8.
以上の説明の 中に出てくる主な出来事 (イ ベ ン ト､ プ ロ ジ ェ ク ト､ 団体の設 立 ､ 調査
報告等) にこ の後言及する 90年以降 の 主な出来事を加 えて時系列に整 理すると ､ 次の
ようになる ｡
[1980年以降の 文化的都市再生政策に関する主なで きごと〕
1981年 グラ ス ゴ ー 市庁 ､ 最初 の経済開発計画を策定
1983年 大グラ ス ゴ ー 旅行委員会発足
マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キャ ン ペ ー ン 開始
バ レ ル ･ コ レク シ ョ ン 開館
メイ フ ェ ス トこ の年より開始
1985年 ス コ ッ トラ ン ド展示 ･ 会議セ ン タ ー 開館
1986年 1990年 ヨ ー ロ ッ パ 文化首都 - の 立候補
1987年 ヨ ー ロ ッ パ 文化首都の指名 を受ける
1988年 ガ ー デ ン ･ フ ェ ス テ ィ バ ル 開催
1989年 セ ン トイ - ノ ック ･ セ ン タ ー 及 び新交通博物館開館
1990年 ヨ ー ロ ッ パ 文化首都年
グラ ス ゴ ー ･ ロ イ ヤル ･ コ ン サ ー トホ ー ル 開館
1991年 グラ ス ゴ ー ･ ア ライ プ ･ キ ャ ン ペ ー ン 開始
グラ ス ゴ ー 開発機構設立 (ス コ ッ トラ ン ド開発機構より分立)
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1996年 グラス ゴ ー ･ ヴィ ジ ュ ア ル ･ ア ー ト イヤ ー の開催
モ ダン ･ ア ー ト美術館開館
1999年 英国建 築及 びデザイ ン都市年
プ キヤナ ン ･ ギャ ラリ ー ･ シ ョ ッ ピ ン グセ ンタ ー 開業
④その 後の 展開及び経済デ ー タ
ヨ ー ロ ッ パ文化年はイ ベ ン トや文化施設 - の 入場者数､ グラス ゴ ー 市 - の旅行者数な
どの 短観的な成果だけで はなく ､ グラス ゴ ー の ｢文化首都+ と して のイメ ー ジを内外 に
大きくア ピ ー ルすると いう成果をもたら した｡ そ の 点にお いて 文化首都を中心と したイ
メ ー ジ ｡ キャ ン ペ ー ン は成功で あっ たと い えようo そ の後 90年以降の 特筆す べ きプ ロ
ジ ェ ク トやイ ベ ン トと して は､ 91年に新たなプロ モ ー シ ョ ン ･ キャ ン ペ ー ン で ある グ
ラ ス ゴ ー ･ アライプ (Glasgo w
'
s Aliv e c a mpaign) の 開始､ 96年にグラス ゴ ー ･ ヴィ ジ ュ
ア ル ･ ア ー ト ･ イヤ ー (Gla sgo wYe a r of VisualJh s)の 開催と モ ダン ･ ア ー ト美術館(G dle ry
of Mode rnArt) の 開館 ､ 99年に は英国建築及びデザイ ン都市年 (UKCityof Archite ctur e
and Design) の 実行とス コ ッ トラ ン ド最大の シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー で あるプキヤ ナ ン ･
ギャ ラリ ー (BtlChan an Gallerie s) の オ ー プ ン な どが挙げられる
31)
o また､ 90 年 の文化
年 の経験か らグラス ゴ ー の文化や経済に長期的な影響をもたらすようなイ ン フ ラ整備
が引き続き行われた｡
99年の英国建築及びデザイ ン都市年は ､ 文化年以 降の最大のイ ベ ン トで あり ､ グラ
ス ゴ ー 市庁や 1 9 1年にス コ ッ トラ ン ド開発機構か ら分立 した グラ ス ゴ ー 開発機構
(Gla sgo wDev elopm entAge n cy)､ ス コ ッ トラン ド ･ デザイ ン (Scottish Design)､ 地元 の
デザイ ン企業や商工団体な どが中心となっ て パ ー トナ ー シ ッ プを組み､ その 主導 の もと
1年間にわた っ て 300にも上るイ ベ ン ト､ エ キシ ビシ ョ ン ､ ワ ー クシ ョ ッ プが開催され
た｡ 文化年がグラス ゴ ー の文化的イ メ ー ジの創造を第 一 の 目的と して いた の に対 し､ こ
こで は ､ より具俸的に､ デザイ ン ､ 創造性､ 表現にお ける革新の都市として の イメ ー ジ ･
プ ロ モ ー シ ョ ン を狙 い ､ イ ベ ン トを文化ツ ー リズム だけで なく文化生産に結び つ ける試
み を行 っ た 32)o イ ベ ン ト､ エ キシ ビ シ ョ ン ､ ワ ー ク シ ョ ッ プを通 じて グラス ゴ ー 市にお
けるデザイ ン等 の創造的活動に刺激を与 え､ 創造的な文化資本形成の 契機となる ことを
目論んだ の である｡
こ こまで の 活動の成果につ い て ､ 関連する経済デ ー タ を拾うと次のようになる
ヨ3)
｡ ま
31)Glasgo wCityCo un cil ホ
ー ム ペ ー ジ､ 2003,fa ctshe et1:thelastl OOJQ - S,fa ctsheet9:tourism
a ndc ultu re.
32)Fle m lng,T. , M an chesterlnstitutefo rPopularCultu re, 1999,ICISS Repo rt
- Lo calCultural
Indu striesSup portSe wic esin the UK:ITo w mdg aModelofBestPra ctici, p･ 47･
33) 以下の記述は主に次の 資料に基づく o OE C D, 2002, Urba nRe n aiss a nc eGlasgo w.･ Lesson s
fo rIn n o v ation a nd Imple m entatio n, O E C D Public atio n s･
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ず､ 経済全体で は､ 1981年 の雇用者総数 361,000か ら､ 193年 の 308,70 - 一 旦 下が っ
たもの の ､ 2002年には 378,000人に増加 して い る. ただ し､ 人 口 は こ の 間 ､ 1981年の
774
,
000人 から 2002ヰ の約 580, 00 人にまで低下 して い るo 失業率 は過去 10年間で
10.3% 低下し､ 2002年には ､ 約 6%とな っ て い る｡ 失業率 の改善は大きい も の の ､ 英国
平均と比較するとなお 高い 水準に と どま っ て い る (202年の 英国 の 平均失業率2.4%)
の は､ グラス ゴ ー 近傍に住む人たちに仕事が奪われて い る こ とが大きな原因で ある 34)0
産業構造は80年代以 降の 20年間に大きく変化 して い る. サ ー ビス 産業はそ の雇用者数
の全産業に占める比率にお い て ､1981年の 68%から 2001年 の 84% - と増加 して い る ｡
特に顕著なの は ､ 金融 ･ 保険､ ビジネス ･ サ ー ビ ス ､ 公共 サ ー ビ ス 等で ある｡ 文化政策
が直接的に関係する ツ ー リズ ム産業は､1999年には全産業 の 7%の 雇用を占めて い る 35).
1995年から 99年にか けて ､ 英国内か らの旅行者は 50%増加 ､ そ の 支出は 31% 増大し
て おり ､ 同 じ期間に海外か らの旅行者の 支出は5%増大 して い る
36)
o
こ の サ ー ビス 産業
増加 の傾向は O E C D諸国に共通する傾向で あるが､ グラス ゴ ー はこ の凍れにうまく乗
つ て こ の 20年間に 工業都市か ら脱工業都市に大きく脱皮 した と い うことが できる｡
注目す べ きは ､ グ ラス ゴ ー - の 新しい 投資によ っ て 雇用が生み出され て い る ことで あ
る｡ 1992年から 2000年 の間に 102件の 国内か らの投資が あり ､ 20,000人 の雇用 (主に
金融 ､ 通信等)を生み 出 して い る｡ 海外からの投資も 1990年代後半か ら始ま っ て い る｡
グラス ゴ ー は ､ 新企業形成におい て も英国内 5 番目と い う高い 位置に置かれて い るo
1995年か ら1999年 ま での 間に コ ン ピ ュ ー タを基礎とする産業にお い て 企業数が 270か
ら505- 増加 してお り ､ 今後も こ の 分野にお い て 2003年ま で に16,000人の雇用増が予
測されて い る｡ こ の ような新 しい産業の 発展を反映して ､ グラ ス ゴ ー で は都心を中心 に
オフ ィ ス 開発が盛んにな っ てきて い るo 2001年の総オ フ ィ ス 面積は 2,109千 m
2
で あり ､
そのうちの l,379千rd が都心部に立地 して い る.英国や その他先進国 の趨勢を反映 して ､
知識集約型高付加価値産業も拡大 して い るが ､ 一 例と して ､ バ イ オサイ エ ン ス 産業は
1995年か ら 1999年の 間25%生産拡大 して い る｡ 製造業は全体的には大きく縮小 し､ 雇
用は全産業の 9.5%､ 付加価値総額 は.13%となっ て い る｡
⑤評価
こ こまで見て きた グラ ス ゴ ー 市の文化 による都市再生の 試みを どう評価 した らよ い
だ ろうか｡ まず､ グラ ス ゴ ー 市 の文化政策 におい て 80年代を通して最大 の 目標とな ･3
34) 戦後英国で顕著で あ っ たカ ウン タ ー ･ ア - バ ニ ゼ - シ ョ ン (都市からの人 口流出) とい
う現象自体は終息 したとも いわれ ､ イ ン ナ ー ･ シ テ ィ などにお い て居住者層 の 富裕化が見 ら
れるが､ しか し依然として裕福な階層が都市の郊外等縁辺 部に居住し､ 都市の 内部には エ
ス ニ ッ クなグル ー プや貧困層が集中するとい う全体的な見取り図に は大きな変化がなし｢｡
35)Glasgow CityCo血 cilホ ー ム ペ ー ジ､ 20 03,fa ctshe et9:to u ris m Lmdc ult m .
36)ibid.
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て い たの は､ グラ ス ゴ ー 市のイ メ ー ジ の再構築とそれ に合わ せたプ ロ モ ー シ ョ ン による
文化ツ ー リ ズ ム の振興で あ っ た｡ 前節で 見たように､ イメ ー ジ戦略は､ 2 つ の効果を狙
つ て い るo 一 つ は ､ 直接的な効果となる文化消費を拡大させる こと､ もう 一 つ は､ 資本
や人材を惹き つ け新 しい 産業を形成するこ とである｡ 整理する と､ 検討 しなけれ ばなら
ない の は､ イメ ー ジ再構築の 成果自体の 評価､ 文化ツ ー リ ズ ム を中心と した文化消費の
拡大に つ い て の評価､ 新しい イメ ー ジ の構築等を通 じた新 しい 産業の形成に対する評価
の 3 つ で ある｡
a. イ メ ー ジの 創造
まず ､ イメ ー ジ創造につ い て は ､ 多く の評者の 間で その 大きな成果が認 められて い る｡
グラス ゴ ー の外部にお い て新 しい 文化的イ メ ー ジを構築 した ことだけでなく ､ グラス ゴ
ー 市民 の間で新たなアイデ ン テ ィテ ィを構築し､ 自信を創り上 げたこと ､ 自分た ちの都
市 - の愛着をかきたて た ことの意義は大きい ｡ それには ､ 83年の マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キ
ャ ン ペ ー ン の 勢い を利用 してすかさずヨ ー ロ ッ パ 文化都市指名 の キャ ン ペ ー ン に乗り
移 っ た こ と､ そ して 90年 の文化年に向けて ､ グラ ス ゴ ー 市庁が中心にな っ て数々 の 団
体とパ ー トナ ー シ ッ プを組み ､ 文化施設 の整備､ 文化活動の 振興､ 都市景観の改善､ 都
市イ ン フ ラ の整備を行 っ て い っ た こと の 2点が大きく貢献して い ると思われる ｡ もとも
とグラス ゴ ー には ､ 産業革命以来蓄積された 富や活動実績が有形の文化財や無形の文化
活動と い う形で市内に残されて いた が､ それまで有効には活用されて い なか っ た｡ イ メ
ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ン によ っ て ､ グラス ゴ ー 市民自体が､ こ の ような文化資源を再発見､
再認識 し､ 新 しくイ メ ー ジ再構築や文化都市として の 実態構築に つ なげるこ とができた
の で ある｡ 新 しい イメ ー ジ の 姿に対 して は ､ 文化年の プロ グラム が本来｢労働者の都市+
で ある グラス ゴ ー にはふ さわ しくない ､ グラ ス ゴ ー の産業の歴史が 一 連 の絵画的文化に
壊小化されて いると い う批判 の声もあが っ て い る 37)｡ とりわけ､ クライ ド地 区や造船業
の歴史を題材に したイ ベ ン トであるザ ･ シ ッ プ (T heShip) をめぐっ て ､ 都市の遺産が
どの ように説明される べ きかにつ い て の広範な議論が起こ っ た｡ 誤 っ たノス タル ジ ッ ク
なイ メ ー ジをかきたて て い るとい う批判もあっ たが ､ 文化年における最大の演劇イ ベ ン
トで あっ たザ ･ シ ッ プは､ 市民 の間に議論を巻き起こすことで かえっ て都市の アイデ ン
テ ィ テ ィ を活性化 し､ 目的感､ 工芸 ､ 技術､ コ ミ ュ ニ ティ ､ 誇りなどの重要な都市 の記
憶を強化するこ とに貢献 したとい われて い る38)｡
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b. 文化消費の拡大
次に ､ 文化消費に つ い て は､ 文化都市のイメ ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ンと結び付けて 政策的
に展開された文化ツ ー リ ズ ム を中心と して 文化消費は大い に拡大 した ｡ こ の 点は､ 先述
した通 り ､ 博物館 の 入尊者数が英国内で はロ ン ドン に次ぐこ と ､ ツ - リ ズ ム 産業が グラ
ス ゴ ー の全就業者数の 7%を占める こと ､90年の文化年以降も旅行者数が増大 して い る
ことなどか ら明 らか で ある｡ グラ ス ゴ ー は､ ス コ ッ トラ ン ドにおける ツ ー リ ズム の 目的
地と して ほぼ確立された と い うことが できよう｡ 課題 と して は ､ グラ ス ゴ ー の文化政策
が消費志向に偏りす ぎて お り ､ 文化消費 の拡大を生産基盤 の形成に結び付けられ なか っ
た ことが指摘されて い る｡ その ため ､ 文化消費の拡大はツ ー リ ズ ムや レ ジャ ー の ような
サ ー ビ ス 産業を成長させた が ､ そ こ で は技能を必要 とする職で はなく ､ 労働 の質 の低 い
仕事や臨時的な仕事､ パ ー トタイ ム が増加 した o とりわ け､ 90 年の文化年は文化産業
開発の チ ャ ン ス を逃 した と い われて い る
39)
. しか し､
一 連 の 文化的イ ベ ン トやプ ロ ジ ェ
ク トに よ っ て ､ 地域的に有能な人材が発掘され ､ これ を育て それ にふ さわ しい仕事を創
り出すこ と ､ 流通や生産過程を創り 出す こと の 必要性が明確に認識され る こと にな っ た ｡
また ､ 文化年の 成功とそ の 後の グラス ゴ - の文化都市と して の確立 は ､ 文化生産者 の 間
にお い て グラ ス ゴ ー の文化的ポテ ン シ ャ ル に対する関心 を呼 び起 こす こ とにも つ なが
っ て い る｡ そ の 後 ､ 99 年 の英国建築及 びデザイ ン都市イ ベ ン トで は､ デザイ ン等の ロ
ー カ ル な創造的活動を刺激 し､ 創造的な文化資本の形成 を目指す試み を行 っ た｡ 現在で
は､ デジタ ル ･ デザイ ン ･ キャ ン パ ス (Digital Design C ampu s) やテ レ ビ局 の チャ ンネ
ル 4 (Chan n el4) が主導す るリサ ー チ ･ セ ン タ ー (Rese a rch Ce ntre) 等の 文化産業地 区
に近 い試み も行われて お り
40)
､ 文化生産に つ いて も今後の発展が期待 され る.
ら. 新しい 産其の形成
最後に､.新 しい 産業の形成に つ い て考えて みたい ｡ 優れた生活環境が提供する生活の
質やそ のイ メ ー ジ 柱､ 文化 ､ 知識 ､ 感性等 を重要な生産要素に もちデジタ ル 技術等を駆
使する文化産業を中)b とする新 しい 産業やそ こで働く人々 を惹き つ けるた めに重要な
要素で ある と考えられて い るo グラ ス ゴ ー の 一 連のイメ ー ジ戦略や文化政策に伴 っ て 生
活環境を改善 して い っ た こ とにはこ の ような狙 い も含まれて い た ｡ しか し､ こ の点に つ
い て は ､ 新 し い投資の 増加やオ フ ィ ス の 増加 が文化政策と どう碍び つ くか に つV｢て 明確
な関係を捉 える ことは できない ｡ だが ､ 先述 した最近の グラ ス ゴ ー 市 の 経済デ
ー タを見
れば､ 見えてくる の は､ か つ て の 重工業 の没落が経済だ けで はなく社会全体に重く の し
39)ibid.
40)Fle m l ng,T. , M an chesterln stituteforPopularCultur e,1999,ICISS Repo rt l o c al Cultu ral
Industrie sSuFPO rtSe wic esin the UK: To w wds aModelofBe stPra ctic e, p･ 4 8･
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か かり ､ 企業も人 も逃げて い く グラス ゴ ー ではなく ､ 新規投資の増加や新企業の創造な
ど活気を帯び ､ 常に 変化 して いく新 しい グラ ス ゴ ー の 姿で ある ｡ もちろん ､ 英国経済全
体の 浮揚や グラス ゴ ー 市内 の そ の他 の政策 ･ 活動による影響も考慮しなけれ ばならない
ため､ 文化政策が どれだけ貢献 したか を特定することは出来ないo しか し､ イメ - ジ構
築をは じめとする 一 連の 文化政策がグラ ス ゴ ー にお い て ｢沈滞+ から ｢創造+ - と い う
流れ を起こ した こ と､ こ の 凍れがなけれ ば経済の創造的な動きも生まれ なか っ た こ とは
否 めない の で はない か ｡
①成果に つ い ての 考察
以上見て きた ように､ グラ ス ゴ ー 市 の文化を使 っ た都市再生 は､ 一 定程度の成功を収
めた と評価するこ とができる o で は､ そ の成功の 要因は何に求めればよ い であろうかo
考えられ る要因と して は､ 政策 の 主体､ 一 連の 政策の プロ セ ス 及 びそ の 戦略性 ､ 都市の
歴史的資産､ 都市の地理的ポ ジシ ョ ン が挙げられ る｡ それぞれに つ いて 考察を試みた い ｡
乱 政策の主体
政策は ､ イ メ ー ジ ･ キャ ン ペ ー ンを始めと して グラス ゴ ー 市庁が中心的な役割を担 っ
てきた が ､ 多く はパ ー トナ ー シ ップを形成 して行われ て い る｡ 現在英国の 多く の都市再
生事業はパ ー トナ ー シ ップに基づ い て行われ て い るが ､ グラス ゴ - は比較的早 い時期に
行われ た先駆的なケ ー ス で ある ｡ パ ー トナ ー シ ッ プは単に民間の 活力を引き出すと いう
意味で の 民間と公共 の 間だ けではなく ､ 文化による都市再生 を進 める上 で必要な機能間
の連携を形成するた めに､ 異なる目的､ 事業領域の団体の 間で形成され て いる｡ 開発事
業は主にグラス ゴ ー 市庁とス コ ッ トラ ン ド開発機構 (後にグラ ス ゴ - 開発機構) の領域
で あ っ たが ､ ほ とん ど文化や ツ ー リズム等を専門とするス コ ッ トラ ン ド芸術協会や大グ
ラ ス ゴ ー 旅行委員会等とパ ー トナ ー シ ッ プを組んで事業を進めて いる ｡ 基本的に ､ 文化
と都市再生と い う異なる領域 にまたがる取り組みで あ っ たため ､ この ような形の パ ー ト
ナ ー シ ッ プは必須で あっ た とい えようo
グラ ス ゴ ー 市の パ ー トナ ー シ ッ プがそ の 文化的都市再生 にお い て 成果を上 げられた
ことは ､ 政治的 コ ンセ ンサ ス に基礎づ けられており､ そ の ためス ム ー ズな政策運営が可
能だ っ たと指摘され て い る｡ 英国の 80年代前半は ､ 都市政策の あり方をめぐっ て ､ ネ
オリ ベ ラ ル な政策を押 し付けようとするサ ッ チ ャ ー 首相 の保守党中央政府と ､ 既存産業
の 労働者 の利益 に対して 擁護的な労働党がイ ニ シ ア テ ィ ブ を取 っ て い る自治体との 間
で激 しい葛藤があり ､ その 葛藤を反映 して自治体内部にお い て も コ ン セ ン サス が待られ
にく い 状況にあ っ た. グラ ス ゴ ー にお い て は､ 経済的衰退が非常に激しく ､ しか も長期
にわた っ て い た ことか ら､ もはやグラ ス ゴ ー の産業を取り巻く構造変動は明らかで あり ､
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造船業な どの既存産業 の 再生 ではなく ､ 新 しい産業 - シ フ トす るこ とが グラ ス ゴ ー 経済
の 再生 に つ なが ると い う認識 が共有されやす か っ た こと が政治的 コ ン セ ンサ ス をもた
ら したとい うことが指摘で きる｡
b. 政策の戦略性及び政策プロ セス
グラス ゴ ー の 一 連の都市再生政策は､ 都市全体にわたる戦略なき政策 で あ っ たと い わ
れて い る
41)
. 個別 の 政策 ･ 施策 の集合体が80年代以降の とりわけ10年間に展開 して き
た都市再生政策を構成 して い るとい うの で ある｡ 文化的な都市再生政策 にお い て も当初
手探り的にと られた 手段 で あ っ たた め､ 全体の 戦略性に欠けると ころが あ っ たもの と思
われる ｡ こ の ようなピ ー ス ミ ー ル 的方法は ､ 個別プ ロ ジ ェ ク ト自体に はダイナ ミズム を
与えるも の で もあ っ た ｡ しかも ､ 戦略的調整が弱か っ たが ゆえに当時新 しか っ た文化的
政策に重点的 に予算 を振 り向ける ことが できたと考える こ とが でき る. しか し､ 83 年
以降の マ イ ル ズ ベ タ ー ｡ キ ャ ン ペ ー ン や 80年代半ば以降の ヨ ー ロ ッ パ 文化首都指名 の
キャ ン ペ ー ンな どは ､ それ自体にお い て 強い 戦略性と文化的都市再生 に関わる主体間に
おける統 一 された明確な目標を持 っ て い た｡ これ らの キャ ン ペ ー ン の 強 いイ ニ シ アテ ィ
ブのもと で ､ グラ ス ゴ ー 市 の エ ネ ル ギ ー や資源を集中的に文化に投下 して ､ 数々 の文化
施設 の整備 ､ 歴史的文化遺産 の再発見､ 都市の 景観やイ ン フ ラの整備 ､ 文化活動 の刺激
策などが統合的に進 められて い っ たの で ある｡ イメ ー ジ ･ プ ロ モ - シ ョ ン を主目的にす
る文化キ ャ ン ペ ー ン が主体となっ て 政策 を誘導 し､ それ を具体的に支える材料と して 文
化界嫁が整備され ると い う形で ､ グラ ス ゴ ー の 文化都市と して の 実体は強力なイメ ー
ジ ･ キャ ン ペ ー ン に よ っ て形成されて い っ た とい うこ とができ る｡
グラ ス ゴ ー のイ メ ー ジ戦略の 成功は､ その先駆性とタイ ミ ン グ の よさにも求められ よ
う｡ グラ ス ゴ ー の 文化政策 はア メリカ の都市をモ デル に して い るとい われるが ､ 都市の
イメ ー ジ の再構築を試み る とい うの は英国で は 80年代初頭にお い て はまだ珍しか っ た o
しかも ､ マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キ ャ ン ペ ー ンが
一 定の成果を生み つ つ ある頃､ ヨ ー ロ ッ パ 文
化首都 - の 立候補が大きなテ ー マ と して 出現 したと い うタイ ミ ン グの よさが ある ｡ しか
し､ これ を千載 一 遇の機会と捉え､ それま で は既に文化都市と して の 評価が確立された
都市が つ とめて きた ヨ ー ロ ッ パ 文化首都をイメ ー ジ ･ プ ロ モ ー シ ョ ン に利用するた めに
立候補する こ とで ､ マ イ ル ズ ベ タ ー ･ キ ャ ン ペ ー ン の勢 い を新たなキ ャ ン ペ ー ン に載せ
て い っ たグ ラス ゴ ー 市の 洞察力や努力も高く評価される べ きで あろう0
41)OE C D
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ら. グラス ゴ ー 市の歴史的遺産
グラス ゴ ー は､ 都市のイ メ ー ジ再構築の 必要性が認識された80年代初頭にお い て は､
もはや時代遅れ の重工業とい う負 の遺産を抱えて い ると い うイメ ー ジがあ っ たが ､ 産業
革命以来の 長い 工業化の 歴史を体現して い るだけに ､ その 間に蓄積された資産は非常に
豊か で優れたもの がある｡ まず､ 有形資産と して ､ 主に 19世紀の グラス ゴ ー 経済の繁
栄時代に蓄積された 富が美術館､ 博物館 ､ そ してそ の コ ン テ ン ツ と して の様々 な コ レク
シ ョ ン 42)､ い まとな っ て は｢歴史的+と評価されるような優れ た建造物等を残 してきたo
また ､ 最近にお いて は､ 工場や倉庫 ､ 作業施設､ 生産機械類等 の産業遺産が歴史的遺産
として評価され るようになっ てきたため､ グラス ゴ ー の文化遺産はい まや膨大なもの に
な っ て い るo 建築やデザイ ン につ い て は､ 19世紀末か ら20世紀初頭にか けて活躍した
マ ッ キ ン トッ シ ュ の業績やそ の影響も忘れ られない ｡ また､ 産業の発展の歴史が持ち込
んだ異なる文化がグラス ゴ ー に コ ス モ ポリタ ン 的な文化の 多様性をもた らして おり 43),
グラス ゴ ー の 一 つ の魅力を形成 して い る. 無形資産と して は､ 長い 工業の伝統によ っ て
労働者に蓄積された優れた技術や技能を挙げる ことができるが 44)､ この ような技術､ 技
能は現在で は手 工業的な文化生産に貢献して い る｡ 最後に言及 した いの は ､ グラ ス ゴ ー
市民の 間に残 っ て い る過去に対する感覚 (s en sitivity) で ある
45)
｡ グラス ゴ ー には都市
の伝統に対する強い こだわりや都市の ア イデン テ ィテ ィ があると いわれて いるが ､ 長い
経済的停滞によ っ て揺ら い で いた ､ ある い は埋もれ て い た これ らの感覚が､ イメ ー ジ戦
略を主導とする文化政策によ っ て 呼び起こされ ､ 時には文化年 の ザ ･ シ ッ プとい うイ ベ
ン トに見るように大きな論争を巻き起こ しながら､ 新 しく蘇生し､ グラス ゴ ー の都市再
生 を推進する準拠点と して機能 した の で はない だろうか ｡
d. グラス ゴ ー 市の地理的ポジシ ョ ン
これ につ い て は､ 文化的都市再生 の 成果と の 関連を読み取れ るような資料がない た め
判断が困難で あるが ､ 英国にお ける約 60万人とい う人 口規模とス コ ッ トラ ン ド経済の
中心的な地位にある ことがポ ジテ ィ プに関連して い る ことは明 らか で あろう｡ 文化消費
の拡大や新 しい 産業 の形成にお い て ､ そ の人口規模やス コ ッ トラ ン ド経済の中心的地位
にあっ た こ とで ､ 他の ス コ ッ トラ ン ドの都市や英国内の近傍地域の都市に比 べ て有利な
条件を得て い る ことは否めない の で はない か｡ ただ し､ 長らく衰退地域と見られ てきた
42) バ レル コ レク シ ョ ンもそのうちの - つ で あるo
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ス コ ッ トラ ン ドに位置 して い る ことは ､ イ メ ー ジ形成や新 しい 産業の 投資を誘導するに
は マ イナ ス に働 い たも の と思われ る｡
3) その 他
ブラ ッ ドフォ ー ド (Br adfo rd
ブラ ッ ドフ ォ ー ドは ､ グラ ス ゴ ー とともに ､ 文化政策に よ っ て都市再生に成功した都
市と して知られて い るo イ ン グラ ン ド中北部 ､ ヨ ー ク シ ャ - & ハ ン バ ー 地方 (yo rkshir e
and the Hu mber regio n) の 中核都市 の 一 つ で あるo 人口 は約49万人 (1998年) を数え ､
現在増加中で ある ｡ ブラ ッ ドフ ォ ー ドもこ の地域 の ほ かの都市と同様に ､ 産業革命以来
工業都市と して発展 して きたが ､ 1970年代以降激 しい衰退 に見舞われた . 現在で は ､
従来の織物工業や エ ン ジ ニ ア リ ン グ工業 - の依存か ら脱却 して ､ 産業基盤 の 多角化を推
進 して い
.
る ｡
ブラ ッ ドフ ォ ー ドの 都市再生 - の 文化的ア プロ ー チ は､ 基本的にグラス ゴ ー と同 じラ
イ ン に立 つ ｡ イメ ー ジ戦略を基本に して ､ 魅力ある環境をア ピ ー ル し､ 新 しい 産業形成
の ため の投資を惹き つ けようとするもの で ある46)｡ や はり具体的な施策 の柱となるの が
ツ ー リ ズム で あり ､ 文化政策 はツ ー リ ズ ム を旗艦的なプ ロ ジ ェ ク トの 開発に結び付ける
形 で 展開され て い っ た ｡ 1979年 ､ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド市庁 は ､ ｢ミ ス ･ プ レ イ カ ー +
(Myth bre aker :神話破り) と い う､ ブラ ッ ドフ ォ ー ドにまとわ り つ く ｢暗い 工場街+
のイメ ー ジをく つ が えすこ とを目的 とするイメ ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ン を立 ち上 げる｡ ミ
ス ･ プ レ イカ ー は ､ 手始めにプロ ンテ 姉妹で有名な近郊の村 ､ ハ ワ ー ス (Ho w a rth) の
プ ロ モ ー シ ョ ン ･ キ ャ ン ペ ー ン を行うo 次に ､ ブラ ッ ドフ ォ ー ド市庁は ､ 国立写真 ･ 映
像 ･ テ レ ビ博物館 (Natio n al Mu s e u m of Photography,Film and Television) の 誘致に成功す
る｡ 博物館は ､ 都心 の ウ ェ ス ト ･ エ ン ド地 区にある劇場跡地 に開発され ､ 1983年にオ
ー プ ンする ｡
, =れ を契機 にウ ェ ス ト ･ エ ン ド地区の ツ ー リ ズム にお ける重要性が認識さ
れ ､ こ の地 区を エ ン タ ー テ イ ンメ ン ト地区と して開発 して い く｡ ウ ェ ス ト ･ エ ン ド地 区
が開発され る こと で ､ 歴史的な商業地区で ､ 小規模なア ー ト ･ セ ンタ ー やライ ブ音楽施
設 ､デザイ ン ･ ワ ー ク シ ョ ッ プな どが点在するリ トル ･ ジャ ー マ ニ ー 地 区(LittleGer m any)
に連接され るこ とになる ｡ また ､ 市庁は ､ ブ ラ ッ ドフォ ー ドの ア ジア 人 コ ミ ュ ニ テ ィ 47)
の 文化に目を つ け､ 食事､ フ ァ ッ シ ョ ン ､ 宝石 を内容とする ｢ア ジア の 風味 (Flayo u rof
As ia)+ ツ ア ー を開始するo これら の地 区 をプ ロ モ ー シ ョ ン する目的で ､ ブラ ッ ドフ オ
46) 以下 の記述は次¢資料に基づく o Bian chimi,F. , Gre enh.algh,i. and Landry, C., I.991,The
Impbrta n c e ofCultu refo rUrba nEc o n o micDe v elopm e nt - m e UK Ca seStu L&,Com edia.
47) ア ジア系 の 人 口 (旧英国植民地の 南ア ジア の 人々) は ブラ ッ ドフ ォ ー ド市の 人口の約
15%を占めて い るo そ の ほ とん どが ､ パ キ ス タン 系､ バ ン グラデ シ ュ 系 の人 々 で ある o
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- ド ･ フ ェ ス テ ィ バ ル の ような新たなイ ベ ン ト (リ トル ･ ジャ ー マ ニ ー 地区に対する)
も開催され ､ また ､ ア ジア人の ア ジア ン ･ メラ (Asi弧 Mela) の ようなお祭りがツ ー リ
ズム の戦略に組み込まれ て い っ た o こ の ように､ ブラ ッ ドフ ォ ー ド市庁の ツ - リ ズ ム戦
略の 基本姿勢は､ ブラ ッ ドフ ォ ー ドの も っ て い る強み は何でも発振 し､ 活用 しようとす
るも の で あ っ た ｡
ブラ ッ ドフ ォ ー ドの 文化政策に関する こ こまで の記述は､ 1991年の資料によ るもの
で ある｡ そ の 90 年頃まで に つ いて は､ 当初ほぼゼ ロ の ヴィ ジタ - が､ 文化政策をとっ
て 10年 の間に600万人 にまで増加 して い る ことを考えれ ば､ 文化政策 のイ ン パ ク トは
大きか っ たと い うことができる｡ とりわけ国立写真 ･ 映像 ･ テ レ ビ博物館整備の イ ン パ
ク トは大きく ､ ブラ ッ ドフ ォ ー ドの イメ ー ジ刷新に大きく貢献するとともに､ メディ ア
産業形成の起爆剤となっ たとい われて い る 48)o それ以降も､ ツ ー リズム の 収入 は 1990
年時点の 5,600 万ポ ン ドから 1999年の 3 億ポン ドにまで増大して い る｡ こ こ からは ､
確か に文化政策はツ ー リズム の振興に十分な成果を挙げたと評価する ことがで きよう｡
新しい 産業の 開拓による産業基盤の 多角化につ い て は詳しい こ とは不明だが ､ 印刷や メ
ディ ア 産業､ ハ イテク産業等が展開 しつ つ ある ｡
皇旦地
先述したように ､英国で は文化を都市再生 に結び つ けることが 一 般化 して い る. また ､
現在の 英国経済全体が長期にわたる好況状態に あるた め､ そ の評価につ い て は ､ 文化政
策が都市再生に どの程度貢献した か を判断する ことは困難で ある｡ こ こで , 最後に言及
した い の は､ バ ー ミ ンガ ム (Bi mingh an)､ マ ンチ ェ ス タ ー (M anchester)､ リバ プ ー ル
(Liv erpo ol)､ ニ ュ ー キ ャ ッ ス ル及びゲ ー ツ - ツ ド (Ne w Ca stle and Ga;teshe ad) 等の 19
世紀の 英国の経済的繁栄を支え , 20世紀後半に激 しい経済的衰退に苦 しんだ主要 な産
業都市にお い て ､ 都市再生に関連した文化政策に大きな予算を割い て い る こ とで ある｡
(3) 文化産業地区の事例分析
1) 英国の 文化産業支援策
英国の中で ､ 文化産業に対 して それ独自の ために国家的に確立された支援方策はない ｡
それぞれ の都市が個々 に地域的な取り組み を工夫 しなが ら行 っ て い る｡ こ こで は､ 文化
産業地 区を含 めた英国の 文化産業支援に関係する公的な取り組み の体系を見取り図的
48)Bian chini
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に描きた い 49).
英国で は ､ 1985年に大 口 ン ドン 政庁 (Greate rLo ndo nCo u n cil) が有効 な都市政策 の材
料と して文化産業を取り上 げて以来 50)､文化産業に対する取り組み は 一 つ の 産業政策上
の 課題 とされ て きた ｡ 1997年 ､ 労働党政権 の発 足 と と もに そ れ ま で の 国民財 産省
(Departm eⅡtof National Heritage) を文化 ｡ メディ ア ｡ ス ポ ー ツ省 (Depa rtmentof Cultu re,
Media and Sport:D C M S) に改め､ 文化産業セ ク タ ー を英国人 の 持 つ 生産的なポテ ン シ ャ
ル を発揮する現代的な産業と して位置付 けた｡ 同年には ､ 省庁横断的なク リ エ イテ ィ
ブ ･ イ ン ダス トリ ー ズ ･ タス ク フォ ー ス (Cre a;tiv eh dustriesTa sk Force:CITF) が設立 さ
れ ､ 文化産業を政策 の主要な流れの 中に位置付け､ こ の産業 の 社会経済的なイ ン パ ク ト
を どうすれ ば最大にする こ とが できるか に つ い て の 理解を発展 させ る こ とが模索され
るようになる. CIT Fは ､ 1998年と 2001年に ｢マ ッ ピ ン グ ｡ ドキ ュ メ ン ト+ (Mapping
Do甲 ment) と い う報告書を作成 し､ 文化産業の規模や構造 に つ い て の プ ロ フ ィ - ル を
描 い て い る｡ CrrFは ､ また ､ 環境交通地域省 (Depa rtm 叫 of Enviro n ment, Tr an spo rt and
the Regio n s: D E T R)､ そ の後そ の都市政策分野 の担当を受け継 い だ副首相府 (o 飽ce of
DeputyPrim eM imiste r:O D P M) や通商産業省 (Deparh e ntfo rTmde and Indu stry)､ D C M S
との 間で ､ 英国の 拡大する文化産業に地域と して貢献できるこ とは何 か ､ 文化産業の 成
長にと っ て の障害は どの ように除去 できる か等 を検討 して い る｡ そ の他 にも､ 文化産業
に つ い て は､ 現在 ､ 輸出､ 教育をは じめと して様 々 な視点から政策的な検討が行われ て
い るo 国から の補助金と して は ､ 主に単 一 プ ロ グラム (SingleProgr am m e:SP)
51)が用い
られて い るが ､ これ は地域的には後述する地方開発機構(RegionalDevelopm elltAgen cie s:
R D A)の裁量によ っ て 配分される もの で ある｡ また ､ 国家的なく じ運営収入基金(NaLtio n al
LotteryF und) も重要な財源 となっ て い るo
E U
■
の 政策 にお い て も､ 文化産業の 重要性が認識され るようにな っ て きて い る｡ 多彩
で あるが ､ つ ぎはぎ的な印象がある E Uの 文化政策 の 中で ､ 文化産業支援にお い て 最も
重要なの は､ ヨ ー ロ ッ パ 地域開発基金 (Eu rope an Regio nal De v elopm e ntFu nd:E R D F)､
ヨ ー ロ ッ パ 社会基金 (Eu rope So cial Fu nd: E SP)､ 地域雇用開発イ ニ シア テ ィ ブ (Lo cal
Emplo yme ntDev elopm entlnitiativ es:L E DIs) で あるo そ の 中で も､ E R D Fは､ 文化産業を
支援して い る英国 の 多くの都市で利用されて い る｡
49) 以下の記述 は主に次の資料に基づく｡ Fleming,T., M an chesterhstituteforPopularC ulture,
I999
,
IC7SS Repo rト Lo c al Cultu ralIndustrie sSuppo rtServic e sin the U K:ITo w α乃お a Modelof
BestPr a ctic e.
50)1985年に ､ G LCの Lo ndo nIn血 stn
･
al Strategy及び大ロ ン ドン教育委員会 (故eaterLo ndo n
Edu c ationBo ard:G LE B)の Altered lm age s:ITo w wd ” strateB yfo rLo ndo nkCuZfu ralZ77dustrie sに
お いて 文化産業の社会経済的ポテ ン シ ャ ル が 主張されて い る｡ ただ し, G LC におい て は文
化産業に対する政策は実現されて い な い ｡
51)20 02年度に創設 されて い る . それまでは ､ 単 一 再生補助金 (SingleRegen eratio nBudget:
S RB) がそ の位置に あっ たが ､ S RBを管轄する副首相府以外 の省庁の都市再生関係予算も
こ こ に加わ っ て統 一 的な都市再生予算となっ た｡
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地域にお ける文化政策 の展 開に関 して重要な位置を占めて い る の は､ それぞれ の 地方
に設置され た地方芸術委員会 (Regio nal 血也 Board:R A Bs)52)と地方開発機梼 R D As で あ
ろうo 1998年に設置された RA Bs は ､ 文化産業に対 して 単独 で ､ ある い は自治体やそ
の 他の 機関と共同 で補助金に よる支援を行 っ て い るo 1999年に創設 され た R D As は､
担当地方内における経済開発や都市再生､ 競争力強化 ､ 技能開発､ 雇用促進などをその
役割と して い るが ､ 国か らの 予算をそ の裁量によ っ て 担当地方内の様々 なプ ロ ジ ェ ク ト
に配分 して い るた め､ 地域的な文化産業の支援にと っ て 非常に重要な役割を担 っ て い る｡
同年 には ､ 担当す る地方 の 全範囲にわた る文化戦略を担う地方文化 コ ン ソ ー シ ア ム
(Regio nal Cultu ral Co n s o rtiu m: RC C) がイ ン グラ ン ドの 各地方に創設されるo R D As の
地域戦略や自治体､ R A Bs､ 政府地方支分局 (Go v ern m e ntO 血efo rRegio ns)､ 商工会議
所､ 旅行委員会､ 図書館サ ー ビス 協会 ､ 地域博物館協会 ､ 地方ス ポ ー ツ 委員会､ イ ン グ
リ ッ シ ュ ｡ - リテ - ジ (English Heritage) 等と連携を築き ､ 文化産業 の地域 ､ 国内､ 国
際的なネ ッ トワ - ク形成の機会を提供する ことが期待されて い る. やはり ､ 同 じ 1999
年､ イ ン グラ ン ドの各自治体に地域文化戦略 (Lo侃I Cultu ralStrategies) の策定が奨励さ
れる こ とになり ､ こ こには じめ
.
て地域の文化政策は､ 社会経済の持続性を目濁すた めの
推進力と して 地域の経済開発や教育､ 土地利用計画等にわた っ て続合され ることになっ
た｡ こ の 地域文化戦略によ っ て ､ 文化産業に対する支援サ ー ビス は､ 自治体の 政策体系
や地域的 ･ 国家的 ･ ヨ ー ロ ッ パ 的規模で展開され る政策体系にリ ンクされる ことになり ､
地域の 文化産業の健全な発展にと っ て 必要な､ 地域を超越 したネ ッ トワ ー ク形成の 可能
性がもた らされ ることになっ たの で ある｡
現在､ 都市などの 地域レ ベ ル で行なわれ て い る文化産業支援サ ー ビス を分類すると次
の ようになる ｡
a . 文化ネ ッ トワ ー ク及びクラス タ ー 支援 (文化産業地 区支援)
ち. 地域文化 ビジネス 支援
資金繰りやネッ トワ ー ク機会の 方向付け､ ヴ ェ ンチ ャ ー ･ キャ ピタ ル に対
するア ドバイス ､ マ ー ケッテ ィ ン グ支援 ､ 資金の提供等
c
. 地域文化産業トレ - ニ ン グ
d. 地域サ ブセ クタ ー 支援サ ー ビス
文化産業を構成する音楽, デザイ ン , フ ァ ッ シ ョ ン ､ デジタ ル ･ ア ー トな
どの 各サブセ クタ ー に特有の課題に対応 した支援サ ー ビス
e. 共同的 ･ 協調的地域文化産業支援サ - ビス
文化事業者 ･ 生産者が必要な専門家の ア ドバ イ ス ､ 資金や雇用機会 ､ 研修
プロ グラム ､ 事業施設､ 潜在的消費者､ 新 しい アイディア を生み出すような
52) ス コ ッ トラン ドとウ ェ ー ル ズ につ いて は ､ それぞれ ス コ ッ トラ ン ド芸術協会とウ ェ ー ル
ズ芸術協会が R A Bと同様な位置付 けに あるo
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革新的な人 々 等との 地域的なネッ ト ワ ー ク形成支援
以下にお い て は ､ 第2節で説明 した ように文化産業の 特性 か ら理論的に効果が あると
考えられ最 も注目されて い る とともに､ 都市再生的 (空間的) 性格の 強い ､ a . 文化ネ
ッ トワ ー ク及 びク ラス タ ー 支援 ､ すなわ ち文化産業地区に焦点を絞 っ て 分析 を進めた い ｡
2) 文化産業地区支援の 概況及 び事例の 選択
英国にお ける文化産業地 区は ､ 1988年に シ ェ フ イ ー ル ド市 で シ ェ フ イ ー ル ド文化産
業地区 (She氏 eld Cultu ral Indu striesQu a rter:CIQ) が創設された こ とに始まる o 詳 しい経
過 は事例分析 に譲るが ､ そ の まずまず の 成功は ､ 文化産業の 成長性に対する認識が高ま
っ てきた ことと相乗 して ､ 90年代以降シ ェ フ イ ー ル ド文化産業地区をモ デル に して 全
国的に文化産業地 区を叢生させ て いく こ とになる｡ 現在 ､地理的には､ ス コ ッ トラ ン ド､
ウ ェ ー ル ズ を含めて英国の 東西南北にわたり ､ 人 口規模も 10万都市から英国第2 の都
市バ ー ミ ン ガ ム まで幅広く ､ そ して ロ ン ドン の 内部にまで も展開され て い る ｡ 対象分野
と して は ､ メ ディ ア 産業をタ ー ゲッ トに して い るもの が多 い が ､ それに限らず､ デザイ
ン
､ フ ア γ シ ョ ン ､ デジタル ･ ア
ー ト､ ダン ス ､ 音楽等多岐にわた っ てお り ､ 様 々 なサ
ブセ クタ ー にわた っ て い る複合的なもの も多い ｡ また ､ 規模に つ い て も､ 比較的小規模
な施設から大規模施設 ､ シ ェ フ イ ー ル ドやノ ッ チ イ ン ガム , マ ン チ ェ ス タ ー の ように地
区と呼ぶにふさわ し い 一 定の地理的範囲を指 して い るもの ま で様々 で あるo 支援内容は ､
ワ ー ク ス ペ ー ス の提供やネ ッ トワ ー ク支援､ 消費者との 出会 い の場の提供などが主で あ
る. 主な例 を列挙すると ､ ブリス トル の ス パ イク ･ アイ ラ ン ド (Spike lsland, B ristol)､
ブライ トン の メディ ア ･ セ ン タ ー (B righto n Media CeHtre, B righto n)､ バ ー ミ ン ガム のカ
ス タ ー ド ･ フ ァ ク トリ ー (Cu sta rd Facto ry, Bir mingha m)､ ノ ツ テ ィ ン ガ ム の レ ー ス ･ マ
ー ケ ッ ト文化地 区 (Lac eMarketCulhralQu arte r, Nottingh am)､ ゲ ー ツ - ツ ドの バ ル テ ィ
ック現代文化セ ンタ ー ､(B altic Cer[trefo rCo nte mpo ra ryArt, Ga;te she ad)､ マ ン チ ェ ス タ ー
の ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー (No rthem Qu a rter, M an chester) などがある
53)
o
こ こ では ､ 列挙された も の の 中か ら､ マ ン チ ェ ス タ ー と シ ェ フ イ ー ル ドの 文化産業地
区を分析の 対象とする ｡ 事例の選択 は､ 文化産業地区と呼ぶ にふ さわ し い 空間規模 を備
えて い るか ､ 分析に必要な内容を備 えて い る資料を入手 できるかの 2点に基づい て い る ｡
$3) こ のうち､ Sheql eld,Nottingha血, M an chester, Birmingahn の 4 ケ ー ス 時事例と して扱うた
め省略するが ､ そ の他の ケ ー ス に つ い て簡単に紹介するQ まず､ B ristolの Spikelslandは ヴ
ィ ジ ュ アル ･ ア ー トに対するス タジオス ペ 一 束め提供を主 としギャ ラリ ー や文化ネッ トワ
ー ク支援を備えて い る o Gateshead の Baltic Ce ntreforCo nte mpor aryAr=ま､ 2 001年オ ー プ ン
と取り上げ車中では最も新しくヾ 4 600万ポ ン ドと いう巨額の費用をか けた巨大 な施設で あ
り ､ ワ ー ク ス ペ ー ス や ギャ ラリ ー ､ レジャ ー 施設な どを備えて い る｡
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3) 事例1 - マ ンチ ェ ス タ ー (由血chester)
①人 口 ､ 位置等の都市の概要
･ 人 口 : 約 43万人 ; 市域 : 約 117 ka
･ 都市圏人 口約 260 万人 を擁する大 マ ンチ ェ ス タ ー 地域 (Grea rter M an che ste r ar ea)
の 中心で ある｡
･ イ ン グラ ン ドの北西部に位置し､ 700万人の人 口 を抱える ノ ー ス ･ ウ ェ ス ト地方
(No一也 We stregio n) に属する ｡
･ 最初の産業革命都市と して長い 近代工業の歴史を持つ が ､ 英国の他の 産業都市と同
様に脱工 業化の進展 ととも にサ ー ビス経済の 比重が増え､ 現在では地域の 商業､ 文
化の 中心地と して位置付けられて い るo また､ 4 つ の 大学を抱え､ 学生数は フ ル タ
イ ム 7万人､ パ ー トタイ ム で 10 万人 を超えて おり ､ ヨ ー ロ ッ パ有数の 大学都市で
ある｡
･ 大 マ ン チ ェ ス タ ー と して捉えた場合 ､ 英国の 中で はロ ン ドン に続い て ､ バ ー ミ ンガ
ムや グラス ゴ ー に並ぶ人 口規模を擁する都市圏と して位置付けられる｡ また ､ 周辺
の リバ プ ー ルやブラ ッ ドフ ォ ー ド､ シ ェ フイ ー ル ド､ リ ー ズ等に広がる 一 帯の地域
は ､ ロ ン ドン圏以外で は最大 の経済生産地帯を形成 して い る｡ 国際便の ある空港を
持 っ て い るため英国内外との優れ た交通アクセ ス を有 して い る｡
･ 政治的には ､ 20世紀にお い て は労働党が市改を長く支配 してきた.
②産業の 衰退と都市の活性化
マ ンチ ェ ス タ ー は世界的に産業革命が最初に始ま っ た都市と して 知られて い る ｡ 18
世紀か ら-19 世紀にか けて織物工業や紡績工業を主要な産業と して英国工業の中心地 と
して 栄えて きた｡ 19世紀後半以降､ 英国の 産業の重点は軽工業か ら重工 業 - と シ フ ト
して いくが ､ マ ンチ ェ ス タ ー はこ の 間､ 軽工業で の 蓄積を背景に商業的機能や金融的機
能な ど他の 産業機能も獲得 し､ 第2次大戦まで は経済的地位が大きく下降する ことはな
か っ た ｡ しか し､ 1960年代後半以降､ 激しい脱工業化の波に洗われる中で ､ マ ンチ ェ
ス タ ー 経済は急激に衰退 して い っ たo 1975年から1990年まで の 間に製造業は ､ 世帯人
口に換算する と人口の節1/3にあたる 10万を超える職 を失 っ た｡ 人 口 も､ 1921年には
約80万人を数えて い たが ､ 現在で はその 半分近く にまで減少 して い る o
こう した経済の衰退とともに､ 都市環境も大きく悪化 して い っ た｡ とりわけ都心部は ､
マ ンチ ェ ス タ ー の 近代工業化が展開された中心的な場所で あるた め､ 多く の 工場 ､ 倉庫 ､
古い オ フ ィ ス ､ 運河､ そ の他産業基盤施設 などが存在 して い たが､ 遊休化 し ､ 老朽化 し
た これらの施設の 存在は都市環境､ 景観を大きく荒廃させる ことにな っ た｡ 新 しい 産業
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開発も展開されず､ 取壊 し費用 もかさむ こ とか ら ､ 1980年代後半にな っ て都心部 の 再
開発が発進するま で ､ これ らの施設 は長 い 間放置されて い た ｡
マ ン チ ェ ス タ ー の 都市 再生 は ､ 1980年代半 ばま で は主 に大 マ ン チ ェ ス タ ー 市庁
(Greate rM 弧 ChesterCo uncil) によ っ て 進められて い た が､ 1988年以降は都市開発公社
の 一 つ で あるセ ン トラ ル ｡ マ ンチ ェ ス タ ー 開発公社 (ce ntral Man chester Dev elopm ent
corpo ratio n)
54)に よ っ て 大きく推進 され る ことにな っ た o 開発公社は ､ 中央政府か らの
予算付けにより担保された土地 の購入能力 (しかも強制収容権に裏打ちされて い る) や
都市基盤の 整備能力 の た めに ､ 兼廃 した都心部 の環境整備 に大 い に力を発揮 した｡ マ ン
チ ェ ス タ ー 都心部 の都市再生 は､ 過去の製造業中心 の産業基盤 を転換 し､ 商業､ レ ジャ
ー 産業をは じめとす るサ ー ビ ス 産業 を中心 に して都市の活性化を図ろうとするも の で
あ っ たが ､ もともと マ ン チ ェ ス タ ー に はそ の経済的繁栄時代 に蓄積された富によ っ て形
成さFLた文化資産や商業活動､ 音楽 を中心 とする若者文化が あっ たために ､ 都心部 の環
境整備によ っ て そ の 狙 い は十分に達成され たと いう ことがで きるo 1996年には ､ IR A55)
による都心部の 大爆破事件が起き､ 広範囲にわた っ て ダメ ー ジ を受けた が ､ 結果的には
都心部の 再開発 に つ ながり ､ シ ョ ッ ピ ン グ街や ビジネス 街を 一 新 し､ 新たに文化施設 を
創出する こと にもな っ た｡ 都 心の 一 連 の 再開発は､ 荒廃 した環境を整備 しただけで はな
く､ 文化的に重要な建築物 を生み 出 し､ 歴史的に重要な建築物の保存とともに マ ン チ ェ
ス タ ー の優れた建築環境 の 評判を形成するこ とにもなっ た｡
③文化政策の 展開
190 年代 の初め ぐら い ま で は ､ マ ンチ ェ ス タ ー は都市再生 の ため の 文化政策とい う
ほ どの もの は明確 に打ち出 して は い なか っ た ｡ しか し､ 1992年 に､ マ ン チ ェ ス タ ー 市
庁は コ ン サルタ ン トの調査報告をもと に､ 芸術文化戦略を策定する｡ そ こ で は､ マ ンチ
ェ ス タ ー の 文化遺産を開発 しより広 い 目的に使用する こと ､ 文化の都市再生 - の貢献を
認識 し文化政策と都市再生政策を統合するこ と ､ 文化生産 と文化消費 の バ ラ ン ス を こ こ
ろがけなが ら文化産業 を発展させ て い く ことなどが盛り込まれた Q そ の後文化政策が展
開 して い く中で ､ 若者中心 の ポ ッ プカ ルチ ャ ー やクラブなどの ナイ トタイム 経済の 重要
性にも目が向けられて い く｡ マ ンチ ェ ス タ ー 市庁は ､ 1997 年に今後の 市 の構想を描 い
54) 中央政府に よ っ て設立運営される都市開発公社の 一 つ で ､ 19$8年に設 立され , 19 6年
に解散して いる｡ 先行する ロ ン ドン の ドッ ク ラン ヅ開発公社などが地方自治を無視する と
批判され ､ 自治体との 関係が悪か っ たの に対 し､ セ ン トラ ル ･ マ ンチ ェ ス タ ー 開発公社は
マ ン チ ェ ス タ ー 市の働きか けに より設立されて おり､ その 開発内容も マ ンチ ェ ス タ ー 市の
既存計画 との調整が図られて い る ｡
55) アイ ルラ ン ド共和 国軍 (hish Republic an Amy) の略軌 北アイ ル ラン ドを英国か ら解放
し､ アイ ルテン ド共和国との統
一 を目指す活動団体で ､ 英国国内で しば しばテ ロ 活動を行
つ てきた｡
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たシ テ ィ プライ ド ･ ヴィジ ョ ン (CityPride) を発表するo そ こで は ､ ｢際立 っ た商業的､
文化的､ 創造的ポテ ン シ ャ ル を有する国際的な都市+ を目指すこ とが高らか に宣言され
て い る｡
こ うした 一 連 の物理的都市再生及び文化政策 の展開は マ ンチ ェ ス タ ー の 番市経済に
どの ような影響を与 えたで あろうか｡ まず､ ツ ー リ ズ ム産業が 90年代に大きく発展 し
た . 1980年に都心 の ホ テ ル は7 つ (982室) で あ っ たが ､ 1990年に 13(2002室)､ 2001
年に は 35(5197室) にまで 増加 して い る｡ 今で は､ 英国内で ロ ン ドン ､ エ ディ ン バ ラ
につ い で 3番 目の旅行目的地 に位置付けられ ､ 年間350万人 の旅行者が訪れ て い る ｡ 現
在マ ン チ よス タ ー は音楽 を中心と したポ ッ プカ ル チャ ー と活気に満ちたナイ トライ フ
で 有名 であるが ､ ナイ トタイ ム経済で は 500人 の 雇用を支え､ 年間の エ ン タ ー テ イ ン
メ ン ト - の 支出は 2億 5 千 万ポ ン ドにも達して い るo 90年代以降に大きく開花 した都
市再生及び文化政策は ､ こ の ようにツ ー リ ズムや レ ジャ ー と い っ た文化消費の 増大に大
きく貢献したと い える｡
④マ ンチ ェ ス タ ー 経済と文化産業の現状
マ ン チ ェ ス タ ー 経済は70年代以降大きく変貌 し､ 60年代には雇用の半分が製造業で
占められ て い たが､ 1995年には約21%にまで低下して い る｡ それ以外の 79%がサ ー ビ
ス 業で あるが ､ その 中で沫通 ･ 小売り ･ ホ テ ル ･ 飲食等が 20%､ 金融 ･ 保険が 21%､
公共部門 ･ 教育 ･ 健康が27%を占めて い る 56)マ ンチ ェ ス タ ー の失業率は､ 200年現在
8.2%を記録 して おり ､ 英国平均 (2002年に2.4%)を大きく上回 っ て い る. 一 つ の理 由
は､ マ ン チ ェ ス タ ー 全体で は経済は活況を呈 して い るも の の ､ 過去 の衰退時の ツ ケで あ
る貧困と失業 の集中 した地区が い まだ残されて い るためで ある｡
マ ン チ ェ ス タ ー は従来より ポ ッ プミ ュ ー ジ ッ クやデザイ ン の 分野 にお い て 有名で あ
つ た が ､ 市の委託により行われた最近 の調査『マ ンチ ェ ス タ ー の文化生産セ クタ ー』57)
(2000年) によると ､ マ ン チ ェ ス タ ー は英国の 中では有数 の文化産業が集中 して い る
都市で あるこ とがわか っ た｡ 雇用者は マ ンチ ェ ス タ ー 市の全雇用 の 3.6%を占め､ 18,000
を超える人たちと約4,000の 事業者が活動 して い る｡ 文化産業よりやや広義の創造産業
で は､ 全雇用 の 6.0%にもなるo また ､ 文化産業は､ G D Pの約 3.5%､ 関連産業を含め
ると 6.3%をも占めて い る｡ サブセ クタ ー の構成は､ 次表 3-3 の とおり で あるが (ただ
し､ これ は創造産業の デ ー タで ある)､ その中ではデザイ ン ､ 音楽､ 建築設計､ メディ
ア が 目立 っ て い るo 企業の規模につ い て は､ 下表3 4に見るように全体的に小規模で あ
56) マ ン チ ェ ス タ ー T E C(M ancheste rTEC) 地域に つ い て の デ ー タで ある｡ こ の地域は ､
M an chester
,
Salfo rd
,
Traffo rd
,
Ta m eside か ら構成される ｡ デ ー タは次の 資料に基 づく ｡ A ES
(ONS)195,in M an chesterTE C,199 8.
57)o,co n110r
,
2 000
,
Cultu ralP7Ddu cb
･
o nSe cto rinMn chesteT
,
M an chesterMetropolitan U hiv ersibT
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るが ､ とりわ け個人事業者が約30%と多 い こ とが特徴的で ある ｡
表3-3 マ ンチ ェ スタ ー 創造産業のサ ブセ クタ ー の構成
サ ブセクタ ー 雇用者 (鶴) 手車者 (鶴)
工芸/ デザイ ン 12.8 2 5.7
音楽 8.8 2 5.7
著作権 ビ ジネ ス 16.0 8.8
パ フ ォ ー マ ン ス芸術 5.1 8.5
ヴィ ジ ュ ア ル ･ ア ー ト 3.5 8.3
映像/メデ ィ ア 1 9.7 6.9
広告 2.8 5.I
建築設計 12.8 4.7
写真 2.0 3.3
マ ル チ イメディア 4.7 1.8
文化遺産 5.8 0.8
教育 6.0 N /A
そ の他 N /A 0.4
合計 loo.0 100.
出典 : M ancheste rCityCo un cil, M an chester
'
s Cre ativ eIndu sbies,20 01.
表3-4 マ ンチ ェ ス タ ー 創造産業の事業規模の構成
事業者の規模 58) 全体に占める割合 (鶴)
個人事業者 ･29.7
極小事業者 14.8
中小事業者 21.5
大企業 2l.5
そ の他 12.5
出典 : M an chesterCityCo un cil, M an chester
'
s Cre ativ elndu stries
,
2 001.
58) 事業者の規模につ い て の 各カテ ゴリ ー に つ い て は､ 個人事業者が個人 (一 人) で事業を
行っ て い るこ と以外は明らか ではな い ｡
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マ ンチ ェ ス タ ー は､ こ の ように文化産業の集積があり ､ しかも芸術文化戦略や シテ ィ
プライ ド ･ ヴィ ジ ョ ン で文化産業を戦略的に位置付けて い るも の の ､ こ の 産業に対 して
組織的､ 戦略的な支援策はと っ て こなか っ た ｡ 最近 にな っ て ようやく音楽産業ネ ッ トワ
ー ク (M u sic lndu stry Netw o rk) 及 び 文化産業開発支援 サ ー ビ ス (C ultu re lndu stry
De v elopm entSeⅣic e) とい う施策が開殆されたばかり である｡
⑤文 化産業地区 - キ ャ ッス ル フ ィ ー ル ドとノ ー ザン . クウオ ー タ ー
a. キャ ッス ル フ ィ ー ル ド地区の概要
マ ン チ ェ ス タ ー の中には文化産業地区とい えるも の が2 つ ある｡ そのうちの キャ ッ ス
ル フ ィ ー ル ド地区は､ マ ンチ ェ ス タ ー 市中心部の 南西に位置 して い る｡ マ ンチ ェ ス タ ー
発祥 の地 とも い われ ､ 産業革命以来 マ ンチ ェ ス タ ー の産業 の興隆 ･ 衰退 の歴史を体現 し
て い る こ の地 区は20世紀 の早 い 時期に衰退が始まり ､ So年代初頭には ､ か つ て マ ンチ
ェ ス タ - の繁栄を支えた倉庫､ 鉄道､ 高架道､ 運河など産業国連施設が荒れ果てた まま
放置されて い た 59)｡ 1988年以降は ､ セ ン トラル ･ マ ン チ ェ ス タ ー 開発公社が中心 とな
つ て ､ 18世紀以来の産業遺産の保存
60)とともに文化 ､ 商業､ レジャ ー ､ 住宅を用途と
する再開発を行 い ､ 主な施設と して は科学産業博物館や マ ンチ ェ ス タ ー 都市研究セ ンタ
ー が整備され て い る ｡ こ の ような再開発の結果､ キ ャ ッ ス ル フィ ー ル ド地区は典型的な
19世紀 の 産業建 築を保存 して い ること を特徴とする市の 一 つ の 文化的拠点及 び観光の
拠点とな っ て きて い る ｡
キ ャ ッ ス ル フ ィ ー ル ド地区 の建築デザイ ン は､ 地区と して の 明確なア イデンテ ィテ ィ
形成に貢献 して い る ｡ 一 つ の 地区として の アイデン テ ィテ ィ がキャ ッ ス ル フ ィ ー ル ド地
区の マ ー ケテ イ ン グの基礎となっ ており ､ 文化と結び つ い たアイ デン テ ィ ティ が文化事
業者 にと っ て の 魅力とな っ て い る｡ この 地区は次第に成熟した文化事業者 の集積する場
所となり ､ 一 つ の文化産業地 区とい えるも の になっ て きて い る｡ しかし､ 次に見 るノ ー
ザン ･ ク ウオ ー タ ー 地区に比 べ るとそ のネ ッ トワ ー ク の 広がりも弱く ､ リ ー ダ ー シ ッ プ
の存在 も明確 で はなく ､ 求心力も弱 い ｡
59) 以下 の記述は主に次の 資料に基づく o 日本政策投資銀行 ､ 2000年､ 『海外 の中心市街地
活性化』､ ジ ェ トロ ;Bian chini,F., 血 ee nhalgh,L. and Landry, C. ,1991, TheImpo rta n c e ofCullu re
fo rUrba nEco n o micDe velopm ent - m e UK Ca seStu砂,Co m edia ;Van den Berg, V,Bra耶, E. a nd
Van W inden, W. ,2 0 I, Gro wth Clu ste rsin Europea nMe叫politm Cities, As hgate .
6 0) こ の地 区は ､ 18世紀以来 の産業化遺産を多く擁して い るため ､ 19 82年には､ その 遺産
の 保存の ため英国で最初の都市文化遺産公園 (Ur aban HeritagePark) に指定された｡ 19 9
年には世界遺産 にノミネ ー トされて い るo
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b. ノ ー ザン d クウオ ー タ ー 地区の概要
ノ ー ザン ･ クウオ ー タ ー 地 区は マ ンチ ェ ス タ ー の 中心部 の北部地 区に位置 して い る｡
こ の 地区は ､ 80年代に は ､ マ ンチ ェ ス タ ー 都 心部における商業中心地 とイ ンナ ー ･ シ
テ ィ の 住宅開発地区 の間に あ っ て 相対的に衰退 して いた
61)
o 1993年に住民や地元企 業
家がノ ー ザ ン ･ クウオ ー タ ー 協会 (No rthe rnQu arter Ass ociation:NQA) と い うボラ ン タ
リ ー 団体を結成 し ､ こ の 団体 のイ ニ シア テ ィブ によ っ て こ の 地 区 の物理 的､ 文化的そ し
て経済的再生事業が行われ てきた｡ 現在で は ､ シ ョ ッ ピ ン グや音楽 ､ 飲食 ､ エ ン タ ー テ
イ ンメ ン ト､ フ ァ ッ シ ョ ン と い う都市の消費的要素に加 えて オ フ ィ ス や住宅も混在する
地 区とな っ て い る｡ 現在 ､ ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー 地区 は文化産業の 多く の サ ブセ クタ
ー にわた っ て そ の先端性 を象徴 して い ると い われ､ 550を越 える文化関係 の 事業者や団
体が存在してお り ､ とりわ けデザイ ン 関係 の 事業者が集中して い る｡
ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー を明確 に文化産業地区と して位置づ けて い る の は ､ 先述 の ノ
ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー 協会 NQA とノ ー ザ ン ･ クウオ ー タ ー ･ ネ ッ ト ワ ー ク (Northe rn
Qu arterNetw o rk: NQN) の 存在 であるo NQA は ､ ｢地元 の商業者 ､ 労働者 ､ 住民 ､ 消費
者の 代わり となっ て ､ ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー 地 区を地域 の 中心 の不 可欠な部分と して
そ の経済､ 社会､ 文化及 び物理的環境を大きく改善する こ とを全体的な目的+
62)と して
い る｡ その 狙い は ､ この 地区 の 特徴で あ っ た古い パ ブや店舗 ､ 織物倉庫や創造的な事業
やその 他の 活動が低 い 家賃の も とで濃密 なネ ッ ト ワ ー ク を形成 して い る状態を維持 し
ながら､ マ ンチ ェ ス タ ー 経済の創造的な地 区と して創造的な活動やイ ノ ベ ー シ ョ ン の 温
床となるように発展させ る こ とにあ っ た o NQA は ､ 具体的に は ､ 物理 的な再生事業 -
の補助金 の 導入 ､ 専門的 ビ ジネス サポ ー トや訓練プ ロ グラ ム の 斡硬､ プ ロ モ ー シ ョ ン 活
動 の推進 ､ 地元事業者の コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ネ ッ ト ワ + クの形成 ･ 推進な どを行 っ て い る｡
NqA は､ フ ェ
ー ス ･ トウ ･ フ ェ ー ス の 接触が不可欠な文化ク ラス タ ー の ｢現実+ ( ヴァ
ー チ ャ ル で はな い と い う意味 で) の ネ ッ トワ ー クで あり､ 他方で ､ ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー
タ ー ･ ネ ッ ト ワ ー ク NqN の設 立によ っ て そ の 地区を越えた ヴァ
ー チ ャ ル なネッ トワ ー
ク の 基盤を提供 して い る｡
NQN は ､ 単
一 一 再生補助金 63)と ヨ ー ロ ッ パ 社会基金 ､ マ ン チ ェ ス タ ー ･ メ トロ ポリタ
ン 大学 (M an chesterM etropolitanUniv ersity) か ら の資金によ っ て設立され ､ ヴァ
ー チャ
ル なク ラス タ ー の ネ ッ トワ ー ク の推進を通 じて ､｢現実+の 地元 の ク ラス タ ー を刺激し､
61) 以 下の記述は主に次の資料に基づ くo Fleming,T., M an chesterIn stitutefo rPopularCultu re,
199
,
ICISS Reporト Lo c al Cultu ralIndu striesSup po rtSbTVic esin the UK:To w wds aModelof
BestPra ctic e
,
In払r m ationforC ultural Indu striesSupportServic es;Fleming,T･(ed･), M an chester
InstituteforPopularC ulttq e,1999, TheRoleofthe Cre ativ eIndustriesinLoc al & Reg7
'
o n al
De v elopm ent, Go v e rn m e ntOWICeforYo rkshire andtheHu mb6r and theFo ru m o nCre ativ e
hdu stries.
6 2)NQN ウ ェ ブサイ ト (http://w Ⅵ w.nqn .o re. uk) より引 札
63) 単 - 再生補助金 (S ingle Rege n erationBudget:SR B) に つ い ては ､ 注51 を参照 o
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地元 の知識を組織化 し､ ビジネス 情報を提供 し､ 地元 の 企業と地域を越えた グロ ー バ ル
なネ ッ トワ ー ク との リ ン ケ ー ジを形成する ことを狙 っ て い る｡ また ､ 地元 とグロ ー バ ル
な世界をつ な ぐことで ､ 生産と消費 の間の柔軟な関係 の形成にも寄与 し､ 地元の創造性
や有能な人材を刺激するこ とになると期待されて い るo
以下にお い て は､ 文化産業地区と して の 実を備えて い るこ の ノ ー ザン ･ ク ウオ ー タ ー
地区 を中心 に して 考察を行なう｡
G. マ ン チ ェ スタ ー の 文化産業地区の特徴
文化産業には 一 般的に次の ような特徴が見られるo まず､ 文化事業者の 平均的な規模
は他 の 多くの 産業よりも小さい ｡ 多くは個人事業者を含む小事業者ある い は中小事業者
から構成されて い る｡ その た め､ この 産業は組織性で はなく実質性と柔軟性 を特徴と し
てお り ､ 形式的な構造はほとん ど無く ､ そ の分高度にネ ッ トワ ー ク化され , 事業者間で
多く の形式ばらない 内容重視の接触を持つ ことが必要とされて い る｡ 同様に相互 の協力
は不 可欠 である｡ 以上 の ことから同業の 事業者の近接性は非常に重要な要素とな っ て い
る｡ また ､ こ の産業の企業家は コ ス トの低い施設を好む 一 方で ､ 環境 の文化的雰囲気も
重視 して い る ｡ 以上の ような文化産業の 一 般的傾向は マ ンチ ェ ス タ ー にお い て も見られ ､
その ため ､ 自然とキャ ッ ス ル フ ィ ー ル ド､ ノ ー ザ ン ･ クウオ ー タ ー の ような文化産業地
区が都心部にお い て形成されてきた の である｡ その点で マ ンチ ェ ス タ ー の 文化産業地 区
の形成におい て は ､ 公共 の介入が弱く ､ 文化事業者 の性質が大きく働 いた とい うことが
できる｡ ノ ー ザン ･ ク ウオ ー タ ー にお いて は ､ 文化事業者や住民によ っ て ボ ラ ン タリ ー
に結成された NqA が ､ そ の 後の ノ ー ザン ･ ク ウオ ー タ ー の文化地区と して の発展 を推
進 して い る｡
文化産業地区で 活動 して い る文化産業の サブセ クタ ー の構成につ いて は､ フ ァ ッ シ ョ
ン及 びデザイ ン系の産業が多い ことが特徴で ある 64)o とりわけノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー
に つ い て この傾向が強 い o 生産物と して の デザイ ンは ､ 多く の 産業分野で使われて お り､
多様なサプライ ･ チ ェ ー ン の パ ー ツ を構成 して い る｡ そ の ため､ 文化産業の 他の サブセ
クタ ー やその 他の産業との つ ながりが強く､ その点で都市経済の 発展に大きく関わっ て
い る と見る ことが できるo 両文化産業地 区で特徴的なの 柱､ 旗艦的な企業が グラナ ダ
T V以外 ほとん ど存在 しない こ とである｡ そ の数少な い旗艦企業で ある グラナ ダ Ⅳ が
存在 して い るメ ディ ア産業におい て は､ グラナ ダ Ⅳ との 関係 で多くの中小事業者が活
動 して い る｡
需要に つ い て は ､ マ ンチ ェ ス タ ー で は大 マ ンチ ェ ス タ ー 地域の 260万人の人口 を擁 し
て い るため地域の需要が非常に重要な位置を占めて い る｡ フ ァ ッ シ ョ ン に つ い て は､ マ
64) 以下の 記述は主に次の 資料に基づくo Vande nBerg, V. , Bra u n,E. and Va nWlnde n, W. ,2001,
Gro wth Clu ste rsin EuTVPe a nMetnpolita nCitie s, As hgate.
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ン チ ェ ス タ 一 には現在 で も相当数 の 服飾関係 の製造業があ る こ とも地域 の需要を構成
して い る ｡ デザイ ン関係 の 事業者 の 多く は大 マ ン チ ェ ス タ ー 地域 ､ ノ ー ス ･ ウ ェ ス ト地
方やそ の周辺 の 地域 を市場と して い るが ､ 現在で は全国市場や海外市歩も重要 になっ て
きて い る｡
文化 の流通 ･ 販売業も文化産業 の 一 部 で ある｡ 博物館 ､ ギ ャ ラリ ー ､ ア ー ト ハ ウス ､
店舗な どは ､ 都市における文化状況を象徴化するもの と して ､ 文化産業や文化ク ラス タ
ー の存在を顕在化する こ とにお い て 非常に重要な役割を担 っ て い る｡ しか し､ マ ンチ ェ
ス タ ー にお い て は文化産業が あま り可視的で ないとされ て おり ､ そ の原因の 一 つ に文化
の流通 ･販売業がそ の役割 を果た して い ない こ とが指摘されて い る｡ そ の こ ともあ っ て ､
ノ ー ザン ･ ク ウオ ー タ ー の経済的ポテ ン シ ャ ル も最近にな っ て ようやく認識されるよう
になっ てきたと ころ で ある｡
d. マ ンチ ェ ス タ ー の 文化産業地区 の ダイナ ミ ッ クス
マ ン チ ェ ス タ ー の 文化産業地区は現在発展過程にあり ､ 取り上 げた文化産業地区が マ
ン チ ェ ス タ ー の文化産業の発展に どれだ け貢献 した か ､ ある い は マ ン チ ェ ス タ ー の都市
経済に どの ようなイ ン パ ク トをもた らした か等の具体的な成果は明らか で はない ｡ 2 つ
の文化産業地区､ 特にノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー にはデザイ ン産業が集ま っ て い る こと及
びそ のデザイ ン産業が と りわ けマ ンチ ェ ス タ ー にお い て成長 して い る こ とは事実で あ
り ､ 文化産業地区がそ の成長 にお い て 必要で ある ことは推測できる｡ 理論的には､ 小規
模事業者が多く､ イノ ベ ー シ ョ ンと創造性 を重要な要素と して持 つ 文化産業にと っ て は ､
事業者間の コ ミ ュ ニ ケ ⊥ シ ョ ンと･柔軟な結び つ きは不可欠で あり ､ 同業者 の地理的に近
接したネッ トワ ー ク ･ コ ミ ュ ニ テ ィ と して の 文化産業地 区は文化産業の 発展 を支える重
要な基盤になると考 えられ て い る ｡ た と え, ある文化産業の クラ ス タ ー が文化産業地 区
内にはそ の 一 部が拠点と して い るだ けで あ っ た として も､ それを足 がかり にそ のク ラ ス
タ ー 全体に刺激を与えるこ とが可能で あ る｡ ま た ､デザイ ン にお い て 特に顕著なように､
文化産業は他の 産業との多く のリ ン ケ ー ジを持 っ て お り ､ しかも現代の消費社会にお い
て は文化的要素は生産物の 市場的価値を左右する重要な鍵 を握 っ て い る場合が少なか
らずあるo その た め､ 文化産業地区は文化産業 の発展を促すこ とで都市経済全体に少な
からぬ影響を与えるこ とに なると考 えられる｡
こ こで は ､ 文化産業地区 はもし十全にそ の 理念的な機能が発揮されれ ば文化産業の発
展に貢献し､ それ を通 じて 都市経済ある い は都市再生にイ ン パ ク トを与える もの で あり ､
実際にも マ ンチ ェ ス タ ー にお い て 文化産業地区は少なく ともデザイ ン 分野 に関して は
その活動の基礎となっ て い ると措定 して ､ そ の 上 で ､ 理念的機能は現在 どの ような状況
にあるか､ また ､ 理念的機能が十全に発挿されるた めには どうすればい い かに つ い て ､
こ こまで の まと めも兼ね て ､ 論 じて みた い ｡ そ こで ､ ヴァ ン ･ デ ン ･ ベ ル グらがその著
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書『ヨ ー ロ ッ パ の大都市にお ける成長クラ ス タ ー』 にお い て設定した成長クラ ス タ ー 分
析の た め の フ レ ー ム ワ ー ク 65)を参考に して マ ン チ ェ ス タ ー の文化産業地区を取り巻く
状況 を整理 し､ そ の理念的機能 の パ フ ォ ー マ ン ス を支え る条件 の現状に つ い て 一 定の評
価を行 い ､ 課題を提示 したい ｡
コ ンテクス ト
こ こ で は､ 文化産業地 区を取り巻く 一 般的条件を検討するo まず､ 経済的条件に つ い
て は､ 英国経済全体の 浮揚に伴 っ て マ ン チ ェ ス タ ー 経済も活気を帯びて い る ことが挙げ
られ る｡ 産業構造として は､ サ ー ビ ス 業が圧倒的に優位であり製造業が全体の 21% し
か占めない が ､ そ の 中に マ ンチ ェ ス タ ー に伝統的な服飾工業が少なからず残 っ ており ､
文化産業地 区のデザイ ン産業と結び つ きを持 っ て い るo 生活衆境に つ い て は ､ 80年代
後半以降の都市再生プ ロ ジ ェ クトの進行等に伴 っ て ､ 都市環貴全般が改善されたと い え
るが ､ とりわけ文化志向の政策を強く打ち出したため ､ 優れた文化 ･ レ ジャ ー 環境が形
成され ､ 都心部を中心 にツ ー リ ズム やナイ トライ フ経済を中心 と した文化消費を大きく
増大させた ｡ この ことは ､ 文化生産にとっ て重要な条件を創り出 して い るとい える ｡ 文
化的条件に つ いて は､ 歴史的, 伝統的にイノ ベ ー シ ョ ン に開かれて い る こと､ 大学や そ
れ に付随 した研究機関及び大学生 の数が多く､ この 地方 の教育､ 研究の中心的地位にあ
るこ と ､ とりわけ大学にお い て文化に関 して職業専門的な教育 ･ 研究が行われて い るこ
とが挙げられ る｡ アクセ ス 条件に つ い て は､ マ ンチ ェ ス タ ー 空港の おか げで英国内及び
国外 から の アクセ ス に恵まれて い ることが指摘できる｡ こ の ように､ マ ンチ ェ ス タ ー の
文化産業地 区は､ 一 般的条件 に関して はかなり恵まれた状況 にある ことがわか るo
65) ヴァ ン ･ デン ･ ベ ル グらは ､ ヨ - ロ ツ パ の大都市の成長 クラ ス タ ー を分析するた め に分
析フ レ ー ム ワ ー ク を設定して い る ｡ フ レ ー ム ワ ー クは次の 3 つ の 要素から構成され る ｡ 都
市地域の 一 般的条件 ､ ク ラス タ ー の状況そして組織化する能力である｡ まず ､ 都市地域の
一 般的条件は ､ 経済的条件 ､ 空間的条件､ 文化的条件から構成されて い る｡ 経済的条件は､
産業間の 関係 などの地域経済の構造 ､ 需要状況 ､ 地域経済の知識基盤等を指し､ 空間的条
件は ､ 技能や知的能力 を持っ て い る人たちを調達できる地域か どうかを判断する - つ の指
標となる生活の 質と､ 物理的/電子的､ 地域内/地域外を問わずア クセア クセ ス 性の 良さ
を指し ､ 文化 的条件は ､ イノ ベ ー シ ョ ン - の態度等を指して い る ｡ ク ラス タ ー の状況 は ､
クラ ス タ ー の規模や発展俊階､ ク ラ ス タ ー 内の事業者の 質 ･ 競争力 ､ 牽引車と なる ような
企業 (旗艦企業) の存在､ 企業間 ､ 企業と教育 ･ 研究機開閉等における戦略的な相互 作用
関係 の程度､ しば しばダイナ ミズ ムやイ ノ ベ ー シ ョ ン をもたらし雇用創造におい て重要な
働きをする新企業創造 の レ ベ ル か ら構成される｡ 組織化する能力とは ､ 産業クラ ス タ ー の
パ フ ォ ー マ ン ス を引き上げ持続的な発展を可能にするように導く能力の こ とで あり ､ 戦略
や ヴィ ジ ョ ン の 存在､ 公共 一 民間ネッ トワ - ク の質､ 政治的/社会的支援の レ ベ ル ､ 行政､
企業､ NPO を問わずリ ー ダ ー シ ッ プの存在を指 して い る (ibid.)｡
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ク ス - の
デザイ ン をは じめとする文化産業地 区の 産業は､ かなり の程度地域 の需要に支えられ
ており ､ 地区内やそ の周辺 にお ける濃密な取引関係 はある程度 の クリテ ィ カ ル ･ マ ス を
形成して い るo また ､ デザイ ン をは じめ とする企業 の 中に は､ 地域を超 えて ヨ ー ロ ッ パ
やさ らにそれ を超えた グ ロ ー バ ル 市場と緊密に結び つ い て い るも のも少なく な い ｡ マ ン
チ ェ ス タ ー の 文化産業 の問題は ､ 旗艦的企業が ほ とん ど存在 しない こ とと新規企業 の創
造が 弱い こと である ｡ 旗艦的企業が ない こ とは ､ 政策が あまり関与して い ない ことや 文
化の流通 ･ 販売業が マ ン チ ェ ス タ ー の文化産業を顕在化させ て い ない こ とと相ま っ て 文
化産業の存在 を見え にくく して い る ｡ これ は新たな需要 を掘り起こす上で デメ リ ッ トで
ある｡ 文化産業地 区にと っ て 中心的な機能 であるネ ッ トワ ー ク機能に つ い て は ､ ノ ー ザ
ン ･ ク ウオ ー タ ー では もともと文化事業者間で自律的なネ ッ トワ ー ク が形成されて い た
が ､ NqA や NqN が登場 した こ とによ っ て ネ ッ トワ ー ク内の 協力関係が強化 され ､ 市内
の他 の ネッ トワ ー クや グロ ー バ ル なネ ッ ト ワ ー ク と の 関係構築が容易 になっ た と い う
こ とが できるo また ､ NQA によ っ て 個々 の 事業者はそ の必 要なサ ー ビス に つ い て の 支
援を得やすくなっ た ｡ 大学とク ラス タ ー の 関係はとりわけ重要で あるが ､ ノ ー ザ ン ･ ク
ウオ ー タ ー にお い て は NqN の 設立 に見られ るように進展 しつ つ ある｡ しか し､ マ ン チ
ェ ス タ ー の 有する大学とそ の研究機関 の もつ 能力を考えると ､ も っ と緊療な関係が築か
れて いくこ とが望ま しい o 大学はとりわけ文化産業の イ ン キ ュ ベ ー タ ー と して の役割を
果たすこ とが期待される ｡
ヒ
マ ンチ ェ ス タ ー は ､ シ テ ィ プライ ド ･ ヴィ ジ ョ ン によ っ て都市にお ける文化 の役割を
明確に位置付けて い るも の の ､ 文化産業に対する自治体 の公 的な取り組みは始ま っ たば
かり であり ､ まだ文化産業地区 に特有の 放り組みは行われ て い ない ｡ 公共 と民間の連携
に つ い て は ､ シテ ィ プライ ドのイ ニ シ ア テ ィブやオリ ン ピ ッ ク - の 立候補 ､ 成功 した英
国連邦サ ッ カ ー 大会 - の 立候補な どの試みが公民間の 協調関係を強化 してお り ､ 今後の
文化産業の 発展にと っ て 一 つ の 重要な基礎が形成されて きて い るとい えよう｡ 文化産業
地区の発展を導くようなリ ー ダ ー シ ッ プに つ い て は ､ やはり現在の と ころ行政の役割が
見られない が ､ ノ ー ザ ン ･ ク ウオ ー タ ー にお い て は地 元 の ボ ラ ン タリ ー な組織で ある
NQA がこ の 地区 を文化産業地区と明確に規定する ようなリ ー ダ ー シ ッ プ を発拝 して お
り ､ 地区内外と の ネ ッ ト ワ ー ク形成 ･ 発展や地 区の 経済的 ･ 文化的 ･ 物理的再生等に大
きな役割を果た して い る｡
文化消費と文化生産と の 関係
こ こでi そ のリ ンケ ー ジの 欠如が しばしば問題とされ る地域内 の文化生産と文化消費
76
の 関係に つ い て 考えたい ｡ マ ン チ ェ ス タ ー は､ ここ まで見て きたとこ ろで 明らかなよう
に ､ そ の 文化政策と蔀市再生 を通 じて ツ ー リ ズム や レ ジャ ー 消費で代表され るような文
化消費の発展にお い て大きな成功を収めた. 一 方で ､ 文化生産産業も盛んであり､ また
成長性も高い ため ､ マ ンチ ェ ス タ ー 経済の中で重要な位置を占めて い るo 第2節で見た
ように ､ 地域内でなされた文化消費が地域内の文化生産に結び つ く ことで ､ 技能を必要
とする仕事を支え ､ 地域経済の自立性に貢献するこ とになる｡ マ ン チ ェ ス タ ー の 文化産
業地区が ､ この 点にお い て どれだけ都市内の文化消費と結び つ い て い るか に つ い て の資
料はな い . しか し､ ノ ー ザ ン ･ クウオ ー タ ー 地区に つ い て は､ 地区内で最も目立 っ て い
るデザイ ン 産業が他 の産業の サプライ ･ チ ェ ー ン の供給者になる場合が多く必ず しも直
接的に消費に結び つ かない こ とも多い と して も ､ こ の 地区が大消費地で ある都心部に立
地 し､ 自然発生的にデザイ ン事業者等が集まりネッ トワ ー クが形成され たこ と､ 地区自
体にお い て も多く の ブテ ィ ッ ク ､ 工芸品店等の 店舗が存在 して い るこ と等か ら､ マ ンチ
ェ ス タ ー 都心部で発生する文化消費との 間に多少なりともリ ン ケ ー ジが形成され て い
ると考えられるo デザイ ン以外につ いて も ､ 都心にお けるナイ トタイ ム経済や エ ン タ ー
テイ ン メ ン トはポ ッ プカル チ ャ ー の生産と密接に結び つ い て い る｡ いずれ にしろ､ マ ン
チ ェ ス タ ー の 文化消費の華やかな展開は､ ポ ッ プカ ル チ ャ ー に典型的なように消費者の
噂好や受けとめ方を肌で感 じさせ る ことを通 して市内の文化生産に強 い刺激を与えて
い る の で ある｡
以上 の 考察により明らか になっ てきた の は､ マ ン チ ェ ス タ ー の文化産業地 区は ､ 十分
とは い えない までも大方の 条件には恵まれ ､ ある程度の 理念的機能を発拝 して おり ､ マ
ン チ ェ ス タ ー 経済全体に貢献 して い ると考えられる ことで ある｡ しかし､ 文化産業地区
が マ ンチ ェ ス タ ー 経済全体にも っ と大きく貢献するためには､ 現在で は不十分な政策的
関与や大学などの教育 ･ 研究機関と の リ ンケ ー ジに つ い て の 改善を通 じて ､ その パ フ ォ
ー マ ン ス をも っ と向上させ ることが必要で ある｡
4) 事例2 - シ ェ フ イ ー ル ド(she瓜 eld)
①人 口 ､ 位置等の都市の概要
･ 人口 :約5 1万人 (2002年)､ 英国で 4番目に大き い都市
･ ヨ ー ク シ ャ ー & ハ ン バ ー 地方 (yo rkshire aJldthe Iltl mber r egio n) にお い て リ
ー ズ
(Le eds) と並ぶ中心都市
･ 鉄鋼を中心とする工業都市と して栄えたが ､ 70年代以降産業が空洞化 し､ 現在商
莱 , 文化産業などによ っ て 産業基盤の多様化を図っ て い る｡
･ 2 つ の大学を擁し､ 学生人口 45,000人を抱える｡
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②都市再生の現状
シ ェ フ イ ー ル ドの近代工 業都市と して の 発展は産業革命 の波が押 し寄せ る 19世紀初
頭にま で遡ることが できる｡ シ ェ フ イ ー ル ドは､ 鉄鋼産業 を中心 に､ 金属加 工業､ エ ン
ジ ニ ア リ ン グ工業な ど重工 業都市と して 発展 して い く が ､ 1960年代にお い て も依然と
して英国で最も繁栄 して い る 工業地域 の 一 つ で あ っ た 66)｡ しか し､ 1970年代 の激 しい
脱工業化の波は シ ェ フ イ ー ル ドの 産業にも深刻な影響を与え､ 1974年か ら86年にかけ
て英国最大の 国営ブリテ ィ ッ シ ュ ･ ス テ イ - ル 社を含む 8 つ の 主要な会社が倒産 し､ こ
の間25,000人の職 が失われた
67)
. 工業全体で は ､ 1981年か ら91年にか けて鉄鋼業や エ
ン ジ ニ ア リ ン グ工業を中心 に 37,000人の雇用が失われ て い るo 失業率も 1978年の 4%
か ら､ 1984年には 18%にま で増大 して い る ｡ 製造業の 縮小 とは逆に ､ 金融 ･ 保険 ､ 商
業などのサ ー ビ ス 業が こ の 頃伸びて い た が ､ 製造業の 損失を穴埋 めで きるほ どの も の で
はなか っ た｡ その結果､ 遊休化 した産業施設や汚染された土地が放置され ､ 商業不動産
が空室化するな ど､ 都市の 物理的環境が著 しく悪化するが ､ 当然失業や貧困 の増大に伴
う社会間潜も深刻に なっ た o
こうした深刻な状況に対 して ､ シ ェ フ イ ー ル ド市庁が都市再生を試み る べ く動き出す
が ､ 当初 80年代前半は既存 の 産業を保護 しようとする後ろ向きなもの で あっ た｡ しか
し､ 1986年方針は転換され ､ 都市再生 の新 しい ア プ ロ ー チ が登場するo すなわち､ 新
しく設 立 され た シ ェ フ イ ー ル ド経 済再 生 委員会 (she 蝕Id Ec o n omic Rege n eration
Com mittee:S E R C) によるプ ロ ジ ェ ク ト志向の戦略､ 外部 で生まれた機会の 活用 (これ
は ､ メ ドゥホ ー ル の 開発と ユ ニ バ ー シア ー ドの 開催に つ なが るこ とになる) と都市開発
公 社方式 の 採用 で ある ｡ 旗艦 的な都 市開発 プ ロ ジ ェ ク トと して は ､ メ ドゥホ ー ル
(Me ado wH all) の開発 ､ ビク トリ ア埠頭 (VictoriaPier) の 開発 ､ シ ェ フ イ ー ル ド ･ シ
テ ィ空港の 建設 ､ 遊休地 とな っ た産業地 区の 開発が挙げられる ｡ こ の うち､ 90 年開業
の英国最大級の複合 シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー で あるメ ドゥホ ー ル の 開発は ､ 91年 の ユ ニ
バ ー シ ア ー ドの 開催 (the W o rld Stude nts G ame;2年 ごとに開催 され る世界 の 学生の ス ポ
ー ツ と文化の祭典) を加えて ､ ｢衰退 した鉄鋼 の まち+ とい う従来の シ ェ フ イ ー ル ドの
イメ ー ジを変 えたと い われて い る｡ メ ドゥホ ー ル は市の郊外地 区にある製鉄所跡地に建
設され たもの で ､ デ パ ー ト ス ー パ ー ､ 専門店など約 300 の店舗 ､ 11 ス クリ ー ン を有
66) 以下の記述は､ 主に次の 資料に基づく ｡ 日本政策投資銀行 ､ 2 00 0年､ 『海外 の中心市街
地活性化』､ ジ ェ トロ ;Bia m chini, F., Gre enhalgh,L. and Landry, C.,191, TheImpo rta n c e of
CultulYfo rUTban Eco n o micDev elopm e nt - m e U K Ca seSbL4y, Co m edia;La wless,P. ,1998, m e
Co n v e rst
'
o n ofa nEnglish CID):FTVm PTV血 ctio nto Con su mptio n?Shemeld, UK. 19 78-1998,
She瓜 eld H al1a m Uhiv ersityPre ss.
6 7) 市全体の雇用 の縮小 した数で ある. 実際､ 鉄鋼業で失われた雇用 はは る か に大き い . ブ
リティ ッ シ ュ ･ ス テ イ - ル社1社だけで 47,0 00人の失業を生み出 して い る｡
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する シネ マ ･ コ ン プ レ ッ クス ､ レ ス トラ ン街､ 世界の フ ァ ー ス トフ ー ド屋台が集まる ｢コ
カ コ ー ラ ｡ オア シ ス+ な どか ら構成されて い る｡ メ ドゥホ ー ル の 開発による経済効果は
大きく ､ 約 7,00 0人 の雇用 ( うちフ ル タイ ム雇用者は 3,500人) が生み出されたと い わ
れ て い る｡ 郊外に立地するメ ドゥホ ー ル の開発とその 成功は ､ 当然 の こ とながらシ ェ フ
イ ー ル ド中心部に大きな影響を与 えた｡ 90年代は ､ 中心部の 再生が大きなテ ー マ とな
り ､ 戦略的に4 つ の 地区が設定され ､ ビジネス 地区あるい は商業地区と して重点的に開
発が行われて い っ た｡ この 中には ､ 既に先行 して いた文化産業地 区も含まれて い る｡
③文化産業地区 (Cultu ralh du striesQuarter:CIQ) の状沢
シ ェ フ イ ー ル ドの 文化産業地区 CIQ は､ 英国で最初に生まれた文化産業地区
6葛)で あ
り ､ そ の後 の英国や ヨ ー ロ ッ パ にお ける同様の試み の モ デル となっ て い る｡ マ ンチ ェ ス
タ ー の ノ ー ザン ･ ク ウオ ー タ ー が自然発生的に形成され ､ そ のリ ー ダ ー シ ッ プも民 間の
自発的な組織がと っ て い る の に対 し､ シ ェ フ イ ー ル ドの CIq は､ 行政の イ ニ シア テ ィ
ブにより生 まれ､ 政策的関与が強い こ とを特徴と して い る｡
a. 文化産業地区の 開発と発展
シ ェ フ イ ー ル ド文化産業地 区は､ シ ェ フ イ ー ル ド中心部の 中で は縁辺部 ､ 鉄道の 中心
駅のす ぐ近くに位置 して い る｡ こ の地 区は ､ か つ て 金属加工業が集積
一
して い たが ､ 第二
次大戦後衰退 し始め､ 1980年頃には ､ 遊休化 し､ 老朽化 した工場や倉庫が立 ち並ぶ荒
廃 した状態にな っ て い た
69)
o 1982年､ ヨ ー ク シ ャ ー ･ ア ー トス ペ - ス 協会 (yo rkshir e
ArtSpa c eSo ciety) が ､ こ の地 区の アクセ ス 性の良さと安い 賃料に目をつ け､ 地元 の芸術
家にス タジオ ･ ス ペ ー ス の提供を始めるが､ その後ミ ュ ー ジシ ャ ンや映像制作者が この
動きに加わ っ て い く o シ ェ フ イ ー ル ド市庁で は､ 1981年に設立された雇用
･ 経済開発
課 70)が当初の 鉄鋼産業救済の試みが失敗 した後新しい方策を模索 して い たが ､ 他方でそ
68) 規模や活動の如何は別に して マ ン チ ェ スタ ー の 例に見る ように自然発生的に生まれ る
ケ ー ス も多い ため､ 厳密に言えば ､ ｢政策的に生まれた英国で最初の文化産業地区+ と い う
こ とに なる｡
69) 以下 の記述は主に次の 資料に基づく oBian chini,F. , Gree nhalgh, L･ a nd Landry, C･ ,1991,The
Impo rta n c e ofCultu refo rUrba nEc o n o micDev elopm ent
- m e U KCa seSYu4y,Comedia;Fleming,
T.
,
M an chesterlnstituteforPopularC ultu re,1999,I a SS Repo rト Loc al Cultu ralIn 血 triesSuppo rt
serv亨c e sin the UK:To w mh aM odelofBe stPra c#
'
c e
,
hdor mminforCultural Indu sbiesSuppod
se rv l CCS;Fleming,T. (ed.) , Ma n chesterhs也tut8fo rPopularC ulture,1 9 9, TheRoleofthe
cre ativ eIndu strie sinLo c al & Regio n al Dev elopm ent, Go ver n m e ntOfrlC eforYQrkshire and the
Hu mber andtheFo ru m o nCre ativ elndu sbies.
70) 英国の地方自治体における最初の経済開発課である｡ こ の ように ､ シ ェ フ イ
ー ル ドで 臥
経済再生 のために新しい試みを続けてお り､ こ の ような姿勢が文化産業地区の 開発に つ な
が っ たように思われ る｡
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の 頃図書館課は文化政策にお ける コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術 の役割 を検討 して い た｡ この
両者の考えがぶ つ か っ て ､ 全国の 自治体と して は最初の 映像制作､ 音響 の リ ハ ー サ ル ､
レ コ ー ディ ン グ､ 研修 の施設で ある レ ッ ドテ ー プ ･ ス タジオが開発され る (1986年に
オ ー プ ン)｡ こ の ような動き の 中で ､ 文化産業 の地域経済に与える影響力の ポテ ン シ ャ
ル に目が向けられ るようになり ､ 政策と して の文化産業地 区と い う地理 空間的な概念が
登場 してくる ｡
198年 ､ シ ェ フ イ ー ル ド市庁によ っ て ｢文化産業地 区の使命 に関する声明+(Cultu ral
h du striesQuarterM issionState m er[t) が発行され ､ この地区は正式にシ ェ フ イ ー ル ド文化
産業地区 CIq と して 認知され るこ と になる｡ この声明 では ､ 文化産業地区の使命と し
て 次の ような項目が請 われた ｡
･ シ ェ フ イ ー ル ドの 産業 を刺激 し､ 文化産業 の雇用を拡大する こと
･ 市民に対する文化供給を向上 させ ､ レ ジャ ー 機会を高め るこ と
･ ツ ー リス トに対する シ ェ フ イ ー ル ドの都心 の魅力形成に寄与する こと
･ 新 しい コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術とメ ディ ア技術を用 い て 近傍 の サイ エ ン ス ･ パ ー ク
の機能を補完するこ と
これらの 狙 い はそ の後 の CIq の展開を通 じて 貫かれ ､ CIq の 開発 の 仕方や政策的支
援の 準拠となる枠組み をな して い る ｡ 同 じく 88年には ､ 地元 の 文化産業を収容するス
ペ ー ス と して オ ー ディオ ･ ヴィ ジ ュ ア ル企業セ ンタ ー (Audio and VISual EnterpriseCentr e:
AVEC)がオ ー プ ンす る｡ そ の 後 ､ ケ ニ ン グズ ･ シ ョ ウル ー ム(TheKen ningsSho w ro o m)､
ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(T he Wo rksta[tion) - と開発が進む ｡ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は ､約50,000
m
2の床面積 を持ち ､ 文化産業事業者の ため の オ フ ィ ス や展示 ス ペ ー ス を提供する施設だ
が ､ そ こ で は､ 事業者た ちが物理的に近接 し CIq と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ を共有す
る こ とで ､ ク ラス タ ー が形成され創造的な相互作用が生 まれ る こ とが狙 われ た｡ 低廉な
家賃､ 公共から民間にわた る補助金 の支援や外部か らの投資もあり ､ 次第に文化関係の
組織や事業者が集まる ようになり ､ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンやそ の 周辺の 建物は ､ レ コ ー デ
ィ ン グス タジオ､ シ ェ フ イ ー ル ド ･ イ ンディ ペ ンデ ン ト ･ フ イ ル ム 会社､ ヨ ー ク シ ャ ー ･
ア ー トス ペ ー ス 協会 ､ 汀 ･ ソ フ トウェ ア 関係企業､ ニ ュ ー メ ディ ア 関係企業 ､ デザイ ン
会社､ 映像 ･ ビデオ制作会社 ､ TV 会社 ､ 写真 ･ 印刷会社 ､ シ ェ フ イ ー ル ド ･ ハ ー ラム
大学北部メディ ア ･ ス ク ー ル (Sheqleld H al1m University
'
sNorthe rnScho olofMedia) 卑
どで 埋ま っ て い っ た ｡ 2001年に は､ B BC ラジオ ･ シ ェ フ イ ー ル ドがオ ー プ ン して い る｡
この ような事業者や活動の 集積によ っ て ､ CIq内にお い て は創造的な相互作用を持ち､
持続的な発展ができるた め のク リテ ィ カ ル ･ マ ス が形成され る方向に向か っ て い っ たが ､
clqで はそ の発展を支える べ く､ オ ン ライ ン ･ ネ ッ トワ
ー ク支援 ､ 事業 一 般 の支援､ 教
育 ･ 研修支援の シ ス テ ム を形成 して い っ た ｡ 教育 ･ 研修は文化生産の能力を強化するた
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め特に重点がおかれ ､ シ ェ フ イ ー ル ド ‥ ､ - ラ ム 大学北部メ ディ ア ･ ス ク ー ル の存在に
加 えて ､ レ ッ ドテ ー プ ･ ス タジオによる広範囲にわたる研修､ ワ ー クス テ ー シ ョ ンや後
述する N CP Mや シ ョ ウル ー ム ･ シネ マ ､ サイ ト ･ ギャ ラリ ー によるセ ミナ ー が展開さ
れるようにな っ た. 教育 ･ 研修は CIQ の オ ン ライ ン ･ ネッ トワ ー クや市の研修ネ ッ ト
ワ ー ク を通 じてネ ッ トワ ー ク化が進んで きて い る｡
文化生産は ､ 文化消費者の支持を得るために開発され ､ 促進される｡ 文化生産は文化
消費か ら離れて 展開 して い るの で はなく ､ 文化消費と接点を得る ことによ っ てそ の創造
的な活動が刺激される の で ある｡ その ため､ 文化産業地区にお い <は ､ ビジタ ー を呼び
込む こ とによ ･? て文化消費者との 多様な接点を創出し, 創造的な環寮を形成するこ とが
重要と考えられ る｡ しかも ､ 文化消費を文化産業地区に持ち込む こと､ すなわち､ 文化
産業地 区を文化消費空間化する ことは､ 都市にツ ー リ ズム の魅力 を加える ことになり ､
都市 の文化的環境を向上させ る ことにもなる｡ CIQ に つ い て は ､ 1988 年の ｢文化産業
地 区の使命に関する声明+ にお い て ､ シ ェ フ イ - ル ド都心 の魅力形成に寄与する ことが
cIQ の 目的の 一 つ と して掲げられ て い るo こ の ような方向に沿っ て ､ シ ョ ウル
ー ム ･ シ
ネ マ (Sho w roo m Cinem a)､ サイ ト ギャ ラリ ー (TheSits G alle ry)､ 国立ポ ピ ュ ラ ー 音
楽セ ン タ ー (TheNatio nal Ce Etrefo rPopular Mn sic:N CP M) とい う主要な施設が整備され
た｡ シ ョ ウル - ム ･ シネ マ は国家く じ､ ヨ ー ロ ッ パ 地域開発基金 ､ シ ェ フ イ
ー ル ド市庁
の 資金によ っ て 開発された ロ ン ドン以外で は英国最大 の芸術シネマ ･ コ ンプ レ ッ ク ス で ､
4 つ の ス クリ ー ン ､ カ フ ェ ･ バ ー ､ レ ス トラ ン ､ 会議施設から構成され て い るo サイ ト ･
ギャ ラリ ー は､ デジタル ･ ア ー トの 展示 とワ ー ク シ ョ ッ プの 蕩所 を提供する施設で ある ｡
消費志向の旗艦的プ ロ ジ主ク トと して 最も重要なの が ､ 1999年にオ ー プ ン した N CP M
で あるo N CP Mは､ 国家く じ､ ヨ ー ロ ッ パ 地域開発基金､ 公民 の パ ー トナ ー シ ッ プに よ
る 1,5 00万ポ ン ドの資金によ っ て 整備され ､ イ ンテ ラクテ ィ プな展示 ､ 教育プロ ジ ェ ク
ト､ ライブ音楽を開催 ･ 運営 して い る. CIQ の 消費志向政策にと っ て最も大きな問題 は､
幹線道路が間に横た わ っ て い ることもあ っ て CIq が賑わ い の ある中心部か ら隔て られ
て い る こ とで ある｡ そ の ため ､ N Cp Mは当初期待 した程の ビジタ ー を得て い ない ｡ しか
し､ N Cp Mなどの文化消費施設の開発は､ そ の周辺 に店舗や バ
ー などの展開を促進 して
い る の も事実である｡ 現在で は ､ そ の近くにバ ー ､ 商業､ パ フ ォ ー マ ン ス ･ ス ペ
ー ス か
らなる複合施設の開発や若い 専門家向けの住宅開発も計画されて い る｡
こ こまで の CIq の 開発/ 発展は､ 主に シ ェ フ イ
ー ル ド市庁 のイ ニ シアテ ィブによる
もの で あ っ たが､ 実際の開発プロ ジ ェ ク トの 推進及び運営は ､ シ ェ フ イ
ー ル ド ･ メ ディ
ア &展 示セ ン タ - ､ 音楽資産､ シ ェ フイ ー ル ド ･ イ ンディ ペ ンデ ン ト フ イ ルム ､ ヨ
ー
ク シ ャ ー ･ ア ー トス ペ
ー ス の ような非営利の団体によ っ て行われて い る｡ シ ェ フ イ
ー ル
ド市庁の役割は ､ 現在で は ､ 2000年に設立された N P O であるカル チ ェ ラ ル
･ イ ン ダス
トリ ー ズ ･ クウオ ー タ ー ･ エ イジ ェ ン シ ー (Cultural h dtlStriesQu a rterAgen cy:CIQA) に
ょ っ て 引き継がれて い る｡ CIqA は､ ヨ ー ロ ッ パ地域開発資金 ､ S R臥 シ ェ フ イ
ー ル ド
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市庁及び民間から出資された資金をもとに設立され ､ CIQ の ポ テ ン シ ャ ル を最大化させ ､
シ ェ フ イ ー ル ドの文化産業の 成長を助ける こと を目的と して い る｡
也. 評価及 び課題
まず ､ 文化産業地区が シ ェ フ イ ー ル ドの文化産業の発展に どれだけ貢献 した かに つ い
て 考えた い o シ ェ フ イ ー ル ドは ､ ヨ - ク シ ヤ ー & ハ ン バ ー 地方の 文化産業の 70% 以上 を
しめ､ その うちの l/5以上 が CIQ及びそ の周辺 に集ま っ て い る｡ シ ェ フ イ ー ル ドの 雇用
に占める割合に つ い て は ､ 創造産業はその 7.2%を占めて お り ､ 英国平均の 4.2%をはる
かに上回 っ て い る
71)
0 clqに は ､ 300を超 える創造産業の組織が集ま っ て おり ､ 約 3,000
人の雇用を抱えて い る ｡ 以上の 数値デ ー タ から､ CIq が シ ェ フ イ ー ル ドの 文化産業 の発
展に 一 定の役割を果た した ことを見る ことが できる｡ また ､ か つ て 鉄鋼業を中心 に､ 金
属加工や エ ン ジ ニ ア リ ン グ産業など の重 工業の まちと して 栄え､ 文化生産 の 素地がなか
つ たシ ェ フ イ ー ル ドにメ ディ ア ､ 音楽産業を中心 と した文化産業をもたら した ことは十
分に評価に催する 72). しか し､ 具体的､ 詳細に CIQ が どれだ け貢献 したか を見るた め
には文化産業の生産額や雇用者数 ､ サブセ ク タ ー の 構成に つ い て過去 にさか の ぼっ て シ
ェ フ イ ー ル ド全体及び CIQ の デ ー タ を具体的に分析 し検証する必 要がある o また ､ CIQ
に集ま っ て きた文化産業 の規模や事業 の 内容等に つ い て も詳細に検討する こ とが必要
で あろう｡ 今後の課居で ある ｡
具体的な内容に つ い て は ､ シ ェ フ イ ー ル ドの CIQ で は､ マ ンチ ェ ス タ ー の ケ ー ス と
異なり ､ 自治体の イ ニ シ ア テ ィ ブに よ っ て地区の形成 ､ 開発 ､ 発展が進められて きたの
であり ､ 政策的関与が極 めて 重要な役割を担 っ て きた とい うこ とが できるo そ土には､
産業の歴史的蓄積の違い が 関わ っ て い る｡ 織物工業の 伝統を持ちデザイ ン産業がある程
度形成されて いた マ ン チ ェ ス タ ー と比 べ て ､ シ ェ フ イ ー ル ドでは文化産業に つ い て 特別
な優位性 ､ 関連性を持ち合 わせて い なか っ たた め､ 政策的なイ ニ シ ア テ ィ ブは不可欠だ
つ た の で あ る｡ そ の具体的な方策 は､ ワ ー ク ス ペ ー ス の提供 ､ オ ン ライ ン ･ ネ ッ トワ ー
ク支援､ 一 般的事業支援 ､ 教育 ･ 研修支援な どによ っ て文化産業 の ク ラス タ ー 形成を図
り ､地区全 体の開発を通 して CIQ と して の ア イデ ンテ ィテ ィ形成を図るもの で あっ た ｡
また ､ 文化生産と文化消費 と の接点を図るた めに地 区の消費空間化を図 っ た｡ クラス タ
ー 形成につ い て は､ ク リテ ィカ ル ･ マ ス に到達 したともい われ て い るが ､ アイデ ンテ ィ
テ ィ形成に つ い て は ､ 地区がやや広大で もあり しっ かりと共有された とい えるもの ま で
にはなっ て い ない ｡ 消費空間開発は ､ やはり地区の広大さか らやや断片的で あり ､ また
ロ ケ ー シ ョ ン の 開題■も抱 えて い るが ､ 徐 々 にそ の実を挙げつ つ あり ､ 周辺 の店舗開発 の
7 1)Br eto nH all
,
College oftheUniv e rsity of the Leeds, Cultu ralindu stryba selin e stuLb,Yo rkshire
a nd Hu mbe rst
'
& Regio n,p. 35.
72)M cGuigan,J･ ,1996, Cultu re a ndthePublicSphe re, Ro utledge,p･ 86･
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増加や ビジタ ー 数の増大が見 られ るo しか し､ 都心部にあり ロ ケ ー シ ョ ン に恵まれて い
るデグォ ン シ ヤ ー ･ クウオ - タ - (Dev o n shireQu arte r) が特別 な政策の関与もなく商業
やナイ トタイ ム 経済で賑わ っ て おり､ それに 関連した文化産業が集積 しつ つ あるこ とを
考えると ､ 別 の条件があれ ば clq で展開したほ どの政策的関与が必ず しも必要 とされ
ない と考えるこ ともで きる. CIQ の 消費志向の政策は､ 旗艦的なプ ロ ジ ェ ク トな ど物理
的な都市再生事業を伴い ､ それを通 じて都市環境を改善 し､ 都心 の ツ ー リ ズ ム拡大に貢
献 した｡ 具体的な政策の 推進にあた っ て はイ ン タ ー ミディア リ ー の役割が重要 なはずで
あり ､ 使用 した資料にお い て もそ の点が言及されて い るが 73)､ 詳細は不明で ある . こ の
点も明らかにする必要が ある｡
なお ､ シ ェ フイ ー ル ドの CIQ におい て は ､ そ の遊休化 した工場や倉庫な どで構成さ
れ た建築環境が残されて い た ことで ､ 目的に合わせて 柔軟に廉価に改造できる ､ 低い 賃
料と拡張の 大きな余地 がある建物を文化事業者に提供できたことも ､ CIq の発展 にと っ
て は重要であ っ たと考えられ る｡
シ ェ フ イ ー ル ドの文化産業地 区 CIq は､ もともと文化産業の 蓄積が弱 か っ たと ころ
か ら始ま っ て い ること ､ 正式にス タ ー ト して から約 15年経 ち経験の 蓄積がある こと ､
自治体がイ ニ シア テ ィ ブを取 っ て 推進 した こと ､都市開発プ ロ ジ ェ ク トの推進を通 して
文化生産と文化消費の リ ンク を図っ た こと等から､ 今後 の文化産業地区を政策的に推進
しようとする歩合非常に参考になる材料を提供してくれ るように思われる｡
5) その他
こ こ で は､ そ の歴史的蓄積を活用 したノ ッ ティ ン ガムの レ - ス ･ マ
ー ケ ッ トとそ の物
理的規模の 大きさから注 目されて い るバ ー ミ ンガ ム の カ ス タ - ド ･ フ ァク トリ
ー ･ ク ウ
オ ー タ ー を簡単に紹介 した い ｡
ノ ツ テ ィ ンガ ム (Ng_ttin gha g
ノ ツ テ ィ ン ガム は､ イ ン グラ ン ド中部に位置し､ イ
ー ス ト ミ ッ ドラ ン ズ地方 (払st
M idlands region) の 中心都市で あるo 市の 人口は約27万人､ 都市圏人口 は64万人 (英
国で 9番目) で ある ｡ 経済的には､ 産業革命以降石炭及び レ
ー ス 織物業を中心 に発展 し
て きた ｡ やはり ､ 1970年代以降産業の 衰退を経験 して い るが､ 現在経済は活気を取り
戻 し､ 英国の 主要都市の中でも最も成長性の 高い都市に数えられて い る o
ノ ッチ イ ンガ ムの文化産業地区臥 レ ー ス ･ マ
ー ケ ッ トぐ払eLa ce Ma rket)と呼ばれ ､
73)Fle m ing, T, M an chesterln stituteforPopularCultur c,1999,ICISS Repo rtJ o c al Cu
ltu ral
Indu stn
･
e sSuppo rtSe rvチcesin the U K:ITo w wd- ModelofBestPra
cb
'
c e
,
ldor m atio nforC ultural
h dustriesSuppo rtSe m c es,p･ 36･
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ノ ッ テ ィ ンガ ム都心 の 南端部に位置 し､ 小売店舗や レ ス トラ ン ､ バ ー ､ クラブなどが建
ち並ぶ フ ァ ッ シ ョ ナ プ ル な地域に隣接 して い る
74)
o こ の地 区は ､ 19世紀後半か ら20世
紀前半にかけて政界的な レ ー ス 産業の生 産拠点だ っ たた め､ 現在 で も倉庫や歴史的な建
物が多く残 っ て い るo レ ー ス ･ マ ー ケ ッ トの ｢文化的地 区+ と しての ア イデ ン テ ィ テ ィ
は､ 1969年に保存地区と して指定された こ とに遡る ｡ その 後74年に産業改善地区に指
定され ､ 80 年代 を通 して 徐 々 に修復 ･ 更新が なされ て いくが ､ それを通 じて その産業
的な潜在価値が認識 され る ようになる o 1989 年には､ ノ ッ テ ィ ン ガム 市庁主導 の公 民
パ ー トナ ー シ ッ プ に よ り レ ー ス ･ マ ー ケ ッ ト開発会社 (La ce M aJ･ket Dev elopm ent
Co mp弧 y: L M D C) が創設され ､ この 地区を特別な文化的､ 遺産的及 び専門的サ ー ビス
の 地区と して発展させ る役割 を担う ことになる｡ シ ェ フ イ ー ル ドと異なり ､ この組織は
既に存在 して い る文化生産の プ ロ セ ス を活用す るこ とを基本と して おり ､ 地域に根付 い
て い る文化生産と消費の ネ ッ トワ ー ク に アイ デ ン テ ィ テ ィ を付与 し強化する こ とを役
割と して い る.
政策的には ､ まず ､ ノ ッ チ イ ン ガム 地域 ･ 服飾織物産業戦略(Nottingham AreaClothing
皿d 触 ileh du stryStraLtegy) は ､ ク ラス タ ー や生産と消費 の サイク ル を通 じて のネ ッ ト
ワ ー キ ン グ の重要性を認識 し､ レ ー ス ･ マ ー ケ ッ トをイ ノ ベ ー シ ョ ン ､ デザイ ン ､ 生産
及び小売の 拠点と して 焦点化 して い るo こ の戦略に沿 っ て ､ ワ ー クス ペ ー ス の 提供､ 事
業支援 ､ 情報支援 ､ イ ベ ン ト開催等 を行 うノ ツ テ ィ ンガ ム ･ フ ァ ッ シ ョ ン ･ セ ン タ ー
(Nottingham Fa shio nCentre) が薮備 されて い るo 次に ､ ノ ッ チ イ ン ガム ･ メ ディ ア 開発
戦略 (Nottingham MediaDe v elopm e ntStr ategy) に基づ い て ､ レ ー ス ･ マ ー ケ ッ トの 中心
部にブロ ー ドウ ェ イ ･ メディ ア ･ セ ン タ ー (Bro adw ayM ediaCerltre)が整備されて い るo
こ の メディ ア ･ セ ン タ ー は ､ 映画館 ､ 飲食ス ペ ー ス を収容するだ けで はなく ､ メディ ア
教育やメディ ア生産 の場も提供 して い る｡ また ､ 汀 関連 ビ ジネス や映画 ･ ビデオ制作
に対する研修や生産支援を行 う非営利のイ ン タ ー ミディ ア リ ー も収容 して い る.
現在､ レ ー ス ･ マ ー ケ ッ トは賑わ い の ある フ ァ ッ シ ョ ナプ ル な地区と して 栄えてお り ､
ノ ッテ ィ ン ガ ム の重要な観光ス ポ ッ トにな っ て い る｡ 450の企業が集ま っ て い るが ､ そ
の l/4は フ ァ ッ シ ョ ン ･ デザイ ン と生産に関係 してお り ､ その 他の 3/4は多様な文化セ
ク タ ー の生産 ( 美術､ メデ ィ ア ､ 建築デザイ ン ､ ヴィ ジ ュ ア ル ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)
と消費関連 (カ フ ェ ､ レ ス トラ ン ､ バ ー ､ 芸術映画館 ､ ク ラブ等) の事業か ら構成され ､
低い賃料と文化的環境を享受 して い る ｡ こ こ で は､ 多くの職がこ の 地区 の歴史的再生や
服飾と フ ァ ッ シ ョ ン とい う偉大な遺産を活用するこ とで生 まれ てきた ｡ しか し､ 現在 で
74) 以下の記述は主に次の資料に基 づくo Fleming,T., M an chesterln stitutcforPopularC ulttq e,
1999
,
ICZSS Repo rト Lo c al Cultu ralIndustriesSu押 O rtSe'vic?sin the UK:TTo w α血 a Modelof
BestPr a ctic e
,
h fo rm atio nfo rC ultural IndtlSbicsSupportServic es;Fleming,T. (ed.), M an chester
In stituteforPopularC ulttlre,199, TheRoleofthe CfY ativeIndustriesinLo c al & Regio n al
Dev elopm ent, Go v er m cntO ffic efo rYo rkshire and theHu mber and theFo ru m o nCre ativ e
h dustries.
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は､ メディ ア の ように こ の地 区の 歴史的蓄積とは関係 の な い分野 を政策的に導入 して い
る ｡ レ ー ス ･ マ ー ケ ッ トの文化産業とフ ァ ッ シ ョ ナプ ル な商業の 地区とい う新たに構築
されたイ メ ー ジは､ さらに文化事業者を惹きつ け､ 働く場所と して も住む番所と して も
魅力を高め､ 若い 専門職 の人たちをタ ー ゲッ トとした住宅開発 を誘発 して い る｡
バ ー ミ ンガ ム (Bimin
バ ー ミ ンガ ム はロ ン ドン に次 ぐ英国第2 の都市で あり ､ そ の人 口 は約 98万人 (20 01
午) を数え､ 都市圏人口約200万人 を擁するイ ン グラ ン ド中西部の中心都市で ある｡ 英
国の 中部か ら北部にか けて の他 の産業都市と同様､ 1970 年代以降製造業 の衰退により
経済的な困難を経験 してきた が ､ 現在で は英国経済の浮揚に伴 っ て持ち直 してきて い る o
バ ー ミ ンガ ム は､ 第二次大戦後､ 都心部やイ ンナ ー ･ シテ ィ の開発を道路網の建設を中
心 に進 め､ そ の結果､ 都市景観を損ね ､ まちは道路によ っ て 寸断され ､ 歩行者の ア クセ
ス を悪く し､ 都心部 の衰退 を招 い たとい われて い る｡ 現在で は, 歩行者優先の 街路整備
や文化施設の 整備を含んだ熱心な都心開発が行われており ､ 都心部の賑わ い が戻 っ て き
て い る ｡
バ ー ミ ンガ ム の文化産業地 区であるカス タ ー ド･ フ ァ ク トリ ー ･ クウオ ー タ ー (Cu stard
Facto ryQu arter:F AQ) は ､ バ ー ミ ンガ ム都心 の周辺部に位置する
75)
. E AQは､ 1990年
以来､ バ ー ミ ンガム 市庁のイ ニ シア テ ィブ の もと､ 芸術及び創造事業推進協会 (S∝iety
fo rthePr o m otio n of A 血stic and Cre ativ eEnterprise:SPA C E) とい う民間団体が2,000万ポ
ン ドの 費用をかけて行なっ て い るプ ロ ジ ェ ク トで ､ 2002年にはそ の第 2段階が終了 し
て い る. FAQ は､ 総床面積190, 0 m
2
の 建物群か ら成り ､ ス タジオ ､ ア ー ト ･ ギャ ラリ
ー
､ 劇場 ､ 会議室 ､ ダン ス ･ ス タ ジオ ､ パ フ ォ ー マ ン ス ･ ス ペ ー ス ､ レ ス トラ ン ､ カ フ
ェ ､ バ ー などから構成され､ 文化生産と文化消費が出会える空間が形成されて い る ｡ 現
在は､ 小型の 高級ホ テ ル ､ 職住併用住宅､ 国際的なデザイ ン展示セ ン タ ー を開発中で あ
る ｡ F AQ の狙 い は ､ 文化産業のクラス タ ー 形成を物理的に促進 し､ 自立的に持続可能
な文化産業の地域的な雇用市場を創出する ことで ある｡ FAQ にお ける物理的なク ラス
タ ー 形成は､ 大規模な物理的再生プ ロ ジ ェ ク トを伴い ､ 荒廃 し､ 人口 の低下 したイ ンナ
ー ･ シ テ ィを､ 古い 産業用建物 の更新事業を通 じて再開発するもの であっ た ｡ F AQ で
は､ 現在500 を超 える芸術家や文化産業の事業者が生産活動をして い る｡
75) 以下の記述 は主に次の 資料に基づく o Fleming,T.(ed.), M an chesterlns血 tefo rPopular
C ulttq e
,
199, 乃eRole oftheCre ativ eIndu strie sinLo c al & Reg7
1
onaZ Dev elopm ent,Go v er m ent
O qlCCforYorkshire andtheHu mber andtheFo n 皿 O nCre ativ elndu sbies.
85
第4革 まとめと今後 の 錬葛
1. まとめ
以下にお い て は ､ 第3章で 取り上 げた消費志向の 政策と文化産業地区 の 事例分析の結
果につ い て 要点をま とめ る｡
[消貴志向の政策】
･ グラス ゴ ー で は ､ $0年代にお い て都市 の イ メ ー ジ再構築を優先課題に掲げ､ イメ ー
ジ ･ キ ャ ン ペ ー ン を精力的 に推 し進めた ｡ 強 い戦略性と統 一 された明確な目標を与 え
られたイメ ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ンの イ ニ シ ア テ ィ ブ の もと で ､ グラス ゴ ー 市の エ ネル ギ
ー や資源が集中的に文化 に投下され て ､ イ ベ ン トの開催 ､ フ ラ ッ グシ ップ ･ プ ロ ジ ェ
クトの推進 ､ イメ ー ジを実体的 に裏付ける文化環境の整備等が強力に進められ て い っ
た｡
･ 文化政策の イ ニ シア テ ィ ブはグラス ゴ ー 市庁 にあ っ たが ､ 具体的には個々 の 目的に応
じて異なる団休間で パ ー トナ ー シ ッ プを組み政策が追及され て い っ た｡ パ ー トナ ー シ
ップは単に民間の活力を引き出すと い う意味で の 民間と公共の 間だけで はなく ､ 文化
による都市再生を進 め る上 で 必要な機能間の連携を形成するた めに ､ 異なる 目的､ 事
業領域の 団体の 間で形成されたも の で もあ っ た｡
･ グラス ゴ ー 市庁は ､ ヨ ー ロ ッ パ 文化首都年 - の 立候補をイメ ー ジ ･ キャ ン ペ ー ン に展
開するなど､ 高 い戦略性と優れた洞察力を持 っ てい た ｡
･ 当初の 目的と して い たイメ ー ジ の再創造はほぼ成功 し､ 新 しい 文化的イメ ー ジを構築
した ことだけで なく ､ グラ ス ゴ ー 市民 の 間で新たなア イデ ンテ ィ テ ィ を構築し､ 自信
を創り上 げ､ 自分た ちの都市 へ の 愛着をかきたて る ことが できた . 文化消費は､ 政策
的に文化都市のイメ ー ジ ･ キ ャ ン ペ ー ン と結び つ い て展開された文化ツ ー リズム を中
心に大い に拡大した ｡ 文化消費政策に偏りすぎて ､ 文化生産の拡大に結び つ ける こと
が出来なか っ たと い う批判の 声がある ｡ しか し､ 一 連の文化的イ ベ ン トや プ ロ ジ ェ ク
トによ っ て ､1地域的に有能な人材が発据された こと､ グラ ス ゴ ー の文化都市と して の
確立が全国の文化生産者の 間にお い て グ ラス ゴ ー の 文化的ポテ ン シ ャ ル に対する関
心を呼び起こす ことに つ なが っ た こと など､ 生産面にお い て も将来の 発展に つ ながる
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状況 が現れて きて い る. イ メ ー ジ戦略の重要な目的で ある新しい 産業 の形成に つ い て
は ､ 現実にグラス ゴ ー にお い て近年投資が盛んにな っ て きて おり IT産業などの知識
集約型 の 高付加価値産業が成長しつ つ ある ｡ イメ ー ジ戦略と の 関係に つ い て 明確な判
断は出来な い が ､ グラス ゴ ー の ポジテ ィ プな変化がイ メ ー ジ戦略か ら始ま っ た ことを
考えれ ば､ この戦略が狙 っ たような展開になっ てきて い ると い うこ とができる｡
･ グラス ゴ ー の文化政策 の成功に 臥 他の都市にはな い グラ ス ゴ ー の歴史的遺産が大き
く関係 して い るo 経済的繁栄時代に蓄積された富が転化 した数々 の有形資産だ けでな
く市民 に根強く残るグラス ゴ ー の伝統や歴史 - の こだ わり ､ 労働者に受け継がれて き
た技術的伝統等の無形資産が ある｡ 前者は再発槻され文化政策 の材料と して使われ た
が ､ 後者は グラス ゴ ー の都市再生を推進する準拠点と して機能した の で はない か｡ ま
た ､ 都市 の ヒ エ ラル キ ー にお い て ､ グラ ス ゴ ー が ､ 英国にお い て はロ ン ドン に次ぐグ
ル ー プに属 し､ ス コ ッ トラ ン ドにお い て は エ ディ ン バ ラと並ん で トッ プに位置付けら
れ るこ とも､ 他 の ス コ ッ トラ ン ドの都市やイ ン グラ ン ドの 近傍地域の都市に比 べ て投
資を引き つ ける上で有利な条件を構成して いると考えられる ｡
しか し, ブラ ッ ドフ ォ ー ドの成功 (90年初頭にお い て) - これ につ い て はそ の持
て る資源 ､ メリ ッ ト等に つ い て詳しい こ とはわ からない が - を考慮に加 えれば､ 都
市の イメ ー ジ構築とツ ー リ ズム の拡大は､ 自治体の強 いイ ニ シア テ ィブ の もとで相互
間に優れた連携を築く こ とができれ ば､ ある程度の成果を挙げる ことは可能で あると
考える ことができる｡
【文化産業地 区]
･ 理論的には､ ′J､規模事業者が多く､ イノ ベ ー シ ョ ンと創造性を重要な要素と して 持つ
文化産業にと っ て は ､ 事業者間の コ ミ ュ ニ ケ ヤ シ ョ ンとそ の 柔軟な結び つ き は不可欠
で あり ､ 地理的に近接 した同業者の クラス タ ー の拠点となる文化産業地 区は文化産業
の発展を支える重要な基盤 になると考えられて い る｡ また ､ デザイ ン にお い て 特に顕
著なように､ 文化産業は他の産業と多くの リ ン ケ ー ジを持 っ て おり ､ しかも現代 の消
費社会にお い て 文化的要素は生産物の市場的価値を左右する重要な鍵を握 っ て い る
場合が少なからずあるた め､ 文化産業地区は文化産業の発展を促すこ とで都市経済全
体に少なからぬ影響を与 える ことになると考えられ る｡
･ マ ンチ ェ ス タ ー の文化産業地区は､ 自然発生的に形成されたも の で政策的関与が弱い
こ とが大きな特徴で ある｡ マ ンチ ェ ス タ ー の文化産業地 区で はヾ もともと文化事業者
間で自律的なネ ッ トワ ー ク が形成されて い たが ､ 地元の ボラ ンタリ ー なネ ッ ト ワ ー ク
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推進組織が登場 した こ と によ っ て ネ ッ トワ ー ク内の 協力 関係 が強化されて い る｡ デザ
イ ンをは じめとする文化産業地 区 の 産業は､ かなり の 程度地域 の 需要に支えられて お
り ､ 地区内やそ の周辺 にお ける凍密な取引関係 はある程度の クリテ ィ カ ル ｡ マ ス を形
成 して い る｡ また ､ 地元 の ネ ッ トワ ー ク推進組織が こ の 地区 を文化産業地 区と明確に
規定するようなリ ー ダ ー シ ッ プを発挿 して おり ､ 地区内外と の ネッ トワ ー ク形成 ･ 発
展や地区 の経済的 ･文化的 ･ 物理的再生等に大きな役割を果た して い る｡ こ の ように ､
マ ン チ ェ ス タ ー の文化産業地 区は ､ 十分とは い えない ま で も大方の 条件には恵まれ ､
ある程度の 理念的機能 を発挿 して おり ､ マ ン チ ェ ス タ ー 経済全体に貢献 して い ると考
えられる｡ しか し､ 文化産業地区が マ ンチ ェ ス タ ー 経済全体にも っ と大きく貢献する
た めには ､ 現在で は不十分な政策的関与や大学などの 教育 ･ 研究機関と の リ ン ケ ー ジ
に つ い て の改善を通 じて ､ そ の パ フ ォ ー マ ン ス をも っ と向上させ るこ とが必要 で ある｡
･ シ ェ フ イ ー ル ドの 文化産業地 区は､ 自治体のイ ニ シ ア ティ ブ によ っ て地 区の 形成 ､ 開
発 ､ 発展が進め られてきた ケ ー ス であり ､ 政策的関与が極めて 重要な役割を担 っ て き
た ことを特徴と して い る ｡ こ れは ､ シ ェ フ イ ー ル ドが文化産業に つ い て 特別な優位性 ､
関連性を持ち合 わせ て い なか っ た ため ､ 政策的なイ ニ シ アテ ィブが不可欠だ っ たから
で ある｡ そ の 具体的な方策は ､ ワ ー ク ス ペ ー ス の提供､ オ ン ライ ン ･ ネ ッ トワ ー ク支
援 ､ 一 般的事業支援 ､教育 ･研修支援な どによ っ て文化産業の ク ラス タ ー 形成を図り ､
地区全体の 開発 を通 して アイデ ン テ ィ テ ィ形成を図るも の で あ る｡ また ､ 文化生産と
文化消費との接点形成 を狙 っ て地 区の 消費空間化を図 っ た｡ 他方で ､ 文化産業地 区に
は遊休化 した 工場や倉庫 な どで構成 された建築環境が残されて い たが ､ これ は ､ 目的
に合わせて 柔軟 に廉価に改造できる ､ 低い 賃料と拡張の大きな余地が ある建物を文化
事業者に提供するこ と を可能に し､ 文化産業地区の発展 にと っ て 重要で あ っ たと考え
られる｡ 消費志向 の 政策は ､旗艦的なプ ロ ジ ェ ク トな ど物理的な都市再生事業を伴い ､
そ れ を通 じて都市環境を改善 し､ 都心 の ツ ー リ ズム拡大に貢献 した ｡ ク ラス タ ー 形成
に つ い て は､ クリテ ィ カ ル ･ マ ス に到達 した とい われて い る｡ 文化産業地区 の成果 に
つ い て は ､ 文化生産の 素地 がなか っ た シ ェ フ イ ー ル ドにメ ディ ア ､ 音楽産業を中心と
した文化産業をもたら した こと ､ そ の文化産業はシ ェ ブイ ー ル ドにお い て は英国平均
の 4.2% をはる か に上回 る雇用の 7.2%を占めて おり ､ そ の うちの 1/5以上が文化産
業地区及びそ の周辺 に集 ま っ て い るこ と等から､ 十分に評価 できるも の と思われる ｡
･ 文化生産 は､ 文化消費と接点を得る ことに よ っ て その創造的な活動が刺激され る｡ そ
の ため､ 文化産業地区にお い て は ､ ビジタ ー を呼び込む こと によ っ て文化消費者と の
多様な接点を創出し､ 創造的な環境 を形成す ることが重要と考 えられて い る｡ しかも､
文化産業地区を文化消費空間化する ことは ､ 都市にツ ー リズ ム の魅力 を加 える こと に
なり､ 都市 の文化的環境を向上させ る ことにもなる｡ マ ンチ ェ ス タ ー やノ ツテ ィ ンガ
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ム の文化産業地 区で は ､ 都心の 一 角を占め ､ それ自捧に シ ョ ッ ピ ン グや エ ンタ ー テ イ
ン メ ン ト､ フ ァ ッ シ ョ ン と い う都市的な消費要素を抱 えて い るため ､ 創造的な環境が
自然に形成されて い る(もちろん物理的な更新事業を伴 っ て い るが)｡ それ に対 して ､
シ ェ フ イ ー ル ドで は､ 政策的に形成する ことが試みられて い るが ､ 立地上 の 問題もあ
り苦労 して い る｡
･ シ ェ フ イ ー ル ドの文化産業地 区は､ もともと文化産業の蓄積が弱か っ た とこ ろから始
ま っ て い るこ と､ 正式にス タ ー トして か ら約1 5年経ち経験の蓄積がある こと ､ 自治
体がイ ニ シア テ ィブを取 っ て推進 したこ と､ 都市開発プ ロ ジ ェ クトの推進 を通 して文
化生産と文化消費の リ ンク を図 っ たこ と等から ､ 今後の文化産業地 区を政策的に推進
しようとする場合非常に参考になる材料を提供 してくれ るように思われる｡
以上 か ら､ 消費志向政策 ､ 文化産業地区が有効に機能するため の条件を整理すると､
それぞれ次の ようになるo まず､ 消費志向政策に つ い て は､ イメ ー ジ戦略は､ 強い 戦略
性と統 一 された明確な目標を与えられたイ メ ー ジ ･ キャ ン ペ ー ンが全体をリ ー ドするこ
とが重要で あり ､ これによ っ て具体的な文化施策や文化環境の整備を強力に推進するこ
とが で きる｡ そ の た めには ､ 自治体が強いイ ニ シ アテ ィ ブを発揮する ことが必要だが ､
具体的な政策に つ い て は ､ 異なる 目的､ 事業領域を持 つ 団体間の パ ー トナ ー シ ッ プが必
要で ある｡ や はりそ の都市の持 つ 資源は重要であるが ､ 戦略や自治体のイ ニ シ アテ ィブ
は､ そ の 目的のた めに資源の持てる魅力を引き出 し最大限有効に活用する ことを可能に
する｡ 文化産業地区に つ いて は､ 文化産業に つ い て 特別 の 関連がない 都市でも ､ 文化産
業ク ラ ス タ ー を形成するネ ッ トワ ー ク支援な どの 諸方策を通 じて文化産業を形成する
こ とは可能で ある. その蓉合､ 自治体の 強いイ ニ シ アテ ィ ブはもちろん､ 大学などの教
育 ･ 研究機関と のリ ンケ ー ジ､ 文化事業者が使用するための 賃料が低く目的に合わせて
柔軟に改造 しうる遊休化 した工場や倉庫などの ような施設 ､ 文化事業者が好むような賑
わい や文化的雰囲気の ある環境が必要で ある｡ 特に消費者と接点が持て るような文化的
環境づく りは重要で あり ､ そ の ような環境が既にある場合はそれ を利用する ことが望ま
しい が ､ ない場合には文化産業地区をプ ロ モ ー シ ョ ン する意味でも文化産業に直結する
施設の フ ラ ッ グシ ップ ･ プ ロ ジ ェ ク トを進めることが 一 つ の 有効な方法として考えられ
る｡
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2. 錬 蔑
本研究は､ 既存の調査研究等 の 資料を使用 して行な っ て い るた め, 本研究の 目的に照
らすと不備と思われ ると こ ろも少なくない ｡ そ の 中で ､ 今後の 課題と して 重要と思われ
るも の を次の ように列挙す る｡
･ 消費志向の 政策に つ い て は ､ グラス ゴ ー の 例だけで は 一 般化すること は難 しく ､ グラ
ス ゴ ー の ような優れた資源 を持ち合わせ て い ない都市､ ある い は都市の ヒ エ ラ ル キ ー
にお い て 下位に属する都市の 事例に つ い て 分析 し､ 総合化する ことが必要である｡
･ 文化産業地 区に つ い て は ､ まず ､ 具体的､ 詳細にそ の 地 区内の 文化産業の 事業者数 ､
雇用者数 ､ 生産額 ､ サブセ ク タ ー の構成 ､ 活動の 内容､ 事業者間の 関係に つ い て調 べ
る必要が ある｡ 特に文化産業地 区が どれだ け貢献した かを見るた めに はこれ ら の項目
につ い て過去 にさか の ぼ っ て都市全体及びそ の 地 区 の デ ー タ を具体的に分析 し検証
する必要がある ｡ また ､ 文化産業地 区 に新 しく参加 した事業者 に ヒア リ ン グ して そ の
理由を把捉する こ とも重要で ある｡ 具体的な政策の推進にあた っ てはイ ン タ ー ミディ
ア リ ー が重要な役割を演 じて おり ､ その 具体的な役割､ 活動､ 他 の組織と の 関係等を
調 べ る必要がある｡
･ 文化政策が都市再生に有効だと して も投 じた費用の 問題 を抜きにする こと はできない
が ､ こ の 間題に はあまり注意を傾けなか っ た ｡ 今後 ､ 詳細な費用対効果 の 分析は難 し
い と して も､ こ の 間題 に目を向ける必要がある｡
3. 日 本 の都市再 生 - の 適 用に つ い て
本研究は ､ 日本 の 地方都市の再生 の 参考となる べ く ､ 文化に よる都市再生の概括とそ
の英国における事例の分析を行うもの で あるが ､ 日本の都市再生 - の適用に?い て の検
討は本研究の 範囲を超 えて い る｡ しか し､ これ まで見て きたと こ ろか ら､ 簡単に幾 つ か
の点を指摘 した い ｡
まず､ 都市 のイ メ ー ジ戦略や文化消費都市 へ の 脱皮 に つ い て ､ 英国にお い て はロ ン ド
ン 以外の都市にお い て もそ の都市の ヒ エ ラ ルキカ ル な位置付けは異なると して も､ 国際
的な都市間競争のネ ッ トワ ー ク に置かれて い るこ とは､ 日本の都市と大きく異なると こ
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ろで ある｡′
これが意味する の は ､ 英国の都市にお い て はそ の都市に新 しい 産業基盤を形
成する資本や ､ 都市の 文化環境を消費するツ ー リ ス トある い は文化消費者を引き付ける
にお いて グロ ー バ ル な市場を視野に入れ る ことができる の に対 し､ 日本ではとりわけ文
化消費 の面 にお い て は国内市場に絞られ る ことである｡
それに関連して ､ 文化産業が日本で どれ だけ都市再生 の 手段と して適用できるか ､ 音
楽､ フ ァ ッ シ ョ ンを中心に世界市蓉を背景と して い る英国の ようにい くことができるか
とい う問題はある｡ しか し､ 日本で も現在ア ニ メ を中心 にして ､ ポ ピ ュ ラ ー 音楽等にお
い て もア ジア を視野 に入 れた活動が行なわれて おり ､ そ の 可能性が高ま っ て きて い ると
見るこ とができる｡ ただ し､ 地方都市がポ ピ ュ ラ ー 音楽やア ニ メ などの メ ディ ア系で東
京 の優位に対抗するの は困難で あり ､ マ ン チ ェ ス タ ー や ノ ツ テ ィ ンガ ム の ように伝統工
業か ら受け継 い だデザイ ンや 工芸な どの 分野 を産業的に発展 させ て い く ほうが現実的
で あると思われ る｡
より 一 般的に都市再生 の進め方につ い て は ､ まずパ ー トナ ー シ ッ プにつ い て ､ 日本で
は民活の文脈で公 と民の パ ー トナ ー シ ップに目を向けがちだが ､ 英国の事例の分析にお
い て示唆的だ っ たの は､ 異な る目的や事業領域を持つ 主体間で の パ ー トナ ー シ ッ プの 重
要性が強調され て い た こ とである｡ また ､ 都市再生 の進め方に つ い て は､ 次の ようなプ
ロ セ ス を経て い るこ とが指摘できる｡ すなわち､ 都市を どう再生す べ きか ー 経済の構造
変動 - の認識 → どう対応す べ きか ー ポス ト イ ン ダス トリア ル 都市 - の 脱皮を目指す -
文化 を使うこと の 検討 → 文化による都市再生 の推進 - 文化環境整備 の 必要性の 認識 -
イ ン フラ整備 ､ 施設整備等の物理的開発の推進 - と い うプ ロ セ ス を経て 物理的開発事
業が行われて い る｡ こ こか らわかる の は､ まず都市の進む べ き方向を明確に し､ その方
向に と っ て 必要な材料に つ い て検討し､ 最後にそ の材料を有効に活用するた めの物理的
環境整備を行なうと い うプ ロ セ ス を経て い ることで ある｡ 日本で は こうした検討が弱く ､
内容よりも物理的な開発を優先させて い る とこ ろに都市再生 一 般の 問題があ るように
思われ る｡
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4 . r経済 の 文代 柁+と生産における価値 の変容
- 創造性 の 価 値 の 増 大か ､ 尊顔 均 合 理 性 の 徹底か -
1 . はじめ に 問題 の 敬定
現在､ 経済にお ける文化の 存在に対する認識 が高ま っ て きて い る ｡ メ ディ ア を中心と
する文化商品 の増大に限らず生産物やサ ー ビ ス が全体的に数 々 の シ ン ボ ル を身にまと
い ､ 美的要素をは らむ など文化性を帯びて きて い る の である｡ この ような状況に対 して
は､ ｢経済の 文化化+ ない しは ｢文化性の増大+ あるい は ｢経済と文化 の融合+ とい う
ような表現で論 じられ て い る ｡
本稿が着目 したい の は､ こ の経済 の文化化 の議論にお い て 一 つ の 重要なトピ ック とな
っ て い る ､ 文化性の 増大がもた らす生産活動における価値 の 変化 である｡ 今田高俊は ､
ス コ ッ ト ･ ラ ッ シ ュ の議論 1)を発展させ て ､ 現代の 経済の ように表象や象徴 による意味
作用を商品 に組み込む作業が重要で ある ような状況にお い て は ､ 生産関係が文化的なも
の によ っ て 媒介され るようになるた め､ 手段的価値 は主た る活動基準にはなり えな い ､
消費社会の 価値 で あ る自己 実現 の 追求が生産 をも支配する ようになっ て きて い ると論
じる (今田 2001)｡ 経済活動にお ける この ような志向性を手段的価値に対立するもの と
して 内在的価値と措定する と､ 経済の文化化とは経済活動にお ける内在的価値の 手段的
価値に対する相対的位置を高めた とい うこ とが できる ｡ しか し､ 他方 で ､ 経済活動また
は経済組織にお ける手段的合理性 の支配の 徹底化も指摘され て い る｡ ラリ ー ･ レ イとア
ン ドリ ュ ー ･ セイ ヤ ー は､ 経済を手段 の体系､ 経済活動を基本的には冷徹な合理的計算
が貫かれ て い ると捉 え､ 文化 が商品化され るこ とによ っ て ､ 経済活動の手段的合理性が
内在的価値 に根 ざす文化をも支配する ように なっ て きて い る の で はな い かと論 じて い
るが (Ray and Sayer199)､ これは ､ 創造的な活動にお い て も手段的価値の 支配が強く
なっ てきて い る こと を指摘 して い るように思われ る｡ 一 方で 内在的価値 の位置付けの 上
昇が論 じられ ､ 他方で 手段的合理性の 支配の徹底化が論 じられて い るが ､ これはどう解
I) ス コ ツ
■
ト ･ ラ ッ シ ュ は ､ そ の著 『ポス トモ ダニ テ ィ の 社会学』 にお い て ､ ｢生産手段が次
第に文化的なもの に なり つ つ あり ､ また生産関係もどん どん文化的 なもの にな っ て い るの
だo こ うして ､ 生産関係は､ 今 日では多く の場合､ 物質的生産手俊 たよ っ て媒介されずに ､ -
労使間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の問題で あり ､ 言説世界の 問題 にな っ て い る+ (Lasb190 :
6415) と論 じて い る｡ また､ ジ ョ ン ･ ア - リとの 共著 『記号と空間の 経済』 に おい て ､ ｢経
済はますます文化的に屈折 し､ 文化はますます経済的に屈折 して きて い る D こ の ように ､
2 つ の間の境界はますます唆昧となり､ 経済と文化は もはやお互 い シ ス テ ムや環境として
機能 しない+ (Lashand Urry194:64) と論 じて いる. 特に こ の ｢経済と文化 の境界の 唆昧
化+ の議論は､ 経済の文化化に つ い て多く の議論を呼び起こ して い る ｡
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釈すれ ばよい で あろうか｡
こ の ように ､ 経済活動 を支える価値に つ い て手段的価値と内在的価値の対立に焦点を当
て ると､ 経済の文化化は ､ 経済活動 における両者の相対的関係に対 して新たな蕎識を促 し
て い ると考えるこ とができる｡ 本稿は､ 経済活動にお ける手段的価値と内在的価値の相
対的関係を取り上 げ, 文化化 に伴 っ て 内在的価値の 位置が上昇する 一 方で 手段的合理性
の支配ある い は管理化が進行 して い ると い われ る状況 に つ い て解釈を試みる こ とを目
的とする｡
2. 内 在的価値 の 概念
こ の章で は､ 本稿の テ ー マ を構成する重要な概念で ある ､ 経済活動にお ける内在的価
値
2)に つ い て検討 したい ｡
レイ とセイ ヤ ー によると ､ 経済 の文化化とは基本的に異なる論理 と目的に従う文化と
経済が緊密に結び つ く ようになっ たこ とを意味する｡ 基本的に外在的な目的に志向する
手段性 に関わる経済活動に対 して ､ 文化活動はそ の 価値が 主 に内部に根 ざす内在的
(htrin sic) に意味を持つ もの で ある ｡ 内在的価値とは ､ こ の レイ とセ イヤ
ー が論 じる
文化活動が従 っ て い る価値か ら命名 して い る｡ しか し､ 内在的価値はもともと経済活動
の外にあり経済が文化化する ことによ っ て経済の 中に取り込まれ るようになっ た ､ 関わ
るようになっ た とい うよりも ､ もともと経済活動に内在 して い るもの が適用範囲を拡大
し顕在化 したと考えることがで きる｡ 確かに経済シ ス テ ム は利益追求とい う目的を中心
とする手段の 体系と見るこ とができるが ､ 手段と してだ けで は捉えるこ とがセきな い価
値の創造に関わ っ て おり､ その 価値創造を核に して構成されて い る手段的体系と見る べ
きで あろう｡ 経済 シス テ ム は ､ そ こで創造する価値 を財や サ ー ビス を通 じて社会に供給
するシ ス テ ム であり ､ そ の価値の創造に関わる のが内在的価値なの である｡ したが っ て ､
内在的価値を現す具体的な特性として は創造性を挙げる ことが できる｡ 内在的価値とは ､
人間の持 っ て い る創造的能力を解放し､ 外的な目的で はなくそれ自体におい て自由に発
揮させるような価値を意味する ｡ 経済シ ス テ ムは全体的には手俊的価値が支配的で ある
が ､ 経済の文化化は､ 価値 の創造､ そ して内在的価値が経済活動に占める重要性を増大
させ た と考える ことができる｡
2) 本稿にお いて は ､ 内在的価値や手段的価値の r価値+ という言葉を､ 行為を方向付ける ､
指示する ことに関わる社会学的な概念として使 っ て い る｡ 他方で ､ 価値の 増大という表現
に見られる ように ､ 重要性や意味づ けを表す言葉として も使用 して い る (もちろん ､ 内在
的価値や手段的価値におい て は前者の意味だけで使用 して い る)｡
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内在的価値は個人の労働 にお い て は自己実現の追求と して現れて い る ｡ 今田は ､ 経済
の文化化が意味す るとこ ろ と して ､ 従来手段的価値が支配的で あ っ た生産 の場に消費社
会 の価値が入 り込み ､
`
自己実現を求める動きが強くなっ てきた こ とを指摘 して い る｡ 消
費社会の 価値と見なされて い るように ､ 自己実現は､ 手段的合理性あるい は目的合理性
で は捉えられな い基本的に自己目的的 ､ コ ンサ マ トリ ー な志向で ある ｡ 手段的な経済シ
ス テ ム にお い て ､ 労働する個人は個 々 の 経済組織にお い て利益追求の た めの手段的達成
をするこ とが要求され るが ､ 個人もそ の 報酬と して 金銭を得る ､ あるい は地位 を獲得す
る とい う個人の 手段的動機 によ っ て行動する｡ しか し ､ 人は労働 の見返 りと して金銭や
地位だけで はなく､ しばしば労働行為 の 中に自己実現を求めよ うとする｡ この ような労
働 における自己実現は ､ 経済活動 の 中で は価値の創造に関わる活動を通 じて 達成され る
が､ 逆に､ 価値の創造を支えて も い る｡ 自己実現は自己 の潜在的能力の 可能性を実現す
る こ とで あるが ､ そ こ で は ､ 創造性や自己表現が重要な要素となっ て おり ､ 自己実現の
追求を通 じて価値 の 創造が行なわれて い る の で ある｡ か つ て は労働にお ける自己実現は
かなり限定され て おり ､ 枠組みの決ま っ た作業的労働 の 中で の 小 さな創意 ･ 工夫とそれ
によ る自己表現に満足 を見出そうとす るも の が多か っ た｡ 現在の ように創造性が希求さ
れ ､ 情報 ･ イメ ー ジ ･ 象徴 などの記号が飛び交 い ､.メディ ア に よ っ て 自己提示欲求がか
きたて られ るような社会にお い て は ､ 記号による自己表現とそれによる社会の認知 ･ 評
価の獲得や新たに意味を創 り出す ､ ある い は組替えるような創造性に関わる自己実現が
志向され るようにな っ て きて い る.
以上検討 したように､ 内在的価値と は､ 経済 シス テ ム の基本的な行動原理 を構成する手
段的価値と の 対比 にお い て 案出された概念で あり､ 手段的価値が経済活動 における利益
の獲得を目的とする手段的な行動 を支えて い る の に対 して ､ 内在的価値は経済活動にお
ける価値 の創造を支える価値で あり ､ 外的な目的にと らわれずに ､ 人間の 持 っ て い る創
造的な能力を開放 し ､ 自由に発揮させ るこ とを志向させ るもの で ある ｡ また ､ 個人 の労
働にお い て は自己実現の 追求 を指示する｡ 経済の文化化と い う認識は ､ 手段的価値 と内
在的価値の 関係 の変化に つ い て の 問題提起と考える ことが できる｡
94
3 . 手 段時価値と内在的価値 の相対的関係 の 変容
一 管理 化 の 進行と創造性 の価 値 の 増 大
(1) 経済活動に おける内在的価値と
手段的価値の関係に つ い て の基本的問題構成
こ こで は､ 経済活動や経済組織にお ける手段的価値と内在的価値との 関係に つ いて ､
関連する幾 つ かの議論を通 じて基本的な問題構成を確認 し､ その上 で現在 の文化化する
状況 につ い て の 問題 - 本稿の 冒頭で提示 した問題 - を改めて 提示 した い o
マ ッ ク ス ･ ウ ェ ー バ ー は､ 官僚制に典型的な形式的合理性が ､ その 優れた手段的合理
性 の ゆえに資本主義 の発鹿とともに社会の 諸部門を支配 し､ 社会を蔽い 尽く して いくと
考えて い た｡ 官僚制組織は､ それ自体が目的に対する手段 で あり ､ 組織の 目的を効率的
に達成するため の分業化された手段の体系で あるo 形式合理性が貫かれて い る官僚制組
織で は ､ 個人は組織に (ある い は組織の 目的に) 管理され自由や自律性が否定されて し
まうと い う､ ウ ェ ー バ ー が ｢合理性 の鉄 の 粧+ と名 づけた問題が生じるo こ の間題は､
エ ドガ - ル ･ モ ラ ン の 文化産業に関する考察にお い て 官僚制と創造性 の対立と して より
先鋭な形で論 じられて い る｡ モ ラ ン は､ 新聞､ 雑誌 ､ ラジオ ､ テ レ ビ､ 映画な どの 文化
生産の あり方を論ずる中で ､ こ の ような産業で は､ 生産技術 の集中化と い う技術の 効率
的な活用を背景にそれ に対応 した官僚制組織の 体系が整備されて おり ､ そこ で は､ 生産
され る大衆文化 に本来求められるはずの創意が生産の 合理性と衝突する傾向にある と
い うの で ある｡ こ こで の 問題は ､ 官僚制ある い は生産の合理性と い う手段的要請が個人
の 自由､ 自律性や創造性と い う内在的価値に関わる志向や特性 を圧迫するとい う経済組
織 一 般 に共通する問題で あるが､ 文化産業にお い て は ､ 組織 の存在目的に関わる文化生
産と い う価値創造にお いて 創造性 ､ 個体性と いう特性がとりわけ重要 な役割を持 っ て い
るため ､ 官僚制による内在的価値の圧迫が他の産業と比 べ て もひ ときわ大きな 一 目的
と手段の倒錯とで も いうような ⊥ 問題となる の である｡
これに対 して ､ ポ ー ル ･ ヒ ー ラス は ､ ピ ー タ ー ･ /i - ガ - , ダ ニ エ ル ･ ベ ル を引用し
て ､ 1960年代以降､ 西欧世界 ､ とりわけア メ リカにお い て 問題となっ てきた の は､ 働
く人の仕事 - の動機づけが仕事自身 のうちにはなく､ 仕事が私的目的の ための手段と化
して しま っ たとする ｢仕事の 問題+ で あると論ずる｡ 生産主導社会から消費主導社会に
移行 し消衰文化が社会にお い て支配的になる ことを - 早く唱えて い た ベ ル の場合は ､ 今
由の議論と同様に文化にと っ て 中心的な自己実現の 規範が経済領域 (生産領域) を侵食
するようになっ てきたと主張 して い る (H¢¢1as 2002)｡ バ ー ガ ー にと っ て も ベ ル にと っ
ても､ ｢仕事の 問題+ の鍵となるの は､ 私的関心が個人 の仕事に対する動機づ けにお い
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て優位に置 かれて い る こ とで ある｡ しか し､ こ の間題 の本質は ､ 経済シ ス テ ム ､ 直接的
には経済組織が働く個人 に配分した仕事に見出せ る価値が ､ 個人が仕事に求める内在的
価値に関わる要求すなわち自己 実現 の 追求に見合わない こと である ｡ そ の ため ､ 個人 は
仕事に対 して仕事外 の 私的目的 の た めの手 段的関心以上 の もの は持た なくなる と考 え
られるの で ある｡ こ こ で の 問題は ､ qC サ ー ク ル で見られ るような単に労働にお い て 小
さな範囲の 自主性や創意 ･ 工夫を盛り こむ こ とですまされる もの で はない 3)｡ ベ ル や今
田が論じる消費文化 の 生産 の場 - の 浸透により ､ 前章で見 たような記号による自己表現
とそれ による社会の 認知 ･ 評価 の獲得や新た な意味の創造 ･ 組替えに関わるような自己
実現の 要求を満たす仕事が求められて い るの で ある｡ しか し､ こ の ような仕事は現実に
は多くない ｡ そ こに現在の仕事にお ける動機 づ けの問題がある 4)o
以上 ､ 経済活動 にお ける手段的価値と内在的価値の 関係に つ い て の問題と して ､ 優位
に置かれて い る手段的価値 が内在的価値 を圧迫 しその 結果そ の 経済活動に求められ て
い る価値 の 創造ま で阻害 して しまう問題 ､ 個人 の労働にお い て 内在的価値にかかる自己
実現要求が強くなっ てきた の に対 して ､ それ に見合う内在的価値 に基づく仕事すなわち
価値の創造に関わ る仕事が限られて い る こと か ら生 じる動機 づけの 問題が確認された ｡
しか し､ 現在で は ､ これら の 問題 に つ い て異なる状況が現れ て い る｡ 経済 の文化化や知
識化 の進行は ､ 経済にお ける知識や創造性 の 価値を高め､ 価値 の創造に関わる仕事､ そ
れ ゆえにそ の 労働に創造性 を求める仕事を増大させ て い ると い われて い る 5)｡ だ が ､ 他
方で ､ 管三哩化 の進行 も指摘されて い るo 経済 一 般的に ､ グロ バ リゼ - シ ョ ンと い われ る
垣根の ない 激 しい経済競争が 出現 し､ 経済活動は利益追求とそれ に伴う合理化 の 要請 に
より再編され つ つ あ り ､ 手段的合理性が強化され つ つ あるようにも思われ る ｡ こ こ で の
一 つ の ポイ ン トは ､ 創造的活動にお ける管理化 の進行 の 問題 で あり ､ 管理の 要請と創造
性 の発揮と い う 一 見相反する要請を処理す る方法と して創造性 の マ ネ - ジメ ン トが脚
光を浴び るようにな っ て きて い る こと である｡ こ の ような相反する要請がされる経済活
動にお い て は ､ 内在的価値 と手段的価値の 関係に つ い て どう解釈すればよ い か検討 した
3) もちろん, ブル ー カ ラ ー 労働や単純サ ー ビ ス 労働の ように ､ 作業の 中に お ける自主性や
創意 ･ 工夫に よ っ て 喜び を見出そうとする行為を否定するもの で は ない ｡ また ､ 逆に ､ qC
サ ー ク ル の ような ｢自主的+ な改善 ｢運動+ につ いて は､ 渋谷 ･ 酒井 (200) の ように管
理された自主性 と捉 えるこ とも間違い では な い と思う｡ こ こ で の趣旨は ､ 現在の 社会の重
要な趨勢として論 じられて い る自己実現は ､ こ の ような自主性や創意 ･ 工夫で満たされ る
もの ではない とい うこ とで ある｡
4) 近年の フ 1) 一 夕 - 増加 の背景の - つ に は､ こ の ような労働を求める若者の 増加があると
思われ るo 大帝真幸は ､ 若者たちの職業 - の態度の特徴として労働と快楽を 一 敦させた い
とする強い欲求を指摘 して い る｡ 彼らの 望ま しい職業のイメ ー ジと して ､ マ ス メディ ア関
係の 『業界』 の 仕事やゲ ー ム や C Gの プロ グラマ ー を挙げ､ ｢これらの 職業にお いて は ､ 遊
びと労働が 一 致すると信 じられて い るか らで ある｡ 余暇における遊びが, その まま仕事と
して成り立つ のが これ ら の職種で ある+(金子 ･ 大滞 2 002: 1 79 - 80) と論 じて い るo
5) 創造的な労働の 増大に つ いて は ､ 注 9参軌
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い
｡
(2) 創造性の マ ネ ー ジメ ン 卜
前節で設定された ､ 経済活動に占める創造性 の価値の増大と他方での管理化の 進行 を
どう読み解く か という間穎につ い て ､ こ こで は ､ 文化産業等にお ける創造的業務に関 し
て 考察を行う｡ 文化産業や ソフ トな知識集約産業 のような文化的なハ ー ドウ ェ アや ソフ
トウ ェ ア の 生産と流通に関する産業は現代の 経済をリ ー ド して い る最も重要な経済セ
クタ ー であるから､ そ こ で認められる傾向は文化化する経済の 重要な趨勢を反 映 して い
る ことになると思われる｡
こ の 間題は ､ 文化産業 の根幹に関わる問題で ある｡ すなわち､ 文化が経済の 対象に な
り ､ 産業化され ､ さらに産業的に発展 して いく ことに伴い ､ 経済活動にお ける創造的業
務 の範囲も数量も拡大 し､ 重要性も増大 したが ､ そ の 分創造的活動 の中核とな る創造と
い う営為が管理 の重要な対象になっ てきた とい う問題で ある｡ 創造性 の マ ネ ー ジメ ン ト
と い われ る問題である｡ グ レ ア ム ･ サラ マ ンによると ､ 文化産業に限らず､ ますます顕
著にな る経済の グロ ー バ ル化､ 知識化と考えられる状況にお い て効果的に競争を行 っ て
い くた めには､ 人々 の創造性や企業家性を解き放つ ことが最も優先的に必要とされるが ､
そ こ で は創造性を発揮させ 利益に結び つ ける マ ネ ー ジメ ン トが重要になる の で ある
(Sal am an1997)｡ こ こ で は､ 管理 と いう手段的要請は ､ 利益 の源泉となる創造性を損
なうこ とは許されない の で ある｡ その 点で は､ モ ラ ン が提起 した手段的要請が創造性を
圧迫 して しまうと い う問題は過去 の諸にな っ て しま っ た か の ようで ある ｡ しか し､ 創造
性 とい う内在的価値に関わる特性の価値は増大 した も の の ､ それ自体は経済的利益 の追
求と い う手段的価値の 要請に基づ い て 管理 され るようにな っ たと考えなけれ ばならな
い と した ら､ 依然と して内在的価値は手段的価値の - ゲモ ニ ー 下にあると見る べきで あ
ろうか ｡
伊藤守によると､ ポス トフ ォ ー ディ ズム で は､ 生産と消費 の フ イ ∵ドバ ッ ク
･ ル ー プ
の構造化や フ レ キ シ ブル な生産と い う枠組みにお い て ､ ｢生産, 流通 , 消費の循環の 中
で ､ 個人は フ ィ ー ドバ ックされた情報を瞬時に解析 し主体的にア ク シ ョ ン を展開する､
その意味で能動的に知性と創造力を発挿する こと を求められる『情報労働者』『知的労
働者』 の相貌を帯びる ことになる+ (伊藤 2003:124)o しかも ､ ｢ 一 見すると 『自由』
に勤務 して い るかに見えるプロ グラ ム ソフ トや ゲ ー ム ソ フ トの 制作者+ を例に挙げ､ 彼
らは ､ ｢特定の 空間, 特定の時間に拘束され る こと の ない , しかも『抑圧』 だ と感覚さ
れるにはあまり に中和化され , ソ フ ト化された ように見える , 新たな空間に配置され+
(ibid∴ 126) て い るが ､ それは ､ 高速度社会シ ス テ ム に見合う形で ､ 個人が､ ｢情報を
能動的に処理 し, 自己責任を全うする, 『個』 と して 再組織+ (ibid. : 126) され て い る
の で はない かと論じる｡ 伊藤の この解釈によ
■
れ ば､ 個人が職場における ｢能動的に知性
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と創造力を発拝する+
■
ことは ､ 資本主義 の 要請で あり ､ 経済組織 の 要請により編成され
た自由と い うこ とになる｡ そ の点 で ､ そ の創造的活動にはあく まで手段 的価値が貫かれ
て い ると い うことが できよう｡ こ の解釈 は､ ｢情報労働者+ の能動性や創造性 を qC サ
ー クル の延長に位置付けて おり ､ マ グ レガ - の Y 理論が示すような労働者 の 主体性や
自己実現 - の欲求を経営目的に動員する手法を読み取ろうと して い るように思われ る ｡
ヒ ー ラ ス は､ 同様な問題を ソ フ ト資本主義 とい う概念を用 い て 説明 して い る｡ それ に
よると ､ ソ フ ト資本主義は ､ 官僚制に代表され る組織的 ワ ー ク エ シ ックやバ ー ガ ー ､ ベ
ル が問題に した仕事を私的目的実現の た め の 手段と しか見なさない 手 投的ワ ー ク エ シ
ックが提出 した動機 づ けの 開港に対応する形で ､ 発展 して きた の で ある｡ ソ フ ト資本主
義は､ その経済的成功が直接的な技術や コ ス ト上の 優位よりも文化 知識, 創造性等の
ソフ トな特徴に かか っ て い るようなタイプ の 資本主義で ある｡ そ こで特徴的なの は ､ 文
化が注入され る程度 ､ すなわち ､ 専門家に許される裁量の 程度 ､ 創造性が呼び入 れ られ
る程度や文化的イ ンプ ッ トの 入念 さ等で あるo そ こ に新 しく台頭 して きたの がセ ル フ ･
ワ ー ク エ シ ック で ある｡ セ ル フ ･ ワ ー ク エ シ ッ クとは ､ 仕事を通 じて 豊かになるだけで
はなく､ 自己 - しかも消費者的な自己 では なくより深 い と こ ろにあ る自己 - を探究
する ことを重視する勤労倫理 で ある｡ ソ フ ト資本主義は ､ 動機づ けの 間穎を解決するた
めにセ ル フ ･ ワ ー ク エ シ ッ クを取り こみ､ 文化を注入 し､ 仕事 に意味や価値を開発 して
いるの で ある｡ そ こ には ､ 強い 功利主義的な次元が あり ､ 利益と い う外的な目標をより
効果的に達成す るために､ 文化的規範を活用する の で ある (Heela s2002)o 経済組織は､
経済の文化化と いわれる状況に したが っ て ､ 次第に､ そ の利益 の源泉と して も経済シ ス
テム に 掛ナるポジ シ ョ ン を確保するため にも ､ 個人の 創造性に依存するようになっ て き
ており ､ それを上手 に引き出す こ とが重要とな っ て きて い るの である ｡ その た め､ 組織
と しては ､ 個人 の 自己実現に志向する動機 を誘発する ような界境形成に努める ことにな
る｡
以上の議論は ､ い ずれ も､ 個人の自発性や自律性 ､ 創造性と い う内在的価値に関わ る
特性は､ 経済組織の利益追求と い う目的の た めの手段に過 ぎない こと を強調 し ､ 個人が
自律的に行動 し､ 創造的活動を行 っ て い る ように見えた と して も ､ 結局は資本主義 のメ
カ ニ ズムに乗せ られて換縦されて い るだけではない かと解釈 して い る ｡ しか し､ その よ
うに経済組織ある い は資本主義対個人 の 関係 を 一 方向的に見 る べ きであろうか o
こ こで ､ 資本主義のメ カ ニ ズ ム ある い は組織のカが 一 方向的に作用 して い ると した場
合､ 個人と して は ､ ミ ッ シ ェ ル ･ ド ･ セ ル ト - の い う借家人の ｢戦術+
6)を展開する こ
とが考えられる｡ 個人は､ 組織が個人の能力 を利用する の を逆 に利用 して ､ 自己実現要
求を実現させ ようとするの で ある ｡ しか し､ これ は､ ｢持て な い 者+ の戦術で ある｡ 現
6) ミ ッ シ ェ ル ･ ド ･ セ ル ト - ､′『日常的実践の ポイ ニ チ イ
- ク』(1987 p2 4- 32)参照 o ド
セル卜- は､ 溺 費者q?生産者に対する 関係に つ い て ､ 持て ない者 の とる戦術と して借家人
を引き合い に出して論 じて い るが ､ こ こ で は ､ 働く個人と組織とめ関係に読み替えて い るo
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在 ､ 文化産業等 の創造的な産業の 一 部にお い て かも しれな い が ､ 組織と個人 の 関係を取
り巻く環境は変わり つ つ あり､ その 一 方向的な力関係に変化が現れて い る の で はな い か
と思 われ る｡ 資本主義経済シ ス テ ム は､ ウ ェ ー バ ー の い うように手俊的合理性に大きな
価値が置かれて い るシ ス テ ム である｡ 資本主義の発展とともに ､ 技術を中心と した手段
性 の 追求が遂行され ､ 手段 の俸系が発展 し精教化されてきたが､ こ の ような展開は､ 資
本主義経済が競争経済に置か れて い るこ とか ら手段的追求をますます激化させ ､ 経済活
動における手段的価値 の 支配を強めて きた ､ 少なくとも後退させて はい ない と見る こと
がで きる｡ しか し､ 手段の 追求､ そ の 結果と して の産業技術の発達によ っ て ､ 手段的な
も の の価値は経済にお い て 一 般的に相対的に低下し､ 目的 ･ 内容そ して それ を構成する
アイディ ア と い う人 の創造的能力に関わ るもの の 重要性が増大 してきたの ではない か o
とりわけ､ 近年の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術の発達によ っ て 生産プ ロ セ ス が簡素化 した こ
とで ､ 生産に占める個人 の 能力の 重要性が増大 したと考え られ る｡ 一 般的に利益を生み
出す源泉と して の アイディ ア の重要性が高ま っ て きて い ると い われて い ると こ ろであ
る
7)
.
こ の 利益の源泉としての アイディ ア とい う視点から捉えれば ､ それを生み出す人間の
創造性 は働く個人の重要な個人的資本とい うことになり､ 創造性 を期待され る個人はそ
の ような個人的資本の 所有者と見 なすことができる8)｡ そ こで は ､ 個人は経済組織に と
つ て 消費資源 と して の 労力 ではなく ､利益を繰り返 し生み 出す資本の 所有者と して位置
付けられる の で ある｡ 所有者として の個人は､ もはや借家人 で はなく ､ 自立 した立場 を
得て い ると い うことができる｡ 自立性を多少なりとも獲得 した創造的個人は､ 組織と の
相対的な交渉力を向上させ ､ 創造的能力の貸与あるい はアイディ アの 産出をめ ぐっ て交
渉を行うことになる o ここ で は､ 組織対個人の力関係は ､ 従来の ような 一 方向的なもの
で はなく ､ 双方向性を帯びて きたと考えて もい い のではない か o この ように理解すれば ､
経済 の文化化によ っ て 個人 の持 つ 創造性 の利益産出資源と して の価値が増大したため ､
創造性 は組織の 管理 の重要な対象と して個人 の創造性 を発揮させ るため の マ ネ ー ジメ
ン ト技術が施されるが ､ 創造性とい う資本の所有者と して の個人はある程度の 自立性 を
獲得し､ 組織から 一 方向的に管理され るこ となく ､ 双方向的な関係に基づく交渉によ っ
て創造的な活動を確保し､ それ を通じて自己実現を図 っ て い ると解釈する ことができる.
7) 創造性 の価値が上昇したこ とは経済の 文化化と密接に関わ っ て い るが ､ 経済の文化化自
体はデヴィ ッ ド ･ノ ､ - ヴェ イ がフ ォ ー ディ ズ ムからポス トフ ォ ー ディ ズ ム - の 移行にその
原 因を求めて い る ように多様な説明が展開されており､ こ の ような単純な議論に収赦させ
る こ とはできない ｡ しか し､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術の発達が､ メディア化された社会に
お ける人 の自己表現を格段 に拡大 した ことは事実であり ､ こ の ような形 の自己表現に結び
つ い た創造性の価値が高ま っ た - 方で ､ 普及 し 一 般化 した技術とそれに よる生産の価値が
低下 したとい うこ とができ るo
8) 創造性 を個人的資本とする着想は ､ ア ン ソ ニ ー ･ ギデ ン ズ の ｢人的資本+ から得てい る.
ア ン ソ ニ ー ･ ギデン ズ (19 8: 19 6- 197) 参照o
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(3) 経済会体に お ける内在的価値と手段的価値の相対的関係
以上 の 考察は､ 特定 の産業に限らず､ 一 般的な経済の 趨勢に関するもの で ある が､ 中
で も現代 の経済をリ ー ドするクリ エ イ テ ィ プ ｡ エ コ ノ ミ ー 9)に該当する o しか し､ 現実
には､ い まだに仕事の 多く は手段的性格が強く ､ とり わけ第2章で論 じたような現代的
な意味で の 自己実現が満たされ るも の は限られて い る｡ しか も､ クリ ェ イテ ィ プ ･ エ コ
ノ ミ ー の 拡大により創造的な仕事が増加 して い る 一 方で ､ 単純作業的な仕事も増加 して
い るの である｡ そ こで は､ 創造性 の ような知的能力が中心的な役割を果た して い る仕事
で は自律性が与 えられ自己実現の 可能性が拡大する 一 方で ､ ジ ョ ー ジ ･ リ ッ ツ ァ ー の論
じるような手段的性格 の 強 い 単純作業的な仕事に つ い て は合理 的なコ ス ト計算 の論理
がますます厳 しく貫かれ るようにな っ て きて い る 10)｡ そ の ため ､ 創造的活動を経済全体
の 中に位置付け､ それ を中心 に して 他の経済活動にお ける内在的価値と手段的価値 の 関
係を確認する ことに よ っ て ､ 相対的に捉える必要がある｡ そ こ で ､ こ の節で は ､ 創造性
を中心 とする内在的価値と手段的価値を切り 口 にして 現代 の経済活動を分類 し､ 2 つ の
価値が経済活動間にお い て どの ようにわたり合 っ て い るか に つ い て 分析を行ない たい ｡
ロ バ ー ト ライ シ ュ は ､ 記号経済の 重要性に着目 して ､ 経済活動に従事する人たちを
次の ように 4 つ のカ テ ゴ リ ー に分類する. ル ー ティ ン労働者､ 行改 ･ 教育 ･ 医療等の従
事者 ､ 個別 サ ー ビス 従事者 ､ そ して シ ン ボリ ッ ク ･ ア ナリ ス トで ある｡ ル ー テ ィ ン労働
は､ 繰り返 しの 単純作業 を行なう職種で ､ 主に 工場労働やそ の類縁の 労働 を指 して い る
が､ 中間な い し下位 の監督的 ･ 管理的な仕事､ 事務労働や多くの情報処理系の 仕事を含
んで い る ｡ 個別サ ー ビス も単純な繰り返 し作業 を基本とするが ､ ル ー ティ ン労働が モ ノ
や情報等を扱うの に対 し､ こ の場合は直接的に人 にサ ー ビス を提供するo 現代の エ リ ー
9) クリ エ イテ ィ プ ･ エ コ ノ ミ ー とい う表現は､ ジ ョ ン ･ ホ - キ ン ス の CT -”.v eEco n o my(20 01)
とい う著書から借用 して い るが ､ 他に似たような表現として英国で用 い られ て い る クリ エ
イチ イ プ ･ イ ン ダス トリ ー がある｡ 具体的に想定 して い る産業の 範囲は異なるが ､ いずれ
も､ 人の もつ 知的能力､ とりわ け創造性 が宵を生み出す重要な資源と して重要な位置に置
かれて い る産業で ある｡ 英国の クリ エ イテ ィ プ ･ イ ン ダス トリ ー は ､ クリ エ イティ プ ･ エ
コ ノ ミ ー の定義 より範囲が狭い が ､文化 ･ メ ディ ア ･ ス ポ ー ツ省(D C M S:Departm e ntof Culture,
Media and Spo rt) の発行 した報告書 (MappingDo ¢u m e nt 198,2 001) によ.ると､ 200年の雇
用者数195万人 ､ G D Pの 7.9%の付加価値を占めて い る｡ 1991年か ら1999年にかけて産業
規模は 17.5% 拡大 して い るが ､ こ の間 の年平均成長率5% は英国 の全産業平均 の 2倍を超え
て いる ｡ 他方､ 産業で はなく職種 に着目 したリチ ャ ー ド ･ フ ロ リダは ､ クリ エ イ テ ィ プ ･
クラス と いう概念を提示 して い るが ､ それに よ ると､ アメリカ で はクリ エ イテ ィプ ･ クラ
ス 全体で全就業者 の約30%､ そ の 中核で ある より創造性の 高い部分は 12%を占めて い る o
ただ し､ 中核部分を除く人たちl S%につ いて は ､ マ ネジメ ン ト､ ビジネス ･ 財務､ 法律､
保険医 ･■技師､ セ ー ル ス ･ マ ネジメ ン トの各専門職種 から構成されて い る｡
10) ジ ョ ー ジ ･ リ ッ ツ ア ー は ､ マ ク ドナル ド化という概念に よ っ て フ ァス トフ ー ド ･ レ ス ト
ラ ン に代表され る手段的合理性が 徹底化された仕事が社会の 要請に したが っ て 増加 し つ つ
あるこ とを指摘して い る｡ その 中に は ､ 裁量性がほとん ど奪われ手段イヒが徹底化され るよ
うなタイプも増えて い る｡
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トで ある シ ンボリ ッ ク ｡ アナリ ス トは､ ｢シ ンボ ル 操作によ っ て問題点を発見 し､ 解決
し､ ある い は媒介する+(Reich 1991:245) 職種で あるo ライ シ ュ は､ 具体的な職業と し
て 経営 コ ンサ ル タ ン トをは じめと して各種 コ ンサ ル タ ン ト､ 広告プ ラ ンナ ー ､ 映画監督､
ソ フ トウ ェ ア 技術者､ デザイナ ー , 編集者, ジャ ー ナリス ト､ 音楽家､ 大学教授 など様 々
な ジャ ン ル にわたる職業を例示 して い る｡ ライ シ ュ の 分類で興味深 い の は､ 高い 専門的
知識が必 要とされて い ると して もル ー テ ィ ン 作業をも っ ぱ らにして い る従来の 会計士
等の 専門職や 一 般的な経営職をシ ン ボリ ッ ク ･ ア ナリス トか ら除外して い る ことで あるo
ライ シ ュ は､ 経済的競争力にとっ て の重要性と い う視点か ら分類を行なっ て い るが ､ こ
こには ､ シ ンボリ ック ･ ア ナリ ス ト - 内在的価値に志向する活動をそれ以外の 手段的な
い しは管理 的性格の 強い 活動と区分す べ きで あると い う判断が働 い て い るよ うに思わ
れる ｡ より最近 のリチ ャ ー ド ･ フ ロ リダの研究では ､ 創造性 に関わる経済活動を行っ て
い る職業階層と して分類されるク リ エ イテ ィ プ ･ ク ラス の 中にい わゆる経営管理的な業
務も裁量性が高い と いうこ とで含めて い るが (注 8 参照)､ クリ エ イテ ィプ ･ ク ラス の
概念をか え っ て 唆昧に して しま っ て い る｡ 裁量性はこ の場合特に問題とな っ て いる創造
性などの 内在的価値に関わる能力とは別 の 基準で捉える必要がある｡
そ こ で ､ 文化化する経済あるい は創造性が重要な経済的資源 として位置付けられて い
るような現在 の経済にお い て は､ 経済活動を次の ような 2 つ の 基準によ っ て分類する こ
とが有益ではない だろうか｡ すなわち､ 内在的価値に関わ る創造性の 基準と裁量性の 基
準で あり ､ こ の 2 つ の基準から創造性 (自己完結性) 一 管理性 (手段性) の軸と裁量性
一 被指示性 の 軸を構成する｡ そ して ､ こ の 2本の軸の 交差する平面にお い て活動の クラ
ス タ ー が位置付けられ るの で ある｡ こ こで ､ 創造性とは ､ 外部 の 目的, こ こで は組織の
目的にと らわれず自由に人間が個人と して それぞれ が持つ 能力を発揮させ る こ とによ
っ て ア イディ ア を生み出したり ､ 創作を行なっ たり ､ 開港点や新 しい 解釈 を発見したり
する こと を志向させ る価値を意味し､ 管理性とは､ 利益の 最大化ある い は組織 の発展 ･
存続と い う組織 目的ある い は活動目的の た めに行動するこ とを志向させ る価値を意味
する ｡ その 点では ､ 創造性の 高い活動は組織を離れ た普遍性 を生み出す活動 であるの に
対 し､ 管理性の高い 活動は組織を離れて は意味を失 っ て しまう｡ 例えば､ 自動車の ボデ
ィ をデザイ ンする仕事は､ も ちろん自動車の 売上 を向上させ るという利益追求を免れな
い が ､ 組織を離れて自動車の美 しい デザイ ン を世の 中に送り出したい とい う創作意欲が
強い と仮定すれ古胡り造性が高い と いうこ とがで きる｡ - 方､ 事業戦略を企画立案する仕
事は､ 当然創造的な部分もあるが ､ 属する組織の組織 目的達成と い う手段他に貫かれた
アイディ アの創造で あるた め創造性より も手段性 の方が高く ､ 図上で は左側に位置する ｡
裁量性と被指示性は､ そ の仕事を遂行するにあた っ て 自由な判断 ･ 行動が与えられて い
るか どうかを示 して い る o この 平面に位置付けられた活動クラス タ ー は､ 創造性 一 管理
性 , 裁量性 一 被指示性の 2 つ の 基準のそれぞれ にお い て どの性向が相対的に強く支配 し
て い るかが示される｡
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図 : 文化化する経済に おける経済活動の分類
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文化化する経済にお ける内在的価値と手段 的価値の 布置関係 を考えるに あた っ て 重
要な活動ク ラ ス タ ー と して ､ 経営 ･ 管理業務 ､ 手段的 ･ 作業的業務､ 創造的業務が挙げ
られ る
n)
｡ 現実には裁然と分類する こ とはできな い が ､ 一 つ の 理念型 と して 単純化する
と図 の ように示 され る｡ 経営 ･ 管理業務は､ 事務判断や企画を行なうための 裁量性は あ
るもの の , 創造性が乏 しい仕事で ､ 手段的価値が支配 して い る ｡ 手段的 ･ 作業的業務は､
ライ シ ュ の 分類する ル ー テ ィ ン 労働に相当 し､ 創造性も裁量性も乏 しく ､ やはり手段的
価値が支配 して い る｡ 創造的業務は､ 基本的に創造性が高く ､ そ の創造性を許容するた
めに裁量性も高い ｡ こ こ で は内在的価値が支配 して い る 12)｡
経済の文化化とは ､ 本稿 の 文脈 で は経済活動にお ける創造性 の 価値が増大 した ことで
あるが ､ 管理化の進行 と併せ ると ､ 図上 で は創造性 一 管理性の軸上の 相反する 2つ の方
ll) 実際に は､ これ らの中間的なタイ プの業務も多く存在 して い るが､ こ こ で の議論を簡明
にするために省略する o
1 2) 人は図示 した･3 つ の活動 クラス タ∵ に 必ずしも固定的に従事するわけでは なく ､ 同 - -組
織内で手段的 ･ 作業的業務から経営 ･ 管理業務 - の移動 は 一 般的な出世の パ タ - ン で あり､
手段的 ･ 作集的業務で生計 を支えて創造的な仕事を志向する こ ともよく 見られ るとこ ろで
あるo 創造的業務につ い て は ､ - 般的に は ､ 同 一 組織内で経営 ･ 管理業務 - 移動する こ と
が多い が､ さらに自由に創造力 を発揮する こ とを志向して組織を飛び出して個人クリ エ イ
タ ー (事業者)に なる動き も増えてきて い る｡
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向に創造的活 執 事段的活動がそれ ぞれ発展 して い るこ とを指 して い る｡ ここ で ､ ｢発
展+ とは ､ 創造性ある い は管理性､ 裁量性 ある い は被指示性 の それぞれ の性向にお い て
強度が増大 して い るこ とを意味する｡ 図上 の矢印は､ そ の ような発展 の ベ ク トル を意味
して おり ､ 右上方向の ベ ク トル が自己実現追求 の方向､ 左上方向が権力追求の方向､ 左
下方向がリ ッ ツ ァ ー の いう マ ク ドナ ル ド化の 方向を示 して い る｡ 権力追求の ベ ク トルも
マ ク ドナ ル ド化 の ベ ク ト ル も手漠的合理性を通 じて 資本主義の 力学が強く作用 して い
るが ､ 前者はそ の力学に乗じようと して おり (経営･ 管理的業務にお い て体現されて い
る)､ 後者はその力学に従属 して い るとい えよう (手段的 ･ 作業的業務)｡ 自己実現追求
の ベ ク トル は ､ 創造性と裁量性から構成されて い るか ら､ 経営 ･ 管理業務柱必ず しも自
己実現の 追求を志向して い な い とはい えない が
13)
､ それ以上に権力追求 の志向が強い の
である (創造性に つ い て も手段性との相対関係で示 され るた め､ ないわけで はな い)｡
手段的合理性の追求とい う要請は､ 管理性 (手段性) の 軸に沿 っ て ､ 権力追求の ベ ク ト
ル と マ ク ドナ ル ド化の ベ ク トル ､ すなわち経営 ･ 管理業務と手段的 ･ 作業的業務に強く
作用 して い ることは明らか で ある｡
自己実現追求の ベ ク トル は ､ 資本主義 の力学の作用とは別の 方向を向い てお り ､ そ の
点で ､ 創造的業務は資本主義経済 シ ス テ ム 下にお けるオル タ ー ナティ ブなライ フ ス タイ
ル と親近性を持 っ て い ると考えられる｡ ピ ー タ ー ･ ドラ ッ カ ー は ､知識労働者を指 して ､
そ の 動機づ けが金銭を得ずに仕事に満足 を見出そうとするボラ ンテ ィア と共通 して い
る と論 じて い るが (Dru cker1993), こ こ で は知識労働 を創造的業務に読み替えることが
できるの で はな い か ｡ ボラ ンテ ィ ア が金銭的報酬を求めず生きがい と意味を求めて 自発
的､ 自律的に労働 し､ それ ゆえそ の 限りにおいて は資本主義の力学か ら免れ て いるよう
に ､ 創造的業務で は金銭的報酬や権力 の追求よりも自己の持て草創造性などの能力を発
揮 し自己 を追及する ことに価値を置い て い るため､ 個人の持て る創造的資本に基づく組
織との 交渉力により可能な限りにお い て ､ 資本主義の 力学 の作用を免れて い る の で ある
叫
｡ したが っ て ､ 手投的合理性の厳 しい 追求が利益拡大 のた めに創造性を効果的に引き
出すこ とを要請 したと して も､ それはむ しろ経営 ･ 管理業務が引き受けるこ とになる o
こ の ような志向性と活動ス タイル は ､ 芸術家や個人ク リ エ イタ
ー (事業者)とも基本的
13) 手段的 ･ 作業的活動に つ い ても､ 自己実現 の追求がない わけで はなく ､ 日 々 の作業の中
に喜びを見出すこ とは十分にある｡ したが っ て ､ 手俊的 ･ 作業的活動が自己実現の 追求と
は反対方向にある とい っ て も､ あくまで マ ク ドナル ド化 の ベ ク トル との相対的な関係を表
して い るに過ぎない o ただ し､ 手段的 ･ 作業的活動 にお ける自己実現は ､ 注iiiと重なるが､
内在的価値が指示する潜在能力の発揮とい う点からはかなり躍られた自モ 実現である こ と
か ら､ 本稿が主に論じて い る現代求められて い る ような､ 記号に よる自己表現とそれ によ
る社会の認知 ･ 評価や意味の創造に関わる ような自己実現とは異なるもの で あるo
14) 両者の違いは､ ボラン テ ィ アがボランテ ィ ア活動という自己実現追求 をそれ以外 の経済
活動等の所得に よ っ て支えて い争の に対して ､ 創造的業務で 臥 そ こで生み出す価値を交
換するこ とによ っ てその創造的活動を確保する こ とで自己実現の追求を支えて い るとこ ろ
に あるo
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に共有する とこ ろで あると思われるが ､ これ らの ような内在的価値に支えられた活動が
総体と して 現在の社会 の価値創造を担 っ て い ると思われ る｡
経済シ ス テ ム は基本的に は貨幣的利益を追求する手段 の 体系で あ る こと に揺るぎは
なく､ しかも現在の競争メ カ ニ ズム は手段的合理性 の追求を い っ そう激 しい もの に して
い る｡ しか し､ 前節 で論 じた ように創造的活動にお い て個人は創造性資本の所有者と し
て組織と は双方向的な関係 に立 っ ようにな り ､ か つ て の ように内在的価値が手段的価値
によ っ て 圧迫 ､ ある い はそ の - ゲモ ニ ー 下に置かれて い る の で はない ｡ そ のた め､ 図か
らは ､ 一 方で ､ 経営 ･ 管理業務が創造的業務 と手段的 ･ 作業的業務 を管理 ･ 換作して い
る関係 を読み取る ことが できるが､ 他方で ､ 創造的業務が手段的合理性の追求を引き受
けて い る経営 ･ 管理業務や手段的 ･ 作業的業務を手段と して 自らの自由な活動を支え さ
せ ､ 価値の 創造を図る と い う関係 ､ すなわち手段的価値が内在的価値 を支えると い う関
係を読み取るこ とが できるo しか も､ 個人ク リ エ イ タ ー や 芸術家 ､ ボ ラ ン テ ィ ア の よう
な､ 内在的価値を行動原理とする勢力によ っ て ､ 経済組織 の 内部ではなく 外からもこ の
関係を支持する動きが広が っ て きて い るの ではない だ ろうか ｡
4. おわりに まとめと範頼
本稿は､ 経済の文化化 の意味すると ころ を経済活動における手段的価値と内在的価値
の相対的関係 の 中に見出 し､ そ こか ら ､ 経済活動における創造性 の価値が増大 して い る
一 方で 管理化が進行 ある い は手段的合理性 の追求が激 しくな っ て い ると い う現在の 状
況を2 つ の価値 の 関係にお い て どう解釈するかと い う問題 を設定 し､ その 解釈を試み た ｡
一 つ の焦点は ､ 創造性 をい かに効果的に引き出すかと い う創造性の マ ネ ー ジメ ン トの 解
釈で あるが ､ そ こ で は ､ 個人の 創造性 を資本と捉える着想を導入 し､ 創造的な個人 は資
本主義ある い は経済組織 からの 一 方向的な力関係によ っ て換縦されて い る の で はなく ､
資本の所有者 と して双方向的な関係 に立 っ て組織と交渉 し､ 自己実現を図 っ て い るとい
う解釈を示 した｡ 次に､ 経済活動を分類 し､ 創造的活動を中心 に経済活動間における 2
つ の価値の 関係を検討 した が ､ 創造的活動にお い て はたらく自己実現の ベ ク トル は､ 資
本主義 の力学が作用する方向とは異なりボラ ンテ イ.ア に近い 関係にあ
■
り ､ そ甲ため手段
的合理性の 追求はも っ ばら手侵的活動 (経営 ･ 管理業務と手段的 ･ 作業的業務) にお い
て 強く作用 して い る､ 創造的活動に よる価値の創造は手段的活動によ っ て 支えられ ､ そ
こで は手段的価値が内在的価値を支えると い う関係 に基づ い て い る とい う解釈が得 ら
れた ｡
総合する と､ 文化化す る経済にお い て は ､ 激化する経済競争が手段的合理性の 追求を
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厳 しく して も ､ 創造的活動は管理的要請に従属させ られる の で はなく ､ 基本的に内在的
価値に基づ い ており ､ そ の 点で ､ 内在的価値は手段的価値との 相対的な力関係にお い て
そ の位置を上昇させ たと い うことがで きる ｡ 経済活動における価値の創造の重要性､ そ
れ ゆえ創造性の重要性は今後ますます増大すると思われ るが ､ 内在的価値 の相対的位置
づ けをさらに上昇させ る ことになると思われる｡ しか し､ 他方で ､ 手段的合理性 の要請
は ､ 手度的 ･ 作業的業務と命名 した経済活動の ように創造性はお ろか ､ 裁量性も乏 しい
活動を増加させ ると思われるが､ そ こで は ､ 依然と して ､ 自己実現の間穎が つ きまとう
ことになろう｡
本稿は ､ 主に文化経済､ クリ エ イチ イ ヴ ･ エ コ ノ ミ ー に関する詩論 を参考に しながら､
文化化する経済における生産活動の 内在的価値と手段的価値の 関係に つ い て 論 じて き
た｡ 議論を通 じて 得られた解釈は､ 仮説的に しかも抽象的に提示されたが ､ 具体的な経
済活動にお い て 実証的に検証するこ とで解釈を掘り下げ､ 具体化しあるい は修正する必
要があるo とりわ け､ 創造性を有する個人を個人的資本の 所有者と捉える着想は ､ 非情
に荒削りで 具体性を伴っ て い ない もの で あるため ､ これ を今後 の研究にお い て使用 して
いくた めには ､ 創造的活動 の従事者 ､ 特に個人クリ エ イタ ー に つ い て具体的に調 べ るこ
と等 を通じて ､ その 解釈 の 妥当性､ 有効性を検証 しなけれ ばならない ｡
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